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はじめに

木材を素材としてあるいは加工品として利用する場合，その仕上がり合水率をあらかじめ使用場所に応ン

じた合水率(平衡含水率)に調整しておく必要がある。乾燥が不十分であったり，逆に過乾燥した材料ー

は，製品として使用している聞に，その場所の平衡合水率に達しようとして合水率が変化し，それにつれ

て製品が収縮あるいは膨張したりして狂いが生じ，ときには干割れが生じることさえある。とくに，最近

のように木製品が年々美麗高級化してくると，わずかの狂いでもよく目だち，製品価値が低下したり，見守

た目にも見苦しいものになってしまう。また，昔日と異なり，冷暖房の設備が普及して，生活様式も日ご

とに変化する観があり，使用される木製品に対する含水率管理にはますます厳しさが要求されるようにな

ってきている。

加うるに，有用木材資源の激減，プラスチックス，軽金属など他材料との競合を考えるとき，木材の持=

つ特質を最大限に生かし，乏しい資源を有効に利用し，製品価値の増大を計るなど，倍旧の努力が払われ

なければならなくなっている。その意味においても，木製品の仕上がり合水率の問題については，木材加a

工技術の向上とともに，より一層の研究がなされなければならない。

一般に，仕上がり合水率は使用場所の平衡含水率を基準にして，それよりも低めに定めるのが普通とさ

れてし、るが，過去においても，木材の仕上がり含水率は使用場所の木材の平衡合水率の問題として取り上ー

げられている。すなわち，外国では PECK が，アメリカ各地の 1 月および 7 月の平均気温および湿度から

平衡合水率値を求め，地図上に等平衡合水率曲線を描いた19)。また FELLOWS は， カナダ(オタワ)地

方で厚さ 25mm の White pine 材の気乾合水率(筏積材)の変動を述続調査し，夏季の含水率は1l~

12%，冬季のそれは 14~16% であることなどを明らかにした17) 0 BOIS は，アメリカ東南部の山麓および

山岳地帯の住居につき，屋根部屋，居間，地下室に置いた素地シナ (Bass wood) 試験片の合水率を測定

し，山麓は山岳より含水率の年間変動幅が大きく，さらに両者とも秋季，春季の暖房開始および終止時期、

に大きく含水率が変化し，屋内の年間変動幅は，居間が小さく (6~1l%)，地下室が大きい (7~17%)

ことなどを明らかにした1)0 TSOUMIS は，ヨーロ γ パ全土にわたって気象条件から平衡含水率を推定し，

地図上に等平衡合水率繰を描いた。さらに 4 樹種につき 4 種の寸法の試験片を用し、て含水率を実測ー

し，その月単位の平均値が，気象から惟定した平衡含水率によく合致することを見いだした。また，そこ

では樹種，寸法による合水率の有意な差はないとしている向。 TARAS は，シナ試験片を用し、塗装の程度を

変えて 2 階，居間，地下室，寝室などでの含水率を測定し，前記 BOIS の研究とほぼ同じような結果を一

得た31)。また， DUFF は，試験家屋内におけるパネルの含水率変動を調べた8) 。



わが国における木材の平衡含水率に関する研究(寺沢・鷲見) - 3 ー

HOPKINS は，含水率計を用い，床板，間柱，たるきの合水率を測定し，たるき (8~9%，)，間性の中央

部 (9ft￥)，床板(10~11%，)の順の{直になっていることを見いだした九

わが国でのこの種の研究は比較的少なく，局所的または部分的な研究が 2~3 散見できるにすぎない。

すなわち，泉は，針葉樹 5 種，広葉樹13種を用い，人工乾燥材と天然乾燥材の合水率変化を調べ，天然乾

b燥材は人工乾燥材よりも1. 0~6.0%，高い含水率で平衡するとしている九森らは，北海道(野幌)，関東

、(東京) ，台湾(台北)，朝鮮(京城)の 4 地区について， 12 樹種の生材状態から気乾状態に至るまでの期

間，およびその含水率経過と気乾含水率を調べた。その結果，針葉樹と広葉樹ではその値に差はないと

い気乾含水率(室内)について，野幌では平均 18.3%" 東京は同 15.0%" 台北は同 17.2%" 京城では

洞 14.3%，の値を得た28)。泉は，シナおよびナラ合板を用い，野幌，東京，台北，京城の 4 地区の室内の

合水率経過を調べ，気乾平均含水率が，野幌では 15.06%" 東京 15.76%" 台北 16.40%" 京城 12.15%，

ーであることを明らかにし9) さらに，理科年表よりこれらの地区の気象状態(温湿度)を調べ，それに応

じた木材の平衡含水率を計算推定し，この 1直と実誤1)値とを比較検討して両者の関連性を認め，計算値と実

、測値との聞に生じた多少の誤差は，屋外と屋内の気象条件の違いによるものだと指摘している向。

その他，家具，建具など永年使用してし、るものの含水率を調査した資料21) も若干見られる。

これらの研究の多くのものは，長期間の実浪1)によって得た含水率と気象条件から推定した平衡含水率値

との関係について， i奈く検討を加えたデータに乏しく，また，実情に即し得ない不備な点も多々見受けら

れる。この点にかんがみ，このたび総合的な見地から，木材の平衡合水率の問題について取り組みを行

ない，その概要がまとまったので‘報告するものである。

木研究結果の概略および室内の位置，使用方法による木材の平衡含水率の実態調査結果の概略について

ほ，すでに林野庁(昭和 42 年度林業試験研究報告， 1969 年 2 月林野庁発行)に報告した。また，本研究

の一環として行なった研究のうち，木材の人工乾燥による平衡含水率の低下に関する研究(物王里研究室，

薬石，蕪木技官担当)の成果は，木材工業 23， 5 (1968) に発表されている。

また，次の早い機会に，わが国における平衡含水率分布のマッピングを完成したいと考えてし、る。

との研究報告が，木材工業界とりわけ人工乾燥関係分野に，し、ささかなりとも役だつものであれば幸甚

とするところである。

なお，この研究を遂行するに当たり，長期にわたる測定にご協力し、ただいた各試験研究機関(後述)の

担当者の方々，および研究の計画，研究結果の取りまとめに際して，種々ご助言，ご指導をいただいた木

材部長上村武技官，乾燥研究室長筒本卓造技官，同研究室研究員佐藤庄一技官に，心から感謝の意を表

する。

I 試験の概要

本研究の目的は，わが国における木材の平衡合水率の実態を把握するために，地域別の木材平衡含水率

と気象条件，板の厚さ，樹種，材の乾燥前歴などとの関係を明らかにするととにある。この主旨のもとに，

約 2 年間にわたって全国 15 地域で，木材の合水率および気象条件を実測した。供試材にはわが国の代

表的な樹種のうちスギおよびフ寺ナの天然乾燥材と人工乾燥材を選んだ。全国を 10 の気候区に分け 1 気

候区につき少なくとも 1 か所の測定地点が含まれることを原則とし，選出された測定地点に所在する県

立，道立の林業試験場(指導所)，工業試験場(指導所)，林産試験場等の試験研究機関および当林業試験



Tab!e 1. 測定を実施した機関および気候区分

Co-workers of this research and cIimatic division of Japan 

i'IT 在 t也
C気lima候tic d区ivisi分on 

決1 定 期 H司 備 考l�Jf 究 機 関

LocaIity 気候域 気候区 Term Remark Research institution Climatic CIimatic 
reglOn provmc泡

鹿児島県木材工業試験場 九州 昭和40年 10月~昭和42年 12月 M 円 31 03γ鹿児島市武町 100 表日本 Long. (E) 130032' Kagoshima 
Lat.((N)) 330171 

2 佐賀県林業試験場 佐賀県佐賀郡大和町池ノ上 1/ 1/ 1/ 40年 10 月'"'"' 1/ 42年 12月 Long. (E) 130015' Saga 
Lat 内山l'3 徳島県林業試験場 徳島県南庄町 5-69

1/ 
南海 1/ 40年 10月'"'"' 1/ 42年 12月 Long. (E) 134031' Tokushima 

Lat. ((N)) 34O11 F r 述I噌統Iの記録測定によは昭る和混4 広島県立林業試験場 広島県安佐郡可部町大毛寺 1/ 瀬戸内 1/ 42年 2 月'"'"' 1/ 42年 12月Hiroshima Long. (E) 132030' ~~df: 12月より

工長lI皿d正m与ggム{i(〈iRE E i 34・泌
奈良県林業指導所

1/ 40年 10月'"'"' 11 42年 12月5 奈良県高市郡高取町 1/ .",.., 1/ 
135047' Nara 
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139042' Tokyo 

)) 360192 
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Lat.((NE) )39048F 岩手県林業試験場 岩手県岩手郡滝沢村砂込 H ニ陸 1/ 40年 10月'"'"' 1/ 42年 12月 Long. (E) 1410 9' 8 1 ~ ~I;~t~ 

同門 4内F秋田県林業試験場
雪国 1/ 40年 10月'"'"' 1/ 42年 12月9 大舘市釈迦内字獅子ケ森 果日本 Long. (E) 140034' Akita 

M 円 360 4' 10 
福井県木材工業指導所 福井市松本中町 27 1/ 山陰 1/ 40年 9 月'"'"' 1/ 42年 12月 Long. (E) 136014' Fukui 

EAt 〈(〈(百NEE)) >> afnJ 住居附則定せず11 
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Lat. (N) 35029' 
12 
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Lat.((N)) 3608F 

13 
岐阜県林業試験場

高山市山田町 その他 山国 1/ 40年 9 月'"'"' 1/ 42年 12月 Long. (E) 137016' Gifu 
Lat.((N)) 35040f 14 

山梨県林業試験場 甲府市飯田町 588 1/ 1/ 11 41年 7 月'"'"' 1/ 43年 3 月 Long. (E) 138033' Yamanashi 
Lat.((N)) 43047F 

15 
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場が測定を実行した。これら 15 の試験研究機関は，百葉箱，事務室または研究室(以下，単に事務室と

かう)，および住居の 3 か所に所定の方法で設置されている試験材の重量およびその場所の気象条件(温

湿度)を，毎週 1 回測定し，これを約 2 年間にわたって継続実施した。なお. 15機関のうち 7 機関につ

いては，毎週 1 回の温湿度測定のほかに，自記記録音十(毛髪ノてイメタル式 1 週間巻)を用いて，気象条件

の迎統記録測定をもあわせて実施した。測定の終了した試験材は，すべて当林業試験場に集め，これらを

所定の方法で全乾にし，得られた全乾重量からそれぞれの地域，場所，時点、における試験材の含水率を算

1:,", L- tこ。

これらの結果から各地域における木材の平衡含水率と気象条件との普遍的関連性を調べるため，毎週 1

回測定した気候値と自記記録計による連続決IJ定からの気候fl1iとの関係，さらに既存の気象表から得られた

気候[直の実態などをも明らかにした。

木材合水率および気象条件を測定した地点，試験研究機関および測定期間などは Table 1 のとおりで

ある。なお，事務室，住居とも夏季のエヤーコンディショニングを実施しているところはなかった。

II-1.外周空気の温湿度の測定

II -1-1.間歎訊IJ定

E 試験方法

気温は. 1 日のうちで早朝 (4 rv 6 時)に低く， 14時ごろ最高となり，日較差(振幅)も緯度によって

異なっている。また，関係湿度 (R.H.) は早朝に高く， 14 時ごろ最低となっているなど変動しており叫，

問歎測定で 1 週 1 回温湿度および試験材の重量を測定する時刻の選定が問題になってくる。しかし一般

に， 1 日に 1 回だけ気象台がアマチュアに依頼して，気象観測を行なう区内測候所の場合には，午前 9時

に行なうのが普通になっている2針。

したがって，本研究では便宜上，温湿度および試験材重量の間歌ìJ(IJ定時刻は毎週水催日午前 9時の時点

とし，温湿度のìJlIJ定に当たっては ASSMANN の送風iE湿度計を用い，百葉箱内，事務室内，住居内の 3 か

所について行なった。その際，乾湿球の温度はできる限り試験材を設置した場所に近接した所で， 1/10"C 

まで正確に求めた。関係湿度は通風乾湿計用湿度表15) により， 1%単位の数値を読み取った。

II -1-2. 連続摂IJ定

1 ;盟 1 回だけの問敵視IJ定による i直の妥当性を検討するため， 15研究機関のうち，北海道，秋田県，東京

都，岐阜県，奈良県，広島県，島根県の 7 か所について並行して連続測定記録を行ない，これによる数値

と問歌測定による数値との関連性を調べた。使用した記録装置は毛髪ノてイメタル式自記温湿度計( 1 週間

巻，測定範囲 Temp.: -15", +40"C , R.H.: 0"，100%，庁検済)で，試験材に至近の位置で震動の少ない，

かっ，毛髪の変化に影響を及ぼす塵撲の比較的少ない場所に設置した。 1 週間ごとに記録紙交換を行なう

際， ASSMANN 温湿度計の数値と記録計の示度に差が生じたときは，測定器の指示針を差の 1/2 目盛りだ

け動かし補正して，新しい記録用紙をセットした。記録紙からの数値読取りは前述補正分を 1 週間に比例

配分して行なった。なお，この補正法は記録計の構造に由来する指示針の動きの遅れ，突発的な気候の変

化などを考慮して経験的に最適と思われたので採用した。

一般に，気候{直の日平均値は，一定時間間隔での測定値の算術平均であるとすることから拘，とこでは

とれら記録紙より，温度については 3 時間ごと (3 時 6時 9 時. 12 時， 15 時， 18 時， 21 時， 24 時〉
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の数値を読み取り，関係湿度については 6時間ごと (3 時， 91侍， 15 時， 21 時)の数値を読み取り，そ

の算術平均をもって 1 日の平均値とした。

II -2. 含水率の測定

II -2-1.試験材

試験lこ供した材は Table 2 に示したとおり，各研究機関ともに 1 測定位置(百葉箱内，事務室内，住

居内のJl IJ)につき 4 樹材種それぞれ 3 枚ずつ計 12 枚を用意し，データの集計は 3 枚の平均値をもって処

理した。

プナ材 (Fa伊s crenata BLUME) は秋田県生保内地区産材で，試験材は辺材無欠点部分から追柾(板面

と放射組織とのなす角30''''-'60') 木取りした。 スギ材 (Cryρtomeria ja�onica D. DON) は静岡県天竜地

区産材で，無欠点の心材追柾(放射組織角度はブナに同じ)木取りとし，制心から 5cm 以内での保材は

避けた。試験材の両面，側面を天然乾燥材は天然乾燥後，人工乾燥材は人工乾燥後にプレーナー仕上げし，

厚さ 2cm の材にあっては両木口および両側面に，厚さ 0.5cm のスギ材にあっては両木口にそれぞれ銀

ニス(アルミニウム粉末，シンナーおよび速乾ニスを 2: 2: 10 の重量割合で混合したもの) 2 回塗りの

コーティシグをした。天然乾燥材は 15，5fó'の仕上がり合水率とし， 人工乾燥材は，天然乾燥後，終末温

度 70'C で含水率 6.0 "，-，6.5% まで乾かし，さらに， 70'C で含水率 8.7"'-'8.9% になるように調湿し，それ

ぞ、れ Table 2 のようにナンパーを付した。

Table 2. 供試材( 1 測定位置に設置したもの)

Test specimen (Specimens for one place) 

試験材番号 私I 種 仕上がり寸法 試験仕材の乾燥方合y法kおよび 全乾比重(平均)
上がり 率 Mean apparent 

Specimen number Species Size (cm) oDisrtyu ing method and controled 
moisture content of specimen (%) 

speciac gdrra司vity 
(oven dry) 

1-1"'-'3 BUNA 20 X7 X2 天然乾燥 Air.dry (15%) 0.59 

2-1"'-'3 " 20X7 X2 人工乾燥 Kiln.dry (10%)* 0.59 

3-1"'-'3 SUGI 20X7X2 天然乾燥 Air-dry ( 15 %) 0.36 

4-1̂-'3 " 20X7XO.5 " " 0.36 

〔注J * 6.0"'-'6.5% M.C. まで人工乾燥後 8.7"'-'8.9% M.C. に調湿。
人工乾燥温度および調湿温度は 70'C。

(NoteJ * Humidified to 8.7"'-'8.9% M.C. after kiln drying to 6.0"'-'6.5% M.C. 

Dry bulb temperature of final kiln drying condition and humidifying is 70'C. 

第 1 図試験材支持台

Fig. 1. Supporting device of specimens. 

II -2-2. 試験材の設置位置および設置方法

試験材は各研究機関ともに 3 か所(百葉箱内，事

務室内，住居内)に，各樹材種 3 枚ずつ計 12 枚を

それぞれ設置した。

設置位置を 3 か所に決定した根拠は，まず明らか

iこ空気条件の異なる屋外(百葉箱)と屋内とに分け，
ついで、屋内を人の常住する一般住居と昼間のみ使用

する事務室の 2 か所に分けたものである。

百葉箱 (1 号型)は正面を北向きとし，箱の底面
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が地上高 1m (積雪地方では積雪上約 1m) になるように設置した。試験材は箱内中央部の底面上 30cm

のところに， Fig.1 のごとき試験材支持台を設け，その台上に並べた。

事務室および住居は，その地区でごく標準的と思われる木造建造物を原則とし，試験材は部屋の南側に

設置した。しかし，陽光の直射や外壁を通じての外気の直接的な影響などを避けるため，窓から少なくと

も 50cm 離れた場所に置いた。また，設置場所は通風の特に悪い凹んだ場所や塵挨の多いところを遊

Tab!e 3. 屋内における暖房および建築構造様式

Kind of room heating and structure 

事 青努 室 Office 住 居 Dwelling 

暖D房試i設験sta備材n から 暖房の種類 暖房試Di設験st材備から
地域

暖房の種類 の 距離建築構造様式 の 距離建築構造様式
ce Distance 

Kind of room from heater I Kind of Kind of from heater Kind of Region heating to sp(emc)imens』| structure 
room 

to sp(emcl) mens structure heating 

北Hokk海aidô道 スチーム 3 コンクリート
石油ストープ 4.5 木 i童

洋室 洋 室

秋田県
石炭ストープ 4.4 木 X、H旦K 

石炭ストープ 隣 室
木 1、S旦1 

Akita 洋 室 手百 室

岩手県 石油ストープ 2.2 木造モルタノレ石油ストープお 2 (ストープ 木 ス、組旦ニ

Iwate j羊 室 よび電熱こたつ から) 手口 室

G群u 馬県 石油ストープ 3 木 ス、fE主

使用せず
オミ 1、旦，土

nma j羊 室 手日 室

東Tô 京都 石油ストープ 3 木 1、止旦と

石油ストープ 2 木 ス、E旦K 

ky� i羊 室 手口 室

山梨県
ガスストープ 5.5 木 造

Yamanashi j羊 室

G岐i 阜県
薪ストープ

木 造 木和 1、旦!f-. 
昭和42年度は 2.6 電熱こたつ 1.2 fu 
石油ストープ i羊 室 室

福 U井l 県 コークスストープ 3 木i羊 造
使用せず 木和 造

Fuk 室 室

N奈a 良県 スチーム 3 コングリート
使用せず 木和

2、E旦宣之

ra j羊 室 室

広Hiro島shim県a 
昭和40年度和は石年炭度ス 木 造 石油ストープお 2.5 (らス) トー コシグリートトープ昭 41 よ 6"'6.5 
り石油ストープ 洋 室 よび電熱こたつ ブか 和室

T鳥ott取ori 県 石炭ストープ 2.5 木 造 使用せず
7!て ス、設旦ュ

i羊 室 手口 室

S島him根ane県 石炭スト←プ 3.5 オミ l、f旦k 

使用せず
i羊 室

徳Toku島shim県a 石油ストープ 3 木 造 使用せず 木 ス、止旦と

洋 室 和 主主

佐賀県
石炭ストープ 3 木 ス、と巳まエ

使用せず 手木口
エ、止巴まユ

Saga 洋 室 主三

K鹿ag児os島him県a 石油ストーブ 1.5 木 1、E旦量二

使用せず
木 ス‘且旦二

j羊 室 洋 室

〔注〕 夏季の冷房はいずれの地域も実施してし、ない。
(NoteJ Room air-conditioning in summer were not practiced in 15 regions_ 
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け，冬期に暖房をする部屋であれば，暖房設備から強し、組射熱を受けない，その部屋内の平均的条件を満

たす位置とした。なお，高さは床上約 1m の位置とした。事務室内，住居内における暖房の種類，暖房

設備と試験材設置位置との距離，建築物の様式などは Table 3 のとおりである。

II -2-3. 試験材の重量および全乾重量の測定

試験材の重量は，毎週 1 回水曜日の午前 9時に，上皿天秤(秤量 200 g) または，メトラー直示天秤(秤

量 120 g) で 1/10 g まで，スギ薄材 (0.5cm) については 1/20 g まで測定した。

各時点におけるおのおのの試験材の含水率の値は，本試験終了後に一括して恒温乾燥器 (100~105'C) 

で、全乾重量を求め逆算することにより得た。秤量の際，試験材の設置しである場所と重量測定場所とがは

なれていて両者の温湿度の差が著しし、時などは，特に迅速に実施した。また，全乾重量については， JIS 

Z 2102-57 によれば， 1l00~105'C の乾燥器中で乾燥させ，↑亘量に達した時点の重量でもって表わす」と

規定されているが，本研究では便宜上，プナ材，スギ材ともに試験材寸法のまま 60'C の乾燥器中で 48 時

間，ついで 100~105'C の乾燥器(風速 1 m/sec) 中で 96 時間乾燥させた時点の重量をもって全乾重量

とみなした。

高温を用い含有水分を飛散させて木材中の水分を測定する全乾法は，スギ材のごとく揮発成分を多量に

含有している樹種の場合には，過大に合水率が算出される危険性があり，プナのごとく揮発成分のほとん

どない樹種と画一的な手法で行なうところに問題点もあるが， この件については，考察の章lV-2 で詳述

することにする。

合7}(率は，各試験材を上記の方法で全乾にした後，乾量基準で計算し，小数点以下第 2位を 4 拾 5 入し

て小数点以下第 1 位まで示した。

計算式は，

W一郎Tn
u=一言ア'-"x 100 (5'6') 

"0 

によった。ここに U は合水率(%)， W はその時の重量 (g) ， Wo は全乾重量 (g) である。

また，含水率計算処理に当たっては 1 樹材種 3 枚の算術平均fi立をもってその樹材種の含水率とした。

なお，とのような全乾法により求めた合水率のことを，気候値から推定したそれ(後述)と区別するため

以下，笑i則合7](率と呼ぶ。

II-3. ;，ijIJ定結果の整理方法

II -3-1.気候 1直平衡含水率の推定

試験材の置かれた場所の気象変化と試験材の含水率との相関性を検討するためには，温湿度条件から木

材の平{筋合水率 (E.M.C)を推定する必要がある。

木材の平衡合水率は，通常，その材の置かれている空気の温度および関係湿度から，およその値を推定

してし、る。木材の平衡含水率と温度・湿度との関係にっし、ては， F. KOLLMANN の関係湿度・温度木材

の平衡含水率関係図18)が一般によく知られており，この図を用いて木材の平衡合水率値を推定する場合が

多い。しかし，この図は温度範囲が 0~130'C についてのものであるため，寒冷地など気温が氷点下にな

る場合には不都合である。 N. I. NIKITlN はO'C以下においては，関係湿度・温度一木材の平衡合水率曲線

に特異な変化はない(単調に変化する)として， -20'C までの曲線を与えてし、る 25) 。また， R. C. DARLlNG 

らは木材の吸脱湿性に類似する cotton ， viscose rayon, c巴llulose acetate などのセルロース物質の低温に



わが国における木材の平衡含水率に関する研究(寺沢・鷲見)

おける合水率にっし、ての研究を行なっている2) 。 こ

れによれば関係湿度 50"，80% の場合，温度 0'"

-20oC の領域におけるこれらの物質の平衡含水率

は，温度に関係なくほぼ一定であることがわかる。

以上のことから，本試験においては木材平衡含水

率 温度・湿度の関係は， KOLLMANN の平衡含水率図

を基本とし， Ooc 以下の時には，上記の NIKITIN およ

び DARLING らの研究結果を勘案して， KOLLMANN の

関係図を Fig. 2 のごとく延長したものを用いるこ

とにした。なお，この図表から平復i合水率を求める

際は，温度は 1/10oC，関係湿度は 1% きざみで測

定されたことおよび樹種相互の平衡合水率の違いな

どを考慮して， 0.2% 括約とした。また，温湿度か

らの平衡含水率の推定は，間歎測定では 1 回ごとの

数値を，連続測定の場合は 1 日の平均値を直ちに平

衡合水率に推定し，この{直を算術平均して週平均，

月平均，年平均とした。

II -3-2. 平均値の算出

木材の含水率と気象条件との関係を論ずる際，木
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材含水率の複雑なヒステレシス現象のからみ合った

変動と，気象条件の短時間的変動との関係を直接結びつけることに困難さがあり，平均する期間の最小単

(F.KoLLMANN, N. I. NIKITIN による)

位としては月単位(月平均)を用いた方が便利なことが多い。

前述のごとく，間歓測定で得た実測含水率および気象条件のi直(以下，特に断わりのない場合には気象

条件の値，すなわち，温度および関係湿度のことを単に気候債という)は 1 週 1 回の測定であるため 1

図の測定値がその週の平均値とは考えられず，この意味からも，平均する期間の最小単位としては月単位

が妥当だと思われる。 また連続決IJ定による気候値の場合には， 気温については 1 日 8 回 (3 時間ごと)，

関係湿度については 1 日 4 回 (6時間ごと)の数値を記録紙から読み取ったものなので，平均する期閣のー

最小単位として日単位(日平均)を用いても，それなりに平均の意味はある。

しかし，従来のこの種の研究報告を見ると，月平均値を用いて計算処理したものがほとんどで，本研究

におし、ても煩雑を避けるため，気候l直，実演IJ含水率，気候値平衡含水率などは原則として月平均値を用

い，内容によっては l 年または 2 年の平均値を用いることで統ーした。

班試験結果

ill-1.気象測定の結果

ill-1-1.百葉箱内における連続測定気候値および気候表資料からの気候値

本研究の測定期間中の気候値が，過去の年度の平均的な気候値に対していかなる位置にあるかを確かゆ

るため，連続測定を行なった 7 地域について，連続測定による気候値と既存の気候表からの気候値を対比
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\一\、低、、調\Lgi町地R曙\in\域¥ 

ゴ七 海 道
Hokkaid� 

Range I mean 

連続演IJ 定温度 (OC) 21.3"-' 
5.9 TZTemp.from cont.record -9.3 

気候表温度 COC) 21.1"-' 
6.0 T8TEmp.from climate table -8.9 

TsIT2 上ヒ Ratio 1. 00 

H2 連続測定関係温度 (%) 
R.H. from cont. record 87"-'62 79 

気候表関係湿度(%)
H8R.H.from climate table 84"-'71 79 

H31H2 比 Ratio 1.00 

Tab!e 4. 百葉箱内における年平均速

Year!y means of continuous c1imate data 

秋 回 県 東 Tô京ky� 者日
Akita 

Range I Mean Range I Mean 

23.5"-' 
8.9 27.5"-'3.3 15.2 

-5.0 

24.2"-' 
10.7 29.8"-'3.7 14.7 

一 1.1

1. 20 0.97 

90"-'64 7ヲ 84"-'57 71 

86"-'73 98 80"-'60 71 

0.99 1.00 

〔注J 1) 気候表資料からの値は下記の地点のものを引用した(過去 10"-'30 年間の月平均値)。

北海道:旭川市，秋田県:秋田市，東京都:東京都， 岐阜県:高山市，奈良県:伊賀上野市

2) 測定期間は昭和 41 年 1 月~同 42 年 12 月。ただし，広島県のみは昭和 42 年 2 月~同 12 月。
[NotesJ : 1) Va!ues from c1imate tab!e are referred to the regions as follows: (Term: month!y 

Hokkaid� Pref. : Asahikawa C. , Akita Pref. : Akita C. , T�y� M. , Gifu Pref. 
Shimane Pref. ; Matsue C. 

2) Term is from ]an. 1966 to Dec. 1967 , but that of Hiroshima Pref. is from Feb. 
させた。

いま 7 地域の百葉箱内における連続測定による気候値の月平均値を Appendix 1, 2, 5, 7 , 9 , 10, 12 

に示し，同気候i直の年平均値および年変動範囲(以下，単に年平均，年変動などという場合は，原則とし

て気候値，合水率ともに測定初年度を除いた昭和 41 年 1 月から同 42 年 12 月までの 2 か年間の算術平均

値をいう)と既存の気候表資料14)から得た気候値(統計年数10，，-， 30年)および年変動範囲を Tab!e 4 に

対比して示す。

いま Tab!e 4 を参照すると，秋田県，奈良県，広島県，島根県の 4 地域は気候表の地点と連続測定の地

点とは若干隔たっており，両地域の日\Jには差が見られる。北海道，東京都， 1岐車県の 3 地域にっかては，

同じ都市内での測定値であるため，連続測定値と気候表からの値とを比較すれば，全く等しいかまたはき

わめて近似していることが明らかである。これらの 3 地域のデータから推定して，他地域の場合において

も，同一地点の測定値の比較が可能ならば，両者の値はほぼ等しくなるものと考えて大きなまちがし、はな

いと思われる。

したがって，本試験を実施した期間は，各地域ともにごく標準的な気候を示す年度であったものと考え

らオもる。

I11-1-2. 連続測定気候値および間歓測定気候値

前述したように，気候値の連続測定は，特に選んだ 7 地域で実施したが 7 地域のみのわずかなデータ

を検討することの困難さを考え，さらに 8 地域を加えた 15 地域について問歓測定をもあわせ実施し，連

続測定値と間歌測定値との関連性を明らかにしようと試みた。もし，温湿度の間歎測定値と連続測定値の

聞に一致性が見られることになれば，単に 1 週 1 回の問歌測定のみで，その地域の気候状態が推定され，
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統測定気候値と気象庁気候表値

in shelter and these from climate table 

岐 G皐ifu 県 奈 良 LR 広 ro島sh 県 島 キ艮 県
全国平均Nara Hiroshima Shimane 

Total 

Range I Mean Range I Mean nge Mean Range Mean Mean 

23. 1 '" 9.8 27.1"'2.2 14. 1 27.4"-2.9 15.2 27.8"'4.3 14.9 12.0 3.4 

23.2'" 10.1 25.5"'2.5 13.3 26.6"'4.2 14.7 26. 4~3.8 14.2 12.0 -2.7 

1.03 0.94 0.97 0.95 1.00 

87"-67 80 88~69 78 82"-72 78 79"'65 73 77 

84~72 79 84"'72 79 82"-71 75 83"'74 79 77 

0.9ヲ 1.00 0.95 1. 08 1.00 

(三重県)，広島県:広島市，島根県:松江市

mean for 10"'30 years.) 

: Takayama C. , Nara Pref. : Igaueno C. (Mie Prefふ Hiroshima Pref. : Hiroshima C. , 

1967"'to Dec. 1967. 

その気候値から木材の平衡合水率が推測されることになる。

いま，連続測定を実施した 7 地域について，各測定位置ごとの連続測定気候値と問歎測定気候値の年平

均値，およびそれらの比を Appendix 1, 2, 5, 7, 9, 10, 12 より抜き出し，一括して Table 5 に示す。

ここで，温度および関係湿度の間歌測定値をそれぞれれ， Hl，連続測定値をそれぞ、れ Ta ， Ha とし，温

度および関係湿度の比をそれぞれ Ta/Tl ， HalHl とする。これらの値を全国平均から見ると，百葉箱内の

Ha/Hl が1. 04，住居内の Ta/Tl も1. 04 で1. 00 を上まわっているほかはすべて1. 00 以下で， Ta/Tr, 

H2/Hl ともに 0.94 から 0.97 の範囲にある。地域別に見た場合， 1. 00 との差が比較的大きい地域は百

葉箱内の温度では北海道 (0.89) ，秋田県 (0.85) ，関係湿度では東京都(1. 13) ，奈良県(1. 10) であり，

事務室内の温度では北海道 (0.84) ，関係湿度では1. 00 とあまりかけはなれた地域はない。また住局内の!

温度では北海道 (0.88) ，岐阜県(1. 22) ，広島県(1. 11) ，関係湿度では岐阜県 (0.90) ，広島県 (0.89)

などとなっている。これを要約するに，全国的に見て温度の場合の方が関係湿度の場合よりも比の値が

1. 00 よりはなれており，しかも一般に百葉箱内では温度の場合の比は1. 00 より小さく，関係湿度の比は

1. 00 より大きい。 とれは百葉箱内の問歌測定時刻を午前 9時としたとき， 1 日の平均値としては温度，

関係湿度ともにやや測定時刻がおそ過ぎであろうことが考えられる。

事務室内，住居内の場合は，各戸にあってもその使用の方法，条件などがまちまちであり，当然 ， Ta/ 

T r, H2/Hl f直なども区々であるので，ここに掲げたデータのみからこの問題を論ずるのは少々困難かと考

えられる。

しかし，屋内の場合についても概括的に若干の言及を試みるならば， Ta/Tl の場合，一般に事務室内は
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位測定置同F 包一~地域 北 ok海ka 道
Region Hokkaid� 

測定項目 ;:;~、 範囲
Measuring item Range 

T2 連続浪1)定温度 CC)
21.3~-9. 3 5.9 

百
Temp. from cont. rec. 
間歌 rf (℃) d 

TITemp.from int.ata 23. 4~-9. 8 6.6 

葉，ぴ音耳�:l コ
T2/Tl 比 Ratio 0.89 

H2 連続浪1)定関係湿度(%)
87~62 79 R.H. from cont. rec. 

R間.歓 11 (%) 92~64 78 
hキh目ー HIH.from int.data 

H2/Hl 比 Ratio 1. 01 

T.話連続測定fr温om度 ('C) 24. 7~11. 2 17.8 
事

Temp. from cont. rec. 
問歓 H (℃) d 

TITemp.from int.ata 26.1~14.7 21. 1 

U T2/Tl 比 Ratio 0.84 
務省 H2 連続測定関係湿度 (%) 67"-'27 。

R.H. from cont. rec. 49 

Hl 間歌 11 (%) 72"-'24 48 
室 R.H. from int. data 

H2/Hl 比 Ratio 1.02 

T，aT連e続m誤p|.l定fr温om度c(o℃nt).rec. 23.4"-' 6.8 14.6 
住

T間e歓m Ff(℃) da TIp.from int.ta 24.6~ 7.9 16.5 

hロE 
T2/Tl 比 Ratio 0.88 

凸U 注 HEa R連.続H.測f定rom関係co湿nt度.r(e9c6.) 73~41 58 

間歌H. fF (96) 75~40 58 
層

Hl R]'�. fro~ int. dat~ 
H2/Hl 比 Ratio 1. 00 

Tab!e 5. 7 地域における年平均連続

Year!y means of continuous and 

奇k 問 県 東 Tô京ky� 者日
Akita 

範囲 範囲
Range Range Mean 

8.9 27.5~-3.3 15.2 

25.2~-4.1 10.5 27.9~3.2 16.1 

つ.85 0.94 

90~64 79 84~57 71 

90~57 75 80~45 64 

1. 05 1. 13 

26.3~ 9.4 17.6 29. 8~ 1O. 3 19.3 

25. 5~1!. 4 17.7 28. 1"-' 10. 3 18.2 

0.99 1.06 

74"-'35 54 74"-'39 59 

80"-'38 58 76"-'46 62 

0.93 0.95 

26.8"-' 7.8 16.7 28.7"-' 6.8 18.0 

26.6~ 9.4 17.5 27.4~ 7.4 17.1 

0.95 1.05 

75~47 60 77~59 69 

81 "-'49 61 78~55 67 

0.98 !. 03 

〔注J 1) 上記数値は原則として昭和41年 1 月~昭和42年12月の平均値(広島県は昭和42年 2 月~昭和
2) 範囲は月平均の最高値，最低値である。
3) 年平均値は，各項目ごとに独立に算出したものである。

CNotesJ 1) Va!ues above showed are as a ru!e mean va!ues of the term from Jan. 1966 to 

2) Range shows maximum and minimum of month!y mean va!ue. 

3) Yearly mean va!ues are severally calcu!ated by 白ch items. 

1.00 より小，住居内は大， H2/Hl の場合，事務室内，住居内ともに1. 00 より小となっている。すなわ

ち，屋内では午前 9時における間歌測定関係湿度は，連続測定による 1 日の平均値よりやや高めになるこ

とがうかがえる。

このように，温度関係湿度ともに連続測定値と間歓測定値とは，測定地域，測定位置等個々に見た場合

には若干の差もあるが，この程度の差であればおおむね等しいとみなしてもさしっかえないと思われる。

なお，問歌測定時刻の問題に関しては，試験材の実測含水率測定の場合をも含めて後述する (W-1 参

現在)。
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i.l!IJ定気候値および年平均|問敵視IJ定気候値

intermittent cIimate data in 7 regions 

岐 G阜ifu ノl円ハー 奈 良 県 広 ro島sh 県 島 M根ma 県 全平 均国Nara Hiroshima Shimane 

範囲 範囲 |平均 範囲 範囲 |平Mea均n 
Total 

Range Mean Range Mean Range Mean Range Mean 

23. J~-3. 4 9.8 27.1~2.2 14.1 27. 4~2. 9 15.2 27. 8~4. 3 14.9 12.0 

24. 1~-3.4 9.8 28. 5~2.8 15.3 28. 3~4. 3 16. 1 29.6~2.0 15.5 12.8 

1.00 0.92 0.94 0.96 0.94 

87~67 80 88~69 78 82~72 78 79~65 73 77 

92~67 79 84~60 72 92~65 76 82~53 72 74 

1.01 1.10 1.04 1.00 1.04 

25.6~ 5.6 15.4 28.8~15. 6 17.7 29.7~ 9.1 18.7 18.2 

24.4~ ヲ.7 16.8 28. 6~14. 1 20.3 28. I~ 4.5 17.6 29. 6~12.5 19.7 18.8 

0.92 1. 01 1. 01 0.95 0.97 

73~52 61 75~42 58 73~60 65 72~47 59 58 

79~53 65 77~40 58 83~55 71 78~48 63 61 

0.94 1. 00 0.92 0.94 0.95 

26. 1~ 2.8 14.2 30.3~ 5.6 17.6 30.6~ 7.4 19.6 16.8 

24.3~ 0.4 11.6 28. 7~ 4.6 16.6 28.0~ 7.5 17.6 16.2 

1.22 1.06 1. 11 1.04 

78~52 65 74~56 65 70~57 64 64 

77~62 72 78~59 68 81~64 72 66 

0.90 0.96 0.89 0.97 

42年12月の平均。東京都の事務室は昭和42年12月を除く)

Dec. 1967. (Feb. 1967~Dec. 1967 in Hiroshima. Omitted data of Dec. 1967 in T�y�) 

ill-1-3. 連続測定気候値平衡含水率および間歓測定気候{直平衡含水率

前項で連続測定気候値と問歎測定気候値は，測定地域により場所により多少の差はあるが，ほぼ同値で

あるととを見た。これらの気候値から木材の平衡合水率を推定し，連続測定気候値からの平衡含水率(以

下，連続測定気候値平衡合水率という)と，間歓測定からのそれ(以下，間歎摂IJ定気候値平衡合水率とい

う)との関連性を見ることが平衡含水率の問題を取り扱う上で必要となる。

気候{直から平衡含水率を推定するには，すでに述べたように，連続浪IJ定気候(直からの場合には，記録紙

から読みとった温湿度の 1 日平均値から直ちに推定し，間歎測定の場合には毎週 l 回ì.l!U定の温湿度を平衡
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Table 6. 7 地域における年平均連続測定気候i直平衡合

Yearly means of E.M.C. from continuous climate 

測定申同LJT
j七 海 道 秋 田 県 東 Tô五kミyδ 都目

Hokkaid� Akita 
位まにJ

範囲 範囲 範囲置
Range Mean Range Range Mean 

連続測定温度 (OC) 8.9 27.5~-3.3 15.2 
百

TSTem続p決. from cont. rec. 
H2 連 [J定関係湿度(%) 87~62 [79 I 90~64 79 84~57 71 

葉土LU三4 

R.H. from cont. rec. 
E2 連続測定平衡含水率(%) 20.2~13.0 I 16.7 I 22.0~12.2 16.5 18.2~ 1O.8 14.5 

，ぴZG3 A 
E.M.C. from cont. rec. 

E， 間歓測定平衡含水率(%) 22.2~13.2 I 16.5 I 22.0~1 1. 2 15.8 17. 6~8. 8 12.6 
事首

E.M.C. from int. data 

E2/E， 比 Ratio - 1.02 ー 1.04 1. 16 

連続決IJ 定温度 (OC)
24. 7~ 11. 2 17.8 26. 3~9. 4 17.6 29. 8~ 1O. 3 l ヲ.3T2Temp測. from cont. rec. 

事 品連続 定関係湿度(%) 74~35 54 74~39 59 67~27 49 R.H. from cont. rec. 

務。省ω E2 連続測定平衡含水率(%) 12.2~5.6 9.1 14.2~7.0 10. 1 14.4~7.8 10.9 E.M.C. from cont. rec. 
E， 間歌測定平{筋合水率(%) 1.3. 8~5. 0 9.2 16. 8~7. 2 10.9 15. 2~8. 6 11. 8 

{ 至 E.M.C. from int. data 

E2/E， 比 Ratio 0.9ヲ 0.93 0.92 

連続測定温度 (OC)
23. 4~6. 8 14.6 26. 8~7. 8 16.7 28.7"-'6.8 18.0 

T2 T連e続mp測. from cont. rec. 住
H2 定関係湿度 (%) 75"-'47 60 77"-'59 69 73"-'41 58 

<ロ回目ω ~ 
R.H. from cont. rec. 

E2 連続測定平衡合水率(%) 13.8"-'7.8 10.8 14.2"-'8.8 11. 1 14.8"-' 10.8 13.0 
E.M.C. from cont. rec 

E， 間歓測定平衡含水率(%) 14.6"-'7.8 10.8 16. 6~9. 2 11.5 15.2"-'10.2 12.7 
居

E.M.C. from int. data 

E2/E， 比 Ratio 1. 00 0.96 0.98 

〔注) 1) 上記数値は原則として昭和41年 1 月~昭和42年12月の平均値(広島県は昭和42年 2 月~昭和
2) 範囲は月平均の最高値，最低値である。

3) 年平均値は，各項ごとに独立に算出したものである。
(Note) 1) Values above showed are as a rule mean values of th巴 term from Jan. 1966 to 

(Feb. 1967,,-,Dec. 1967 in Hiroshima, Omitted data of D巴c. 1967 in T�y�) 

2) Range shows maximum and minimum of monthly mean value. 

3) Yearly mean values are severally calculated by each items. 

含水率に推定した。

Table 6 に 7 地域の間歌浪IJ定気候値平衡含水率 (E，) と，連続測定気候値平衡含水率 (E2) の値およ

び両者の比 (E2/E，) とを示した。これによると ， E2/E， 値は，百葉符l内で、は一般に1. 00 より大きく，

事務室内および住居内は1. 00 より小さい。 E2/E， 値の 2年間の全国平均を見ると，百葉箱内では1.05 

(+5%)，事務室内では 0.95 (-5%) ，住居内では 0.94 (-6男のとなっている。このように，毎週 1 回

の間歓測定気候値から平衡合水率を推定した E， 値は，長期的には述統測定値からの E2 値とほぼ等しい

ということができ，この点に関しては前述した気候値の比 T2/Tl ， H2/Hl がほぼ1. 00 に近いという事実

からも首肯できる。

Table 6 を地域ごとに詳細に検討すると，東京都および奈良県では，百葉箱内の E2/E1 値はそれぞれ

1. 16, 1. 12 と大幅に1. 00 を上まわってし、る。すなわち，両地域にあっては，日平均値は ， El 値よりそ



わが国における木材の平衡含水率に関する研究(寺沢・鷲見)

水率 (E2) および年平均問歎測定気候値平衡含水率 (El)

record and from intermittent climate data in 7 regions 

11皮 G皐ifu 県 ズ7T<又 良 県 広 ro島sh 県Nara Hiroshima 

範囲 範囲 範囲
Range 恥1ean Range Mean Range Mean 

23. 1"-' -3. 4 9.8 27.1"-'2.2 14.1 27.4"-'2.9 15.2 

87"-'67 80 88"-'69 78 82"-'72 78 

19.8"-' 13. 2 16.9 20.2"-'13.2 16.3 17.8"-' 13. 6 16. 。

22.2"-' 13. 8 16.8 18.2"-' 11. 6 14.6 22.4"-' 12. 。 15.9 

1.01 1. 12 1.03 

25.6"-'5.6 15.4 28.8"-'15.6 20.6 29.7"-'5.7 17.7 

73"-'52 61 75"-'42 58 73"-'60 65 

14.8"-' ヲ. 6 11.3 14.4"-'8. 。 10.8 13. 2"-' 10. 8 11.8 

16.2"-'9.8 12.5 15.2"-'7.8 10.9 17.0"-'10.2 13.8 

0.90 0.99 0.86 

26.1"-'2.8 14.2 30.3"-'5.6 17.6 30.6"-'7.4 19.6 

78"-'52 65 74"-'56 65 70"-'57 64 

16.0"-'9.6 12.3 13. 8"-' 10. 2 12.0 13. 6"-' 10. 4 11. 7 

15.4"-' 11. 6 13.9 15.2"-' 11. 。 12. ヲ 16.2"-' 12. 2 13.8 

0.88 0.93 0.87 

42年12月の平均。東京都の事務室は昭和42年12月を除く)。

Dec. 1967. 

島 根
Shimane 

範囲
Range 

27.8"-'4.3 

79"-'65 

16.6"-' 12. 6 

18.0"'9.8 

29.7"-'9.1 

72"-'47 

13.2"-'9.2 

15.4"-'9.0 

15 

ノ(ë目、L 

全平 均国
Total 

Mean mean 

14.9 12.0 

73 77 

14.2 16. 。

14.8 15.2 

0.95 1.05 

18.7 18.2 

59 58 

10.9 10.8 

11.9 11.4 

0.83 0.95 

16.8 

64 

11.8 

12.5 

0.94 

れぞれ 16.% ， 12.% 多めに観測されたことを意味している。また，島根県の事務室内の E21E1 11也は1. 00

より 0.17，広島県の事務室内，住居内の E21El1直はそれそ.れ 0.14 ， 0.13 下まわっており，前述の東京

都，奈良県の百葉箱内の場合と同様， El 値と E2 値には若干の差が認められる。

その他の地域では 1. 00 との誤差が 0.1 未満になっている。季節的な E21El の傾向を見るため， Apｭ

pendix 1, 2, 5, 7 , 9 , 10, 12 から 7 地域の各測定位置の月平均値を検討するに著しい傾向はないようIであ

る。また，地理的要素である経緯度と E21El との関係についても， われわれのデータから見る限り関連

性は現われていなし、としてよさそうである。

以上から Table 6 を慨観すれば，連続測定気候{直平衡含水率と間歌測定気候値平衡含水率とは，温湿

度の場合と同様，地域的には若干の差もあるが，総体的(全国年平均)にはほぼ等しいと考えてよかろう。

ill-2. 含水率測定の結果

事局
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ill-2-1.百葉箱内における実測含水率の変動

各地域の百葉箱内について，間歓測定による実測

含水率の月平均値を一括して Appendix 1~15 に示

し，その中のプナ天然乾燥材実測含水率と問歓測定

気候値平衡含水率のみにつし、て，その月変化を Fig.

3 に示す。また，実測含水率の各年ごとの平均値を

Tab!e 7 に 2 か年間の年平均実測含水率を Tab!e

8 に示す。

各地とも共通していえることは，樹材穫の別によ

る年平均実測合水率の順位は，スギ天然乾燥材(0.5

cm)> プナ天然乾燥材 (2 cm) >スギ天然乾燥材 (2

cm)> プナ人工乾燥材 (2cm) となっているととで

ある。試験材の樹材種別に月平均実測含水率の最大

値を細かく検討してみると，降雪など、のため関係湿

度が高く，比較的高含水率になる寒冷地の冬季で

は，最高含水率の比較において一般的な順位と異な

り，ブナ人工乾燥材 (2cm) >スギ天然乾燥材(2cm) になってし、る地域も見られる (Appendix 1) 。

また，年平均気候値平衡含水率の低い東京都で、試料を調整したために，比較的気候値平衡合水率の高い

地域の多くは，試験関始後 2 "，-， 3 か月聞は，まだ試験材の合水率がその地域の気象条件になじんでおらず

不安定で，やや上昇気味になる傾向が見られる (Appendix 1, 2, 12, 15) ので，気象とも合わせる意味

で，以下，討議の際は測定初年度(昭和 40 年)の数値は考慮に入れないで，昭和 41 年 1 月から昭和 42

年 12 月までの数値を対象とする。

合水率の変動は，それぞれの地域の気象状態(特に温湿度)を忠実に反映するため，地域によってその

特徴が異なってし、る。たとえば，含水率が夏に低く冬に高し、地域 (Appendix 1, 7, 8) ，逆に夏に高くな

る地域 (Appendix 4, 5) ，年聞を通じて比較的変動の少なし、地域 (Appendix 10, 11 , 13, 15) など，種々

の形態がある。 Tab!e 8 から地域別に年平均実測含水率を見てみると，試験した 4 樹材種ともに岩手県が

最も高か地域になっており，東京都が最も低い地域であるとし、える。

また，試験した範囲での地域におけるプナ材の百葉箱内年平均実測含水率は，天然乾燥材 (2cm) では

16.5% (全国範囲 18.1"'-'14.7%) ，人工乾燥材 (2cm) は 15.4% (全国範囲 17.1~13.7%) となってい

る。

つぎに，ブナ天然乾燥材のみについて地域別に月平均値の最大値，最小値を示す月をみると， Fig~ 3 か

らも明らかなように 7 月に最大値を示すのが 5 地域 1 月が 3 地域 9 月， 10月が 2地域，その他 2 月，

8 月， 12月がそれぞれ l 地域となっていて夏季が最も多い。このうち 1 月に最大値を示す地域が岐阜県，

福井県，鳥取県の 3 地域で，いずれも裏日本側の降雪の多い地域で、あることが特徴的である。同様に月平

均実測含水率が最ノj、値を示す月については， 6 月が 7 地域， 5 月が 5 地域，その他 1 月 2 月 8 月 9

月各 1 地域(重複する地域もある)となっていて梅雨期前の 5 "，-， 6 月である地域が最も多いことがわかる。

ill-2-2. 事務室内における実測合水率の変動
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Table 7. 15 地域における年平均実
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L4r訪肘(r 一|土こどこI~I~7_2'"'-'13~Iとロコこに

.
υ
.冨

試
験
材
合
水
率

百
葉

箱 I (%) 

奈良県|広島県
NaraHiroshima 

v匝ltJlu

プナ人工乾燥材 2cm
Kiln-dried BUNA (%) 16.2'"'-' 12. 9 15.1 I 16.7'"'-'14.2 I 15_6 17_4'"'-'13.2 15.2 

スギ天然乾燥材 2cm 1 川'"'-'13.611い5.41いlω'"'-'13.4115_411η江7九.い“ 11払Air-dried SUGI (%め)|一υ山.τI J.u."r-.Lv.""T 1 .1<.1.. I 

スギ天然乾惇材 o 叫 ω'"'-'15.2 117.3 117.6'"'-'14.2 116.3 119.3'"'-'日 I 17.3 
(%) 

E2 連続決IJ定平衡含水率(%)
E.M.C from cont. rec. 巴

-
M

』
ω
パ-
-
U
H
自
の

24. 8'"'-' 12. 8 El 問歌決IJ定平衡含水率(%)
E.M.C from int. deta 

E2/El 比 Ratio 7 ーロ「て-I~

事|験 l
材φ| プナ人工乾燥材 2佃ハ日'"'-'11. 
可 I Air-drid BUNA (%) I >.0. u -> >. 

合冨 1 ---- ---- ---.-- ,,-, 1 一一一一

務|水 l スギ天然乾燥材 2cm I 14.2'"'-' 12. 6 I 山 41 山 6'"'-'9.8 I 11. 0 I 12.4'"'-' 1 1.引 1 1. 8 
率 1 ・.耐 SUGI (%) い~. G~ lG. 0 j_::_1 い.U 1二三二コ一一

i スギ天然乾燥材 0.5佃1 ，必 h 門 I 1'J Q I 1'=l "l...., 1n 1 I 11 C:: I 1'2 0.....11 0 I 
室|例 Air-drid SUGI (%) い4.7'"'-'12.71 13 . 8 1 13 ト山

U
U
巴
。

試 プナ天然乾燥材 2佃
Air-drid BUNA (%) 

三lJ;;;11l:1
14.5'"'-' 12. 6 

E2 連続課IJ定平衡含水率(%)
E.M.C from cont. rec. 14.4'"'-'8.0 I 10.8 I 13.2'"'-' 10. 8 I 11.8 

EIEE号マ52需主主(%) I 17.8'"'-'山 1 13.61 15.2'"'-'7.8 1 1 川 I 17.0'"'-' 1ωI 13.8 

戸一| 一 片二「て一π瓦E2fEl 比 Ratio

.
υ
.
2
 

試
験
材
含
水
率

'
住
居

プナ天然乾燥材 2cm
Air-dried BUNA (%) 

プナ人工乾燥材 2佃
Kiln-dried BUNA (%) 

スギ天然乾燥材 2cm
Air-dried SUGI (%) 

17. 2'"'-' 11 • 9 14.4 I 13.7'"'-'11.7 I 13.2 I 14.1'"'-'12.2 113.0 

15. 8'"'-' 11 . 0 13. 3 I 11. 8'"'-' 10. 2 I 11. 4 I 12. 1 '"'-' 1 O. 6 I 11. 4 

15.9'"'-'12.0 13.9 I 12_7'"'-'11.3 I 12.4 I 13_2'"'-'11.7 112.4 

(%)1 るふる雪UをI?JTω佃I 16・ 9'"'-' 12・ 7 14. 7 I 13. 7'"'-' 11.8 I 13.2 I 14.2'"'-' 12. 2 I 13.0 

国
口
市--
U
〉
P
Q

E2 連続測定平衡合水率 (%)
E.M.C from cont. rec. 

|でI~3.8'"'-'102 広司王ム江戸
τユ吟11.0 ロ~I~ふ山・2 日J20. 6'"'-' 12.2 El 問!歌測定平衡含水率(%)

E.M.C. from int. data 

E2/El 比 Ratio てア「て了一口二1 -一円三6
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;品iUiiJtiijlz〉l 誌もlぜ
:;iiiilUI:if!と住民同:;;:::;lr
EI4lEコ:11二匹lZ:同三日目

- 1 14.8"" 12; 61 13.8 目 15.7

ニ二二日7日二78に7広二J6日~I二二:8日~I~二二.2に7日工
0.961 ー 1.02 

13.9""12.41 13.0114.1""12.61 13.2113.1"" 9.71 11.6 114.0""11.51 12.4114.7""12.31 13.61 12.2 

12.0""10.91 11.3112.4""11.11 11.6112.1"" 9.1110.8112.5""10.51 11.3113.3""11.2112.31 11.1 

12. ヲ""1 1. 81 12.2 113.6""12.41 12.8112.6"" 9.51 11.2113.5""11.51 12.2 114.1""11.91 13.01 11.9 

竺1凹竺olti-I4LPF-frr::
三巨巴巳|至川手|王 16.6""11.4日6

::iii|引÷甘::JZi:同三iJ:|35134

竺己十円 三空
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~'"地域iJlij Region 

位定置同] '"、試験材 ¥ 

~ 
プナ天然乾妙材 (2cm)

百 Air-died BUNA 
』ω プナ人工乾妙材 (2cm)

十築三主三 Kiln-dried BUNA 
スギ天然乾修材 (2cm)

ぴ】 Air-dried SUGr 

*0 スギ天然乾燥材 (0_5cm)
Air-dried SUGr 
ブナ天然乾除材 (2cm)

事 Air-dried BUNA 

ω 
プナ人工乾傍材 (2cm)

務。占 Kiln-dried BUNA 
スギ天然乾燥材 (2cm)
Air-dried SUGr 

室 スギ天然乾燥材 (0.5cm)
Air-dried SUGr 
プナ天然乾燥材 (2cm)

住 Air-dried BUNA 
国同 プナ人工乾燥材 (2cm)

Kiln-dried BUNA 
ω 匡 スギ天然乾燥材 (2cßl� 
白 Air-dried SUGr 

居 スギ天然乾燥材 (0.5叩)
Air-dried SUGr 

~地域決1
" Region 

i定亘」ァ弘8 国 試験材~
Specimen 

ブナ天然乾燥材 (2cm)
百 Air-dried BUNA 

、・‘ プナ人工乾燥材 (2cm)
叫

Kiln-dried BUNA 
葉音..c: スギ天然乾燥材 (2cm)

ぴコ Air-dried SUGr 
箱 スギ天然乾燥材 (0.5皿)

Air-dried SUGr 
プナ天然乾燥材 (2叩)

事 Air-dried BUNA 

務百。1:l三L 

プナ人工乾燥材 (2cm)
Kiln-dried BUNA 
スギ天然乾燥材 (2cm)
Air-dried SUGr 

室 スギ天然乾燥材 (0.5cm)
Air dried SUGr 
プナ天然乾燥材 (2四)

住 出口 Air-dried BUNA 
プナ人工乾燥材 (2c皿)
Kiln-dried BUNA 

ω 注 スギ天然乾燥材 (2四)
。 Air-dried SUGr 

居 スギ天然乾燥材 (0.5佃)
Air-dried SUGr 

林業試験場研究報告第 227 号

北海道
Hokkaid� 

Range I Mean 

19.4~15.0 17.3 

17.6~14.1 16.1 

16.8~13.8 15.5 

19.2~15.4 17.9 

12.6~ 6.0 9.5 

11. 3~ 6.0 9.1 

12.0~ 6.4 9.4 

13. 2~ 6.8 10.2 

14.1~1 1. 5 12.9 

12.5~ 9.4 11. 2 

13. I~ 10. 7 12.0 

14.3~1 し 5 13.0 

奈 良 県
Nara 

範囲
Range Mean 

17. 2~ 13. 7 16.4 

16.2~12.9 15.2 

16. 4~ 13. 4 15.7 

17.7~14.2 16.6 

13.2~ 9.7 11.3 

11.9~ 9.0 10.3 

12.7~ 9.8 11. 1 

13. 3~ 1O. 1 11. 5 

13.9~1 1. 7 13.4 

1l .8~ 1O. 2 11. 4 

13.0~11.3 12.6 

14. 3~ 11. 8 13.5 

Table 8. 15 地域における樹材

Yeariy mean actual moisture content 

f* 閏 ノlHs、, 石μ. 手 県
Akita rwate 

範岡 範囲
Range Mean Range Mean 

19.7~15.4 17.8 21. 1~15. 3 18.1 I 

18. 7~14. 5 16.7 20.0~14.5 17.1 

18. 6~ 15.3 17.1 19.9~15.2 17.4 

20.6~14.8 18.0 21. 6~16. 4 18.9 

15.0~ 8.9 11. 4 16. 6~13. 4 15.0 

13. 6~ 8.3 10.5 15.0~10. 8 13.0 

14.8~ 9.4 11.6 15. 1~12.3 13.8 

16. 2~ 9.7 12.2 17.3~13.6 15.2 

14.3~11.2 12.4 15.7~12.1 14.2 

12.5~ 8.8 10.8 13.4~10.9 12.3 

13.9~ll.2 12.4 14. 2~ 11. 7 13.2 

15.1~11.5 13.0 15.6~12.3 14.3 

広 Hiro島shima 県 鳥 取 県
Tottori 

範囲 範囲
Range Mean Range Mean 

17.7~14.9 16.5 17. 4~ 14. 9 16.2 I 

16. 7~ 14. 2 15.6 16. 3~13. 7 14.9 

17.0~14.6 15.8 15.6~13.8 14.8 

19. 3~ 14. 8 17.3 18. 2~ 14. 7 16.6 

13.6~11.7 12.7 13. 9~ 12. 4 13.0 

12. 1~ 10. 2 11.1 12.0~ 9.8 11.0 

12.4~11.0 11. 8 12.9~ll.5 12.2 

13. 8~ 11. 8 12.9 14. O~ 12. 6 13.2 

14.1~12.2 13.0 15. 9~ 12_ 3 13.9 

12. 1~ 1O.6 11. 4 13. 2~ 1O. 8 12.1 

13.2~11.7 12.4 14.7~12. 。 13.3 

14.2~12.2 13.0 15.3~12.1 13.6 

〔注J 1) 上記数値は原則として昭和41年 1 月~昭和42年12月の平均値(広島県は昭和42年 2 月~昭和
2) 範囲は月平均の最高値，最低値である。

[NotesJ 1) Values above showed are as a rule mean values of the term from Jan. 1966 to 

(Feb.1967~Dec. 1967 in Hiroshima, Omited data of Dec. 1967 in Tôkyふ 1967 in 

2) Range shows maximum and minimum of monthly mean value. 



わが国における木材の平衡含水率に関する研究(寺沢・鷲見) - 27 ー

種月 IJ年平均実関l含水率

of each specimens in 15 regions 

群馬県
Gunma 

福井県
Fukui 

範囲|平均
Range I Mean 

19.6~13.51 16.4 

東京都
T�y� 

範囲平均
Range I Mean 

17.1~13. o! 14.9 

山梨県
Yamanashi 

岐阜県
Gifu 

範囲|平均
Range I Mean 

範囲|平均
Range I 乱1ean

範囲|平均
Range I Mean 

16.3~13.41 14.7 20.0~15.11 17.7 18. 9~14.01 16.5 

18.8~12.41 15.7 116.2~12.51 14.2 115.2~12.61 13.7 118.2~13.91 16.4 117.4~13.21 15.2 

18.7~13.51 16.0 116.1~12.61 14.2 116.1~14.01 15.0 118.1~14.71 16.7 117.1~13.61 15.5 

2 し 2~13.51 17.1 118.4~12.71 15.5 117.5~13.21 15.1 12 1. 0~15.91 18.6 119.9~15.21 17.4 

14.4~ 9.81 12.0 113.8~ 8.21 11.0 112.1~ 9.11 10.5 114.5~1 し 61 13.2 115.1~12.61 13.8 

12.8~ 8.81 10.8 112.6~ 8.01 10.3 1 1O.8~ 8.41 9.6 112.7~10.11 11.3 113.0~1 1. 11 12.0 

14.1~10.11 12.0 113.4~ 8.71 11.0 112.3~ 9.71 11.0 113.9~1 1. 51 12.6 114.9~12.61 13.6 

14.9~ 1O.31 12.4 114.1~ 8.81 11.7 112.6~ 9.21 10.7 114.8~1 1. 71 13.1 115.7~12.71 14.1 

13.8~ 1O.91 12.3 114.7~12.11 13.7 113.9~11..91 13.0 116.2"-'12.01 14.0 117.2"-'1 し 91 14.5 

12.3~ ヲ.41 10.8 112.7~ 1O .41 11.7 112.4~ 1O.81 11.7 113.4~ 1O .71 12.2 115.8~11.α13.3 

13.9~1 1. 51 12.5 113.8~1 1. 81 13.0 113.9~12.51 13.3 115.1~12.21 13.6 1l 5.9~12.01 14.1 

14.1~1 1. 31 12.6 114.9~12.41 14.0 114.1~12.11 13.1 115.7~12.21 14.1 117.0~12.71 15.0 

島根県
Shimane 

徳島県
Tokushima 

鹿児島県
Kagoshima 全国

平均
Tota! 
紅lean

佐賀県
Saga 

範囲|平均
Range I Mean 

範囲|平均
Range I Mean 

範囲|平均
Range I Mean 記nElMl

17.4~15.5 1 16.5 1 17.8~14.6 1 16.3 1 17.1~13.8 1 16.1 1 17.1~14.2 1 15.9 1 16.5 

16.1~13.7 1 15.2. 116.6~13.81 15.2 116.5~13.21 15.2 116.8~13.71 15.2 1 15.4 

16.5~14.8 1 15.7 1 18.5~14.3 1 15.9 1 16.3~13.3 1 15.3 1 15.8~13.4 1 14.8 1 15.7 

14.1~12.0 

18.2~16.0 1 17.1 118.9"-'14.81 17.2 118.8~14.31 17.1 118.7~14.21 16.9 1 17.2 

14. 2~ 11. 2 

12.4~ 9.7 

13.6~1 1. 9 

14. 6~ 12. 7 

13.2 12.6 13.7 12.3 14.7"-'12.3 14.0~ 9.7 12.3 

11. 3 12.9"-' 11. 2 11.0 12.1 10.9 12.5~ 9.4 l
 -

l
 

l
 

12.4~ 9.1 

12.8 14.1~11.9 12.0 13.8~1 1. 5 12.4 13.1 13. 2~ 9.5 11. 7 

13.6 15. 2~ 12. 7 14.1 12.7 14. 5~ 11. 5 12.7 14.2"-' 9.4 12.4 

14.0~12.3 13.4 15.3 13.7 13.6 16.3~13.4 14. 8~ 12.3 

12. O~ 10. 8 11.5 13.6 11.9 13.6"-' 11. 4 12.4 14. 4~12. 4 

13. 5~ 12. 3 15. 4~13. 1 13.7~1 1. 5 12.8 13.1 13.1 14.5 

14.3~12.2 16. 4~ 13. 4 15. 3~12. 5 13.7 13.4 15.3 14.1 

42年12月の平均。東京都の事務室は昭和42年12月を除く。山梨県は昭和42年の平均)。

Dec. 1967. 

Yamanashi) 
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前項と同様，事務室内の試験材の月平均含水率を Appendix 1 ，，-， 15 に示す。 また，実測含水率の各年

ごとの平均値は Table 7 に， 2 年間の年平均値は Table 8 に示したとおりである。屋内の木材含水率

は，屋外の気象条件によって直接影響を受けることは少なく 2 次的な要因である冬季の暖房，人間の居

住程度などにより大きく左右される。事務室内におし、ては冬季にはほとんどの地域で暖房を行なうが，と

くに北海道地方，東北地方，関東地方，山陰地方などの寒冷地や，暖房施設のよし、地方では，強い暖房を

長期間にわたって行なうために，低し、関係湿度が保たれることが多く，冬季には非常に含水率が低下する

(Appendix 1, 2, 4, 5, 6, 9, 13, 14)。北海道では冬季 (2 月)には，プナの天然乾燥材，人工乾燥材ともに

実視1)含水率は 696にまで下がっている (Appendix 1) 。

暖房の少ない屋内では一般に，合水率が複雑に変動することはなく，年聞を通じて季節による変動がか

なり平坦化される (Appendix 11 , 15) 。

樹材種の別による年平均実誤1)含水率のJI)買位は， 2 , 3 の例外 (Appendix 4, 6, 7) はあるが，百葉箱内

の場合と同じである。

しかし，事務室内ではとくにプナ人工乾燥材が著しく低含水率になっていることが目だつ。これは，供

試材の調整時に生じた吸脱湿履歴の性質が，屋内は湿度変化が少なし、ため，そのまま持続していることに

よるものと考えられる(後述)。北海道，山梨県，東京都，奈良県などがその例である。

試験した範囲での地域におけるフ・ナ材の事務室内年平均実測含水率は， 天然乾燥材 (2cm) が 12.3%

〈全国範囲 15.0，，-，9.5%) ，人工乾燥材 (2cm) が 1 1. 0% (全国範囲 13.3"-'9.1%) で，岩手県が高〈北海

道が低い。

次に，前項と同様にしてプナ天然乾燥材について地域別に月平均値の最大値，最小値を示す月を見る

と，最大値では 7 月が 9 地域 8 月は 4 地域，その他 9 月， 10月， 12月各 1 地域(重複する地域もある)

で，百葉箱内と同じく夏季が多い。同様に最小値の場合は 2 月が 7 地域 3 月が 3 地域，その他 1 月，

4 月 5 月 6 月 9 月， 12月は各 1 地域(重複地域あり)となって，冬から初春にかけて最小値を示す

地域の多いことがわかる。

III-2-3. 住居内における実誤1)含水率の変動

前項にならって住居内の月平均含水率変化を地域別に Appendix 1 ，，-， 15 に示す。 また，実摂1)含水率の

各年ごとの平均値を Table 7 に 2 年間の年平均値を Table 8 に示す。

住居内の暖房は，事務室におけるそれとは使用程度，使用時間ともに若干異なり，しかも，住居だけに

ついて考えても，各戸ごとに差があってまちまちである。したがって，寒冷地方と温暖地方との間にごく

概略的な差や傾向はあるにしても，ここで得られたー住居内の気象条件が，直ちにその地方の住居の条件

を代表するものと考えることはできなし、であろう。

住居内の含水率変動については，百葉箱内，事務室内に比べ，年聞を通じてより平坦化されており，四

季の特徴がかなり薄れている。

また，事務室内ほど含水率が極端に低くなることもない。これらの理由として，住居内は①冬季の暖房

は一般に事務室ほど強く行なわない。②暖房に用いる燃料としては，燃焼時に水分を発生しやすいカ'ス

(都市ガス，フ包戸パンガス)や石油などの直熱式が多し、， ③昼間，夜間を問わず人間が居住しており，人

体より発散する水蒸気量も多し、が，降雨時などの高湿時には戸を閉鎖し，低湿時には開放するなど人為的

調湿操作を行なう，④炊事により水蒸気が相当発生する，⑤室内に木材質が多く使われており，それによ
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る湿度の調節l作用が著しか，などの諸点が考えられる。結果的には年間を通じての実測含水率は，百葉箱

内が最も高く，っし、で住居内，事務室内の順序になる。住居内にあっても外気または暖房の影響を受け，

含水率は一般に夏季に高く，冬季に低い傾向にあるように見受けられる。

樹材種別の住居内の年平均実測含水率の!順序は，前述の百葉箱内，事務室内の場合と同様である。

Table 8 から地域別に年平均実測含水率を見てみると， 4 樹材種ともいずれも，佐賀県が最も高し、地域と

なっている。またr 最も低い地域についてみると，プサ天然乾燥材 (2cm) ， スギ天然乾燥材 (0.5 cm) 

の場合が群馬県，ブナ人工乾燥材 (2cm) では秋田県および群馬県，スギ天然乾燥材 (2cm) は北海道と

いうふうに地域が分散してし、るが，これら地域による差は前記 2 測定位置の場合よりも少なし、。

また，試験した範囲での地域における住居内フeナ材の年平均実ìl!l]含水率は，天然乾妹材 (2cm) が 13.6

% (全国範囲 15.3"'12.3%) ，人工乾燥材 (2cm) が 1 1. 9% (全国範囲 13.6"-'10.8%) で，前記 2 ìJ!1]定

位置の場合より範囲の幅が狭し、ことがわかる。このことは他の樹材穐にっし、てもし、えよう。

次に，前項と同じようにして，プナ天然乾燥材のみについて，月平均値の最大値を示す月，最小値を示

す月を地域的に見ると，最大値は 7 月 1 月が 4 地域 2 月 3 月 8 月 9 月が各 2 地域(重複地域あ

り)となっており，冬季と夏季にほぼ分かれているが，大体におし、て，岐阜県，福井県，鳥取県など裏日

本側の多雪地域は冬季に最大値を示すようである。同様に最小値を示す月は 6 月が最も多く 8 地域 5 月

が 5 地域 4 月が 3 地域 3 月 9 月が各 1 地域(重複地域あり)で，全体的にみて晩春から初夏にかけ

て多くなっている。

ill-2-4. 樹材種間の実視1]含水率の比較(プナ天然乾燥材と他の樹材種との関係)

前項で示した各樹材種の実ml]含水率は，測定位置により多少ずつ異なり，一般的な年平均実illl]含水率順

位としては，スギ天然乾燥材 (0.5cm)> プナ天然乾燥材 (2cm) >スギ天然乾燥材 (2cm) >プナ人工乾燥

材 (2cm) となってし、るが，これらの示す実測含水率につき，ある樹材種を基準として数値の比較を試み

ることにする。

基準とする材としては，プナ人工乾燥材 (2cm) が比較的含水率の変動が小さく安定しており適当とも

思われるが，乾燥前歴とし、う点で，低含水率まで乾燥して吸脱湿過程のヒステレシスを含んでいるため，

やや不安定な因子が見られたので，基準材としてはプナ天然乾燥材 (2cm) を用いることにした。

Table 9 は， Table 7 から一部データを抜すいして， フ.ナ天然乾燥材実誤1]含水率と他樹材種の実誤1]含

水率との差および比を，地域別， illl]定位置別に 1 年ごとの平均値で示したものである。いま百葉箱内のみに

限定して各樹材種の 2 年間の全国平均値を比較すれば，プナ天然乾燥材 (2cm) :プナ人工乾燥材 (2cm) : 

スギ天然乾燥材 (2cm) :スギ天然乾燥材 (0.5cm) は，差の場合， 0: ー1. 1: -0.8: 0.7 となり，比の

場合は1. 00: 0.94: 0.95: 1. 05 となる。

また， Fig.4 に百葉箱内におけるプナ天然乾燥材とプナ人工乾燥材との実ìltl]含水率差を月単位でプロ

ットした図を東京都の例で示す。この図から，両者の差は経年的に小さくなっていく (0 に漸近する)こ

とが明らかである。この傾向は Table 9 を見ればわかるように他地域，他位置におし、ても同様である。

この現象の理由としては，気候値が年度により変化しなかったという前提におし、て，①人工乾燥材実測含

水率が経年的に増大したか，または②天然乾燥材実測合水率が経年的に減少したかの 2 点が考えられる。

これを明らかにするため，いま，東京都および北海道の例として Appendix 1, 5 から数値を抜き出し，

年度別に測定位置ごとのプナ材実測含水率と連続測定気候値平衡含水率などの動きを Fig. 5 に示す。東
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Tabl巴 9. -j・ナ天然乾燥材実測含水

Relation of actual moisture content of 

剣山\lH242:iz: 同|記 14l T 
17.9 

:; 
同一

幸目

1.02 1.03 1.05 1.04 1.03 1. 03 1.05 
rJZl94|117J 150| 山 I 11.2 一3.3

21JljiJl11117巨
ト If)l-::812l-;::211:01:;lh:2 十::5
JI)|:;71211二|川山 :;l 十::;B
歪諜1129 ト 6 ト4.6 I 12.4 1 13.8 1 13.9 … 

・~I吋)-二|王IEi二三三
|\121;|-;::2l-::;B|-;:3 にい -:;i IL 十::7

〔注): 1) 
2) 

3) 

4) 

5) 

記号 2 はフ守ナ人工乾燥材 (2 cm) . 

11 3 はスギ天然乾燥材 (2cm)
11 4 11 11 (0.5 cm) 

差は各試験材合水率一フeナ天然乾燥材含7](率を表わす。

比はプナ天然乾燥材合水率を1. 00 としたときの各試験材合水率の比率を表わす。
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率と他樹材種実測合水率との関係

air-dried BUNA and the other specimens 

福井県 奈良県 広島県 鳥取県 島根県 徳島県 佐賀県 |鹿児島県

Fukui Nara Hiroshimal Tottori Shimane ITokushima Saga IKagoshima 

- 31 ー

平均

Tota! 
mean 

二 3 1 16.6 I 16.4 1 16.0 I 16.7 

-1.5 ー 1.5 -1.4 I ー1. 5 I ー 1.4 I ー 1.1 I ー 0.8 -1.3 

0.91 I 0.91 0.91 I O. 91 I O. 92 I O. 93 I 0.95 0.92 

-1.0 ー 0.8 1.4 I ー 0.7 I -0.3 ー 0.9 I -1.0 -0.9 

0.94 I 0.95 0.91 I 0.96 I 0.98 I 0.95 I 0.94 0.95 

rr|÷日:円J日日日Jfc
14.0 11.4 13.1 13.1 13.0 12.7 13.9 12.6 

-2.0 -1.2 -2.3 2.1 1.9 ーし 8 -1.9 -1.7 

0.86 0.89 0.82 0.84 0.85 0.86 0.86 0.87 

-0.2 -0.2 -0.9 -0.3 -0.7 -0.1 -0.8 -0.3 

0.99 0.98 0.93 0.98 0.95 0.99 0.94 0.98 

0.3 0.2 0.1 0.6 0.1 0.2 0.2 0.3 

1.02 1.02 1.01 1.05 1.01 1.02 1.01 1.03 

14.7 13.6 14.2 13.6 15.5 13.9 13.8 

-1.5 -2.3 -2.1 -2.2 -2.0 -1.5 -2.0 

0.90 0.83 0.85 0.84 0.87 0.89 0.86 

-0.5 -0.9 -0.7 一0.4 -0.8 -1.0 -0.6 

0.97 0.93 0.95 0.97 0.95 0.93 0.96 

0.5 0.1 -0.3 0.1 0.2 0.4 0.2 

1.03 1. 01 0.98 1.01 1.01 1.03 1.01 

CNotesJ: 1) No. 2: Ki1n-dried BUNA (2 cm). 

2) "3: Air-dried SUGI (2 cm). 

3) ,, 4: Air-dried SUGI (0. 5cm). 
4) Di百. shows actua! M.C. di丘町田ce (M.C. of each specimens-M.C. of air-dried 

BUNA). 

5) Ratio shows actua! M.C. ratio (M.C. of each specimensjM.C. of air-dried BUNA). 



32 林業試験場研究報告第 227 号

昭和 42 年 (1967)

測位定E 則E 児 北海道 秋田県 岩手県 群馬県 東京都 山梨県 岐阜県

Hokkaid� Akita Iwate Gunma T�y� 
Yamana-

Gifu 
置 shi 

プM合ナ.c天水.然率of乾(9a6燥i〉r材- 17.0 17.4 17.7 16.2 14.7 14.7 17.5 

dried BUNA 
百 差Di(任9.6 ] -1.0 -0.8 -0.6 -0.5 -0.5 -1.0 -1.2 

2 
比G、J 0.94 0.95 0.97 0.97 0.97 0.93 0.93 

葉û音Z 3 

Ratio 

差Di(仔%.) -1. 5 -0.5 -0.4 -0.4 -0.6 0.3 -0.8 
3 

上ヒ 0.91 0.97 0.98 0.98 0.96 1.02 0.92 
手首 Ratio 

差Di(ff9.6) 0.7 -0.2 0.8 0.7 0.4 0.9 
4 

比
Ratio 

1.04 0.99 1.05 1.05 1.05 1.03 1.05 

プナ天然率of乾(9a6燥i)r 材E含4.C7K• 9.6 11. 1 14.8 11.8 10.7 10.5 13.1 

dried BUNA 
事

差Di(fT9.6) -0.3 -0.6 -1.2 -0.9 -0.4 -0.9 -1.6 
2 

比
務岩ω Ratio 0.97 0.95 0.92 0.92 0.96 0.91 0.88 

。 差Di〔fT9.6) -0.1 0.3 1. 1 0.1 0.1 0.5 -0.5 
3 

比
0.9ヲ 1.03 0.93 1.01 1.01 1.05 0.96 

室 Ratio 

差Di(任9.6 ] 0.7 0.8 0.2 0.5 0.8 0.2 。

4 
比

Ratio 1.07 1.07 1. 01 1.04 1.07 1.02 1.00 

プM含ナ.C天水.率然of乾(FaM燥i)r材- 13.0 12.3 13.7 12. 1 13.5 13.0 13.6 

住
dried BUNA 

差Di(fT9.6 ] -1. 5 ーし l -1. 5 -1. 1 -1.5 -1. 3 -1. 6 

可占

2 
上ヒ

Ratio 0.88 0.91 0.89 0.91 0.89 o. ヲ D 0.88 

差Di(fT9.6) -0.9 0.1 -0.9 0.3 -0.5 0.3 一0.1
3 

比
Ratio 0.93 1.01 0.93 1.02 0.96 1.02 0.99 

居
差Di(fT9.6) 0.2 0.7 。 0.4 0.3 0.1 0.3 

4 
上t

Ratio 
1.02 1.06 1.00 1.03 1.02 1. 12 1.02 

京都の場合，百葉箱内では 1 年度と 2 年度の変動として連続ìJ!IJ定気候値平衡合水率(以下，本項内に限り

E2 と略す)が 0.2% 増大したのに対し天然乾燥材実測合水率 (B-A と略す)は 0.3% 減少，人工乾燥材

実測含水率 (B-K と略す)は不変，事務室内の場合， E2 が 0.6% 減少したのに対し B-A は 0.8% 減

少， B-K は 0.4% 減少，また住居内では E2 の 0.2% 減少に対し B-A は 0.3% 減少， B-K は 0.5%

増大となっている。北海道の場合についても同様の見方をして，各測定位置ごとに検討すると，両地域に
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福井県 奈良県 広島県 鳥取県 島根県 徳島県 佐賀県 鹿児島県 平均

Fukui Nara Hiroshima Tottori Shimane 
Tokushi- Saga 

ロla
Kagoshima Tota! 

16.3 16.1 16.5 16.1 16.6 16.1 15.9 15.6 16.3 

ーし l -1.0 -0.9 ーしO -1.1 -1.0 -0.7 -0.4 -0.9 

0.93 0.94 0.95 0.94 0.93 0.94 0.96 0.97 0.95 

-0.9 -0.7 -0.6 -1.3 一 0.8 -0.6 -0.9 ーし O -0.7 

0.94 0.96 0.96 0.92 0.95 0.96 0.94 0.94 0.95 

1.0 0.2 0.8 0.4 0.5 0.4 0.8 0.9 0.6 

1. 06 し 01 1.05 1.02 1. 03 1. 02 1.05 1.06 1.04 

13.5 11.2 12.7 13.0 13.2 11.6 12.4 13.6 12.2 

-1.5 一0.8 -1.6 ーし 7 -1. 6 -0.8 -1.1 -1.3 1.1 

0.89 0.93 0.87 0.87 0.88 0.93 0.91 O. ヲ0 0.91 

-0.1 -0.2 -0. ヲ -0.8 一 0.4 -0.4 一 0.2 -0.6 -0.3 

0.99 0.98 0.93 0.94 0.97 0.97 0.98 0.96 0.98 

0.3 0.3 0.2 0.1 0.4 。 。 0.4 0.3 

1. 02 1.03 1.02 1.01 1.03 1.00 1.00 1.03 1.03 

14.4 13.2 13.0 13.5 13.2 15.1 13.5 13.4 

ーし l -1.8 -1.6 -1.5 1.6 -1. 4 -1.0 1.4 

0.92 0.86 0.88 0.89 0.88 0.93 0.93 0.90 

-0.5 -0.8 -0.6 -0.4 -0.2 -0.7 -0.9 -0.4 

0.97 0.94 0.95 O. ヲ7 0.98 0.98 0.93 0.97 

0.3 。 。 |01| 。 -0.1 0.3 

1.02 1.00 1. 00 I 0.99 1.00 1.00 1.02 

は次のような共通点が見いだせるであろう。

'(1) 百葉箱の場合， E2' B-A , B-K などの値は大略 14"-'18% の間にあり，この範囲では E2 が大きく変

動しでも B-K はほとんど変動せず， B-A が変動(減少)して B-K の値に近づく傾向にある。

4(2) 事務室の場合， E2' B-A , B-K は大略 8"-'12% の間にあり，北海道のごとく 1 年度に極端に低い B-K

値は， 2 年度には B-A よりむしろ大きく変動している。
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東京都〈百葉箱内)
丁目kyO (Shelter l 

年月間)
cate (monthl 

Fig.4. プナ天然乾燥材とプナ人工乾燥材との実測含水率差

M.C. di任erence of air-dried BUNA and kiln-dried BUNA. 

(3) 住居の場合は 1 年度の B-K が低い水準にあるため，むしろ B-K の方が B-A よりも大きく変動して

いる。北海道の場合は，住居内の複雑な要因により E2 の変動と B-A， B-K の変動との関係は，他の涙F

定位置の場合とやや異なった形態を示している。その原因としては，地域的な特色や，すでに Tab!e 3". 

に示したように，東京都の場合の建築構造が和室であるに反して，北海道は洋室であるという建築の構一

造様式の違いなどが考えられるが，断言はできない。

このように B-A と B-K の変動のしかたは，後述するヒステレシス現象とからみ合って測定位置によ

り内容が異なっており，結論的には， B-A と B-K のいずれが近接したかは明らかでなし、。

しかし， Fig.5 からも明らかなように，とれら実視1)含水率の年度による変化の量としては，わずか 1 %: 

以内にすぎないことがわかる。

さて，人工乾燥材の含水率と天然乾燥材の合水率は，永い年月を経過したとき一致するか否かという

点、に関して，葉石らの実験によれば， 2 種類の空気条件の聞を繰り返して (Temp. 20oC, R.H. 56% , 

E.M.C.11%ご Temp. 20oC, R.H. 76% , E.M.C. 14.7%) 平衡含水率に逢せしめた場合.この程度の，
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空気条件変化の振幅では人工乾燥材の含水率は常に天然乾燥材の含水率より低位にある(かつ，人工乾燥

この実験では，設定した空気条件が一定振幅をことがわかった針。材の合水率の方が変動較差が小さい)

持った特殊な状態であるため，われわれの設問の内容とは若干性質を異にしているが，空気条件に複雑な

変動があっても人工乾燥材の含水率と天然乾燥材の合水率は，近接とそすれやはり一致はしないと見るべ

きであろう。

ill-3. 気象条件と含水率との関係

ill'--3-1.年平均値から見た気候{直平衡含水率と実誤IJ含水率との関係

気候{直から推定した木材の平衡含水率と，実ìJ!IJ合水率とがし、かなる関係にあるかを知ることは，われわ

れが特に必要とするところである。

われわれは先に，気候表からの気候値と連続測定から得た気候値との聞には，年平均で見たときには有

ー意な差がないことを知った。したがって.連続測定気候値平衡含水率と実測含水率との関係を明らかにし

l
-
-
E
E
-
-
E
E
-
-
l
a
-
-

守
-
E
・
3
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・

E
E
l
s
-
'

ておけば，個々に実際の気候観測を行なわなくとも，既存の気候表気候値から木材の平衡合水率を換算推

定することにより，その地域の実際の含水率の値が見当づけられる。

Table 10 に 7 地域における年平均連続測定気候値平衡含水率と実測含水率との比を示す。同表を見る

Table 10. 7 地域における年平均連続測定気候値平衡含水率と各樹材種実測合水率との比

Yearly mean ratio of E.M.C. from clﾏmate data and actual M.C. of specimens at 7 regions 

定ìJ!IJ ., 日

iJト\坦北海道 秋田県 東京都 岐阜県 奈良県 広島県 島根県 平均
Hok- Hiro・ Shima・ Total 

位置p:; kaid� Akita T�y� Gifu Nara shima ne ロlean

連続測定気候値平衡合水率(%) 16.7 16.5 14.5 16.9 16.3 16.0 14.2 16.0 

百 Lω 4 

E.M.C. from cont. rec. 

l 比 Ratio 1.04 1.08 1.03 1.05 1.01 1.03 1. 16 1.06 
案，ぴ可。Z-7 a 

2 " " 0.96 1.01 0.98 0.97 0.93 0.98 1.07 0.99 

手首 3 " " 0.93 1.04 0.98 0.99 0.96 0.99 1.11 1.00 

4 " " 1.07 1.09 1.07 1.10 1.02 1.08 1.20 1.0ヲ

E連.続M測.C.定f気ro候m値co平n衡t. 合re水c.率(%) 9.1 10. I 10.9 11.3 10.8 11.8 10.9 10.8 
事

務省。(1) l 比 Ratio 1.04 1.13 1. 01 1. 17 1.05 1.08 1.21 1.10 

2 " " 1. ∞ 1.04 0.94 1.∞ 0.95 0.94 1. 04 0.99 

室 3 " " 1.03 1.15 1. 01 1. 12 1.03 1.00 1.17 1.07 

4 " " 1.12 1. 21 1.07 1. 16 1.06 1.09 1.25 1.14 

連続測定気候1直平衡含水率(%) 10.7 11.1 13.0 12.3 12.0 11.7 11.9 E.M.C. from cont. rec. 
住皆 l 上i二 Ratio 1. 21 0.12 1.05 1. 14 1.12 1. 11 1.13 
ーv 

2 " " 1.05 0.97 0.90 0.99 0.95 0.97 0.97 
居占

3 " " 1.17 1.12 1.00 1. 11 1.05 1. 06 1.09 

4 " " 1.21 1.17 1.08 1. 15 1.13 1.11 1.14 

1) 記号 1 はプナ天然乾燥材 (2cm) ， 2) 記号 2 はプナ人工乾燥材 (2cm) ， 3) 記号 3 はスギ天然

乾燥材 (2cm) ， 4) 記号 4 はスギ天然乾燥材 (O.5cm) ， 5) 比は実測含水率/気候値平衡含水率，

6) 数値は原則として 2 年間の平均値である。
,(Notes) 1) No. 1 Air-dried BUNA (2cm) , 2)No. 2 Kiln-dried BUNA (2cm) , 3)No. 3 Airdried 

S叩UG臼1 (α2cm) ， 4の) N拘o. 4 Air-d剖r丘i巴吋dS叩UG臼1 (ω0.5恥cm吋)， 5町) Ratio shows E.M 心 and M.C.ratio 

(acttial M.C./es坑tin庇mat旬ed E 

as a Tule. 

〔注〕
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と，百葉箱内では試験材 No. 1, No. 2, No. 3, No. 4 の全国平均値は，それぞれ1. 00 との差が+0.06，.

-0.01 , 0, +0.09，また事務室内では +0.10 ， -0.01 , +0.07, 0.14，住居内では +0.13， -0.03,. 

+0.09 , +0.14 となり 3 つの測定位置とも比の値が1. 00 に近いのは， No.2 プナ人工乾燥材 (2cm)・

および No.3スギ天然乾燥材 (2cm)であり，他の 2 材種については， 1. 00 と若干はなれた数値をと

る。

このことは，同じ場所で一定周期をもって変動する空気条件下にある木材は，樹種，形状，乾燥前歴，

測定時刻などによって平衡含水率が異なることを端的に意味する。地域別には，島根県が 4 樹材種， 21.則;

定位置とも1. 00 より大となっているが，その原因ははっきりしなν。

これらの結果から，特定の柑材種，ここではプナ人工乾燥材 (2cm) またはスギ天然乾燥材 (2cm) に

ついては，その場所の年平均気候値(連続測定または気候表)は，ほとんどその材の年平均実測含水率に.

近似してし、るとみなすことができる。これらの{直を月平均値で見る場合は，気候(直に対する実測含水率の・

おくれ(吸脱湿の)から，比の値は月ごとにかなりのばらつきが考えられるが，年平均値で処理すること

によって，これらばらつきが平均化されることになろう。なお，月別の検討は後述するが，当然のことな

がら月平均気候値から算出した平衡含水率の年平均値と，年平均気候値から算出した平衡含水率との聞に

は有意な差はない (Table 10, Appendix 1 ，，-， 15 参Jlの。

ill-3-2. 季節から見た気候値平衡含水率と実測含水率との関係

事務室，住居内の気象条件は，生活様式により非常に異なり，一般性に乏しく，月別に室内の気象条件ー

を分析しでもあまり意味がないので，ここでは百葉箱内のみについて月別の気候値の変化と含水率との関:

係を調べることにする。

木材の含水率はその場所の空気条件に平衡した値をとるが，同一空気条件下であっても，吸湿して平衡ー

に達する場合と脱湿して平衡に達する場合とではその値は異なる7)20) 22) 30) 。 この現象を検討するため，気a

象条件を連続測定した 7 地域の百葉箱内のプナ天然乾燥材 (2cm) にっし、て吟味する。 Fig.6 に示す北鳥

海道の例のごとく， Appendix 1, 2, 5, 7, 9, 10, 12 からプナ天然乾燥材の月平均実例l合水率および，連4

続測定気侯値からの月平均平衡含水率を方限紙にフ.ロヅトし，各測定点を折れ線で結び，さらに Table 7 

から抜粋して当該地域の連続測定気候値からの年平均平衡合水率と，ブナ天然乾燥材の年平均実測合水率ー

を同ーグラフ上に1~ï �" ，月平均平衡含水率が年平均平衡含水率と交わる点(以下，単に交差時点という)

に注目し，交差時点におけるプナ天然乾燥材実測含水率の動きを見た。なお，この問題を取り扱う上で，

便宜的に実iJ!lj含水率と気候値平衡含水率の年平均値に差のない状態を惣定して，月平均実測含水率をフ.ロ

ットする際には，測定値に対して年平均実測含水率と年平均気候値平衡含水率との差だけ補正を行なった

数値を用いた。すなわち，北海道は 0.6%，秋田県-1.3%，東京都 -0.4%，岐阜県 0.8%，奈良県;

-0.1%，広島県 -0.5%，島根県ー2.3% の補正を Appendix 1, 2, 5, 7, 9, 10, 12 から抜粋した値に

対して行なった。しかる後，交差時点において月平均平衡含水率が上昇の過程にあるか，下降の過程にあ

るかを調べ(ノ，'"などの記号で表わす)，その際，プナ天然乾燥材の実測含水率が年平均気候値平衡合

水率より上位にある場合をフラス，下位にある場合をマイナスとしてそのずれの程度を含水率差で表オ?

し，これらをまとめて一覧表にしたのが， Table 11 である。

プナ天然乾燥材の月平均実測合水率および月平均気候値平衡含水率が，季節(春夏秋冬)によって大き

く変動する場合は，一般的にし、って交差時点において，実誤IJ合水率は気候値平衡含水率より上昇過程，下
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降過程ともに遅れて変化する

が，季節による大きな変動と

は言u、切れない月々の小変動

の場合には，必ずしも実視11含

水率の変化が遅れてし、るとは

限らない。 Table 11 に示し

た実測含水率の平均値の符号

(+，一)は，気候変化の形態

を示す 1 つの指標になるもの

と考えられる。すなわち，も

し気候値が一定周期，振帽を

もって変動するものと仮定す

れば，気候値の上昇変化時に

おいて実測含水率位置の符号

はマイナス，下降変化時にお

一→ー量陸直平曲含水Jll(.同
E.M.G.I巾Tl c1imate data 

一+ー 7j王需乾燥付要掛量水車岡【揖正岨)21ト北藩置
r Hok唱idõ Actual M.C.ol dlr-drl凶印NA伝聞阿国led)
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回相41年 回相42年

年月(J'I)
Date (month) 

10 11 12 

Fig. 6. 百葉箱内における連続測定気候値平衡含水率の月変化に対す
るプナ天然乾燥材 (2cm) 実視IJ含水率(補正値)の遅れかた

Delay of actual M.C. (compensated) of air.dried BUNA 

against monthly variation of estimated E. M; C. in shelter. 

いてはプラスを示すはずである。しかし，現実には気候値が一定の周期，振幅をもって変動することはな

く，複雑な気象因子のために不規則な変動形態をとるのが一般であり，上述の符号に対する意義も確定的

なものとはいえなし、。

とのような観点から，いま向表の総平均欄の符号に着目すると，プラスである地域には北海道，秋田

県，東京都，岐阜県など中部以北の地域が属し，マイナスである地域としては奈良県，島根県の 2 県があ

り，また広島県は測定期間が短いのではっきりしたことはいえないが，測定した範囲においては土O とな

っていることが知られる。 このことから，概略的にはプラスの地域は季節的に見て気候が急速に下降し，

かつ緩やかに上昇変化する地域であり，マイナスの地域は逆に緩漫に下降し，かっ急速に上昇する地域で

あろうことが推察されるが断言はできない。いずれにせよ， これらのずれの程度は秋田県が最大であるが

せいぜい 0.5.% 程度にすぎず，全体的にはきわめて小さし、ということができょう。

ill-3-3. 月平均値から見た気候値平衡含水率と実測含水率との関係

先に，年平均から見た連続測定気候値平衡含水率と各樹材種の実測含水率との比を算出して，両者の関

係を検討したが， ここでは月平均で見た両者の差と気候値平衡含水率との関係をグラフ上で検討すること

にする。

なお，事務室内および住居内にあっては，入の出入りや暖房など複雑な因子がはいっているため，各地

域とも数値のばらつきが大きく，図上での解析が不正確になりがちであるので， ここでは百葉箱のみへの

言及にとどめ，屋内と屋外との関連性については別の手法を用いて解析(後述)すること lこする。

Fig.7 は東京都における百葉箱の例として，月平均連続演IJ定気候値平衡含水率と月平均実測合水率との

差(本項内においては，以下単に「含水率差」という)に対する月平均気候値平衡合水率の関係を，グラ

フにしたものである。このグラフは，次のようなことがらを意味していると考えられる。

i) 各樹材種の直線が z軸と交わる点の zの値は，各樹材種の月平均実測含水率と月平均気候値平衡合

水率とが一致する点の年平均的な値を表わす。
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Tab!e 11. 季節から見た実測合水率と連続測定気候値

Re!ation between actua! moisture content and equiIibrium moisture 

地域 l 

Region I 
項目

Item 

気候値平衡合水率および実視IJ 含水

Behavior of E.M.C. from dimate date and 

北海道
年月 Date 41.3 41.7"-'8 42. 1 "-'2 42.2"-'3 42.3 42.10"'11 

Hok- 平衡合水率ネlE.M.C.(%l ¥ ノ ¥ ノ ¥ ノ
kaid� 実測合水率ネ2 M.C.(%) +1.2 0.7 +1.2 十0.7 +0.4 一0.7

秋田県
年 月 Dat巴 41.2"-'3 41. 6"-'7 42.3"-'4 42.11"'12 

平衡合水率 E.M.C.(%l ¥ ノ \当 ノ
Akita 

実測含水率 M.C. (%) +0.5 +0.9 +0.2 +0.2 

東京都
年 月 Date 41.5"-'6 41.10"-'11 42.5"-'6 42.11"'12 

平衡含水率 E.M.C.(%l ノ ¥ ノ ¥ 
T�y� 

実測含水率 M.C. (%) -0.1 :to -0.6 +0.1 

岐阜県
年月 Date 41.2"-'3 41. 6 41.7"-'8 41.8"-'9 41.11"-'12 42.6"-'7 

平衡含水率 E.M.C.(%l ¥ ノ ¥ ノ ¥ ノ
Gifu 

実浪IJ合水率 M.C. (%) +0.9 -0.9 0.4 0.5 +し 3 -0.7 

奈良県
年月 Date 41.5"-'6 41.7"-'8 41.8"-'9 41.11"'12 42.6"'7 42.11"-'12 

平衡含水率 E.M.C.(%J ノ ¥ ノ ¥ ノ ¥ 
Nara 実視IJ含水率 M.C. (%) 0.3 :to 十0.5 +0.5 1.6 十0.2

H広i島ro県・
年月 Date 42.2"-'3 42.4"-'5 42.6"-'7 42.7円-8 42. 10'" 11 

平衡含7](率 E.M.C.(%l ノ ¥ ノ ¥ ノ
shima 実測含水率 M.C. (%) 十し l -0.3 0.4 -0.3 -0.1 

S島h根im県a・
年月 Date 41. 1"-'2 41.2"-'3 41. 5"-'6 41.9"'10 42. 1 "'2 42.3 

平衡含7](率 E.M.C.(%l ノ ¥ ノ ¥ ノ ¥ 
ne 実ì9.IJ含水率 M.C. (%) -0.8 0.4 -0.8 +0.2 +0.4 +0.1 

〔注J *1 月平均気候値平衡含水率の上昇下降の様子。
*2 年平均気候{直平衡含水率と月平均実測含水率との位置関係。

*3*4 月平均気候値平衡含水率が最大値または最小値を示す月。

ii) 直線の傾きは，実視IJ含水率と平衡含水率との違い(差)の程度を表わし，その試験材の外気に平衡

しにくい(しやすい)程度を示す。また，地域別に同樹材種の比較をする場合は，気候値の変化の激

しさを示す。

合水率差と気候1直平{知合水草との関係は，問題の性質上， Fig.8 のごとき形状になるものと考えられる

が，実際的な範囲内ではほぼ直線的であると考えてさしっかえないであろう。

いま，これらの直線が y二郎十b で表わされるものとして 7 地域における百葉箱内の樹材種別に定数

。および b の値を算出すると Tab!e 12 のようになる。

これらの資料を要約すれば，わが国を代表する百葉箱内の含水率差と月平均気候値平衡含水率との平均

的な関係は，あらい近似で次の諸式で与えられる。すなわち，

(1 ) プナ天然乾燥材 (2cm) の場合

y =0. 6169x -10.58 ………....・ H・......・ H ・..…....・ H ・...……...・ H・..……・ (2)

(2) プナ人工乾燥材 (2cm) の場合
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平衡含水率との関係(百葉箱内，プナ天然乾燥材)

content from continuous climate record in view point of the season 

率の動き 平 均 一|品J'íl *4 
Total Max. I Min. 備 考 Remark

actual M.C. Mean mean month I month 

12"-' 1 5 

ノ ¥ 
-0.2 +0.9 +0.4 

11"-'12 5 

ノ ¥ 
+0.6 +0.4 +0.5 

9 12 

ノ ¥ 
一 0.4 +0.1 +0.2 

42.10"-'11 42.11"-'12 9"-'10 5 

¥ ノ ノ ¥ 

+0.5 +0.5 -0.4 +0.6 +0.1 

10 5 

ノ ¥ 
-0.5 +0.2 -0.1 

4 9 昭和42年 2 月~同年12月

ノ ¥ までの数値

十0.2 ー 0.3 土O

42.6"-'7 42.7"-'8 9 12 

ノ ¥ ノ ¥ 
十0.1 +0.2 -0.3 士O -0.1 

(NotesJ *1 Behavior of monthly mean E.M.C. from c1imate data. 

*2 Positional relation of yearly mean E.M.C. and monthly mean actual M.C. 

*3叫 Month when monthly mean E.M.C. shows max. or min. 

y=0.6522x-9.98・・ H ・ H ・....・・・・・・・・・・・・・・・........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (3)

(3) スギ天然乾燥材 (2cm) の場合

y=0.7110x-1 1. 16 ……...・H ・...・ H ・.....・ H ・...・ H ・...・ H ・....・ H ・....・ H・..…・ (4)

(4) スギ天然乾燥材 (0.5cm) の場合

yニ O. 5622x-10. 33 ………...・H ・.....・ H ・.....・H ・.....・ H・..………………… (5)

である。ただし y は月平均連続浪IJ定気候値平衡合水率一月平均実視IJ含水率(含水率差)， X は月平均連

続測定気候値平衡含水率で‘ある。 なお，実用的な気候値平衡合水率範囲としては， 最高値 22.0% (秋田

県 11 ， 12 月) ，最低値 10.8% (東京都 12 月)であるととから 10.8壬z壬22.0 とする。 ここで直線式の

定数α に着目すると 2cm 厚天然乾燥材の場合，スギ試験材の方がプナ試験材よりもやや気候変化にな

じみにくく，またプナ材の場合，天然乾燥材よりも人工乾燥材の方がなじみにくいことなどが推察でき

る。

とれら 4 つの式を用いて月平均気候値平衡含水率が最大の場合 (Xmax=22. 0%) ，最小の場合 (xmin=
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Table 12. 直線 y=ax+b における定数 a， b の値

Constant a and b value in linear equation y=ax+b 

秋田県
Akita 

0.4934 

-9.46 

0.5763 

-9.65 

0.6373 

-11. 07 

0.3932 

-7.91 

東京都
T�y� 

岐阜県
Gifu 

奈良県
Nara 崎抽出~ 平均

Mean 

乱回63 1 o. 54791 0 脳 121 0 即81 0 吋 0 叩
13 1-13.45 1-9.18 1-13 田 10 凶

O. 5567 I o. 57101 0 加 0.5195ω121 0.6522 

-7 四 1 -9 曲 1- 11 曲一7.95 1-13.96 -9.98 

0.6393 1 0.68791 0 吋 o 日19|0 問 0.7110 

-11.16 

叫 0回~I_O 師 0 醐| 仏側 0.5622 

7 1-12.33 1-14.68 1-5.57 -10.33 

〔注J No. 1 プナ天然乾燥材 (2cm) Air-dried BUNA 

(NotesJ No. 2 プナ人工 " (2cm) Kiln-dried BUNA 

No.3 スギ天然 1; (2cm) Air-dried SUGI 

No.4 スギ天然 " (0.5cm) Air-dried SUGI 

10.8%) の y の i直，すなわち含水率差を求め，その値を用いて月平均気候値平衡含水率の最大値または最

小値に対する補正をすれば，最大月または最小月の実視IJ含水率が算出できる。

すなわち，

最大月の場合， Umax=Xmax-Ymax …...・H ・.....・H ・.....・ H ・..…...・ H ・..……...・ H ・..… (6)

最小月の場合 umin二xmin-Ymin .…・…….....・H ・........・H ・........・ H ・....….....・ H ・ (7)
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ここに， umax(Umin) は月平均最大(最小)実測合水率(%)，xmax (Xmin) は月平均最大(最小)連続測定

気候値平衡合水率(%)， Ymax(Ymin) は月平均平衡含水率の最大値(最小値)に対する補正値(%)であ

る。このような考え方に基づいて計算した各樹材種の Ymax(Ymin) の値は， プナ天然乾燥材 (2cm) の

場合 Ymax= +2.99% , Ymin= -3.92%，フ.ナ人工乾燥材 (2cm) の場合 Ymax= +4.37% , Ymin= -2.94 

%，スギ天然乾燥材 (2cm) の場合 Ymax= +4.48% , Ymin= -3.48%，スギ天然乾燥材 (0.5cm) の場

合 Ymax= +2.04% , Ymin= -4.26% となる。なお， (2) ，，-， (5)式の定数 (a， b) の値と大幅にかけはなれた

数値をとる地域の場合には，同式で-実IJ!IJ含水率を推定したときに，それだけ誤差が大きくなることはし、う

までもなか。

国 3-4. 外気温度と屋外・屋内実測含水率差との関係

屋外(百葉箱内)の実測含水率と屋内(事務室内)の実視IJ含水率との差の大小は，地域によってその値

が異なっている。すなわち，年平均気温の高し、地域では屋外と屋内の実測含水率差が小さいのに反して，

年平均気温の低し、地域では冬季に暖房を行なう関係上実視IJ含水率差は大きくなり，暖房を行なう期間は外

気温度の高低にほぼ逆比例的になっていると見られる。要するに，屋外と屋内との実j則合水率差は年平均

気温と密接な関係にあると考えられ.その関係が明らかになれば，外気温度から屋内の実視IJ合水率を推定

する 1 つの便法となろう。

なお，試験の概要の章 I でも若干ふれたように，本試験を実施した範囲内では夏季に冷房を行なっ

Table 13. 外気温度と室外・室内実現l含水率差との関係

Relation between outdoor temperature and actual moisture , content 

difference of outdoor and indoor 

l 年詰外h(rメlCZ気v ) 

Aプirナ.d天r(ie然2d叩乾B)燥UN材A Kフil.nナ.d人(r2i工e佃d乾)B燥UN材A Aスiギr.d天(r2i然e叩d乾)S燥UG材I Aスiギr-(d天0r.i然e5d岨乾S)燥U材GI 連続

平温Y均度eany 
霊A呼ct2uaずl 差 ω 実率A視c(11t%含ua)水l 差 (%) 実率A測c(t9含u6a)水l 差 (%) 室A呼c1Z11aTl 差(%)

R備ema考rk 
立lean

outdoor ctu Di任.
temp. M~ë~' I Di仔. M~ë:' I Diff. EC 4.C. Di仔. M.C. 

5.9 17.0 7.4 16.0 6.7 15.5 6.7 17.7 7.4 北海道昭和 42 年

6.0 17.6 8.2 16.2 7.4 15.5 6.3 18.0 7.9 11 11 41 11 

8.7 18.3 6.6 16.9 6.4 17.3 5.4 18.9 6.4 秋田県 11 41 ,,. 

9.1 17.4 6.3 16.6 6.1 16.9 5.5 17.2 5.3 11 11 42 11 

9.7 17.5 4.4 16.3 4.8 16.1 4.1 18.1 5.3 岐阜県 11 42 11 

9.8 17.9 4.6 16.5 5.4 16.8 4.2 18.8 5.7 11 11 41 11' 

13.8 16.1 4.9 15.1 4.7 15.4 4.4 16.3 4.8 奈良県 11 42 11 

14.3 16.7 5.3 15.2 5.0 15.9 4.7 17.0 5.4 11 11 41 11 

14.6 16.6 3.4 15.5 3.9 15.8 3.0 17.1 3.5 島根県 11 42 Ir 

15.1 15.0 3.8 14.2 3.8 14.2 2.9 15.5 3.5 東京都 11 41 11 

15.2 14.7 4.0 14.2 3.9 14.1 3.3 15.4 3.9 11 11 42 Ir 

3.8 15.6 4.5 15.9 4.1 4.4 広島県 11 42 11 

15.2 1 16.3 3.2 14.8 3.8 15.6 2.8 17.2 3.5 島根県 11 41 11 

〔注) 1) 実視IJ含水率は百葉箱内実測含水率を示す。
[Notes) Actual M.C. shows that in shelter. 

2) 差は百葉箱内と事務室内との差(百葉箱内>事務室内)を示す。
Difference shows actual M.C. di妊. that in shelter and office (shelter>office). 
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ナこ地域はないため， ここでは冷房と外気温度，屋内外の笑i則合水率差などとの関係には言及しない。

Tab!e 13 に 7 地域における各樹材種別の百葉箱内と事務室内との 1 年の平均実誤IJ合水率差と，連続

法IJ定による百葉箱内の 1 年の平均温度との関係を，温度の大きさのIIIR序に並べて示した。表から明らかな

ように 1 年の平均温度が高くなるにしたがって，実決IJ含水率差は小さくなっている。北海道では，事務

室内の実測合水率は百葉箱内に比べて 6"-'8%低めで， 7 地域のうちでは最大となっており，東京都，島

十良県など l 年平均温度の比較的高い地域では，せいぜい 2.5，，-，4% 低めになっているにすぎない。

ここで， yllllilに百葉箱内 1 年平均実淑IJ含水率と事務室内 1 年平均実誤IJ含水率との差を ， x車自に百葉箱内

，の 1 年平均温度をプロットしてグラフを描けば，大略やや上に凹の右下り曲線になるであろう。

年平均気温の低し、地域では暖房を実施する機会が多く，必然的に室内の関係湿度は低下し，屋外と庭内

・の実測含水率差が大きくなることが明らかであり，この結果に基づいて外気温度から事務室内の実現IJ含水

率が推定できょう。

一般の木造住居内に関しては，先に示した Tab!e 8 を見ればわかるように，地域による(外気温度差

による)実測含水率の差点士小さく x と y との関係はあまり明りょうでない。たとえば，便宜的に住居内

と百葉箱内とのプナ天然乾燥材 (2cm) にっし、て 2 年閉め年平均実測合水率差を見ると 6 県のうち(島

根県は住居内の実視IJ含水率データを欠し、ているためここでは 6 県に限定する)最小である東京都(1. 2%)

の場合は，年平均外気温度が 6 県中最高 (15.2%) であるが，最大である秋田県 (5.4%) の場合，必ずし

も年平均外気温度の最低地域になってし、ないごとくである。

以上，要約すると，外気条例の連続iJllJ定を実施した 7 県だけに限定すれば，百葉箱内と事務室内の各樹

材種の l 年平均実視IJ含水率差は，外気の温度(百葉箱内 1 年平均温度)の大小に対して逆比例的な関係に

あり，外気温度の最も低い北海道では差は 6"-'8%，最も高い東京都，島線W~などでは 2.5""'4% となる。

しかし，一般住居内に関しては，外気温度と実測含水率差に明りような関係が見られなかことがわかっ

t.::.。

W 考察

N-1. 気象条件，含水率などの間歎測定時刻について

前述のように，気象観測，実視IJ合水率illlJ定などの間歓実施は，気象観測jの慣習にのっとって，毎週 1 回

水曜日の午前 9 時に行なった。気候値平衡含水率の観点から見れば，連続測定記録による日平均値と間歌

測定による値は厳密には些少ながら差があると見られることから，牛前 9 時という測定時刻の選定に若干

の疑問がある。しかしながら，木材の合水率は気象条件(温湿度)の変化に対して，樹種，厚さなどによ

って追従の速さが異なるはずである11)12)21)31)的。すなわち， 同種の材であれば，厚い材ほど気象変化の追

従は遅れがちになる。

Fig.9 は，前記試験と並行して東京都の屋外で各種厚さのカパ材(天然乾燥材)を用いて測定した実測

含水率変化，およびそれらの各時刻ごとの変化の様子などを示したものである。用いたカパ試験材の寸法

は，幅 7cm，長さ 20cm，厚さ 0.2cm ， 0.5cm , 1cm , 2cm, 3.5cm, 5cm の 6 種類である。また，

との測定の期間(昭和 42 年 8 月 21 日，，-，25 日)とその直前の 1 週間(昭和 42 年 8 月 14 日，，-， 20 日)の気象

情況をみると，測定期間中の連続測定による臼平均温度 26.8"C，同関係湿度 85.3%，同気候値平衡含水

率 17.9% に対し，前の 1 週間のそれは，それぞれ 27.7"C ， 80.0% , 15.6% (ちなみに同年 8 月の平均値
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Fig.9. 厚さ別試験材合水率の変動(カパ天然乾燥材，百葉箱内，東京都)

Moisture content behavior of vorious thick specimens in she!ter 

(Air-dried KABA , T�y�). 

は，それぞれ 27.5'C ， 78.0~ ， 15.0~) となっており， iJllJ定の前週において平衡含水率は低く保たれて

いたことが知られる。この実験のごとく，重量を一定時間間隔で連続的に測定した場合には，一般に，薄ー

い材ほど実測含水率は外気条件に追従して変動振幅が大きいので関係湿度の高い夜半と低い昼間とのある

中間的な時点において，厚い材と薄し、材の実測含水率水準は逆転することになる。この 5 日間の測定のう

ち，後半 2 日間の午前では 9 時前後に実測含水率の逆転が見られた。しかし，厚い材は，過去の吸脱湿履e

歴の影響を薄い材の場合より長期間受けており，このため前半 3 日聞においては，厚材実測合水率の変動'

は小さく，しかも，前週の気象の影響により測定時においても低合水率を維持しているため，夜半と昼間ー

の厚さ別の含水率順位が逆転(交差)していなし、。し、ま測定期間中の 8 月 22 日， 23 日， 24 日の 3 日間4

のみについて，天候および 3 時間ごとの気候値平衡含水率ならびに日平均値などを Tab!e 14 に示す。

これによれば， 9 時の値は口平均値より常に低く，日平均値を示す午前の時刻としては， 22日が 8 時"" 8: 

時 30 分， 23 日が 7 時 30 分ごろ， 24 日が 7 時 15 分ごろと推定され 3 日間の測定結果を総合すれば大略v

7 ，，-， 8 時 30 分に当たると考えられる。非常に薄し、材の合水率は，外気条件と時間的にほぼ一致して平衡ー

するが，厚い材の場合は遅れがあるので，ここで材の厚さと平衡時間の遅れについて検討するため，前記

5 日間のうち，天候が良く，測定値の比較的整っている 8 月 24 日に限定して考える。同日の平均気候1直平

衡含水率 (16.5~) を示す午前の時刻は大体 7 時 30 分であると仮定して，各厚さの材の日平均実測含水ー

率を示す時刻が 7 時 30 分からどれだけ遅れているかを Fig.9 のカーブから拾し、上げると， 0.2cm 材ー

(日平均実測合水率 15.5~) は 2 時間 15 分， 0.5cm 材(同 15.5~) は 3 時間 1cm 材(同 15.8~)

は 3 時間 30 分， 2cm 材(同 16.0~) は 3 時 50 分， 3.5cm 材(同 15.8~) は 4 時間， 5cm 材(同

14.8~) は 4 時間 30分，それぞれ遅れていることになる。これら材の厚さ (S) と遅れの時間 (t) との
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Tab!e 14. 百葉箱における平衡含水率

E.M.C. from c1irnate data in she!ter 

明日「時TJ| 調ETZlLma
昭和42.8.22 3.00 26.2 本早朝雨のち
(8.21. '67) 6.00 26.2 ぐもり

9.00 19.2 Rainy, 12.00 14.2 
15.00 13.8 cloudy 

18.00 17.4 !ater 

21.00 24.8 
24.00 24.6 

日平均(%) 20.8 Daily rnean 

D差i任e(r9e6n)ce 1.6 

(同8. 42.B.23 3.00 23.2 雨時々
6.00 23.2 くもり
9.00 15.6 Rainy & 
12.00 19.8 
15.00 16.8 

cloudy 

18.00 19.8 
21.00 20.4 
24.00 23.2 

D日a平i1y均m(e9a6n) 20.3 

D差ifTe(rFe6n)ce 4.7 

同 42.8.24 3.00 24.0 11青
(8.24. '67) 6.00 24.0 Fine 

9.00 12.2 
12.00 10.6 
15.00 10.8 
18.00 13.8 
21.00 16.4 
24.00 20.4 

日平均(%) 16.5 Daily mean 

差(%) 4.3 
Di任erence

〔注〕 差とは日平均値マイナス 9 時の値を意味する。
(Note) Di任erence means daily mean E.M.C. rninus 

E.M.C. at a.rn. 9.00. 

関係をプロットしたものが Fig. 10 である。

この曲線の一般式は近似的に

5 

4 

E 
~ ,g' 3 
l!;-

制戸 2
百票箱
Shelter 
m~夫然乾漁村
Air-dried KABA 

00 1 2 3 4 5 6 7 
尽き S (Cml 

Thickness 

遅れ時間とは気候1直平i~í含水率と
実視IJ合水率との日平均値を示す時刻
のずれをいう。

Tirne !ag is defference of tirne 

when E.M.C. from c1irnate date 

shows and actua!M.C. shows daily 

mean va!ue. 

Fig. 10. 材の厚さと遅れ時間と

の関係

Re!ation between thickness 

of specimen and tirne !ag. 

t=A.SB ・…....・H ・....・ H ・.....................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (8)

で表わされる。ここに ， t は日平均気候値平衡含水率に対する日平均実測含水率の時間的な遅れ (hr) , 

S は材の厚さ (crn) , A および B は樹種，気候値平衡含水率の振幅などによりきまる定数である。との

式は，吸湿時間 (t) と吸湿量 (W) との関係式 W=atn(a は試料特有の定数， n は 1/2"-'2/3)28) と類似

しているが，吸湿速度の大小と平僕1時間の遅れとは本質的に同じ意味あいを持つ現象であることから，こ

オもは当然であろう。
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いま，カパ材の実測値から A， B に定数を与えると (8) 式は，

t=3.4S0• 115 …・…… ....・ H ・-…....・ H ・…...・ H ・......・ H・-…H ・H・-…H ・ H ・..( 9) 

となる。この実験により，木材の合水率は気象条件より遅れて平衡し，その遅れの度合は材が厚くなるに

したがって増大し，増大のしかたは (8) 式にしたがうであろうことが明らかとなった。

さて，プナ材，スギ材を用いて行なった合水率の問敵視IJ定においては，測定時刻として材の厚さとは無

関係に午前9 時を選んだが(前述)，当該 2 樹種の材がカパ材と向程度の吸脱湿遅れであるものと仮定す

れば，スギ薄材 (0.5cm) にあっては約 1 時間 30 分(含水率で・示すと1.0~1. 5.% 過大)，他の厚材 (2

cm) にあっては約 2 時間 30 分(含水率で示せば 0.5~ 1. 0.% 過大)， それぞれ早自に測定したことにな

る。ゆえに， 4 樹種のうち最も低い実測含水率を示すプナ人工乾燥材 (2cm) が，比較的&く気候値平衡

合水率と合致したものと考えられる。 (Table 10) もちろん，ただ 1 日のみのデータから直ちにこうであ

るという断を下すわけにはいかないが，考え方の l つの目安にはなろう。

lV-2. 全乾法による含水率算出法の問題点と樹材種による実測含水率の相違について

JIS に規定する方法に準じて全乾重量を算出する場合において，スギ材は精油物質(テルペン〉を 0.4

'" 1. 5.% 含有しているためÕ) ，恒量に達した時点とは水分以外の揮発成分も相当量蒸発した時点宏意味し，

理論的に考えて，水分のみを取り除いた全乾重量とは厳密には多少内容を異にしてし、る。すなわち，揮発

成分を多量に含有する材では，しからざる材の場合より過大に含水率が計算される結果になる。

筆者らは木研究で実施した試験材の全乾法を検討する意味において，予備実験を試みた。用いた試験材

は，本研究に供したものと同寸法のスギ材 (0.5cm) およびプナ材 (2cm) の気乾材で， とれらを 60'C

乾燥器中で 79.5 時間乾燥させ，ついで 100~105'C 乾燥器中で乾燥させたときの，両試験材の合水率減

少経過の様子を見たものである。そこで，プナ材 (2cm) では 100'C 乾燥器中で 48 時間経過した時点で，

またスギ材 (0.5cm) は材が薄いことにより， 48時間よりやや早い時点でほぼ全乾状態に達したことが認

められた。しかし，揮発成分の存在によりこの結果から直ちに両樹種の全乾時聞を推定することは困難で

ある。さらに水分移動の難易という点から乾燥速度減少係数 K32) の値を検討すると，プナ辺材板目とス

ギ心材板白とでは若干の差はあるが，ほぽ近似しているとみなしてよさそうである 13)8前向。これらの結果

を勘案して，本研究で、はE章で述べたような全乾時間の算定，取り決めを行なった。

JIS の全乾法にはこのように材中に含有する揮発成分に対する考慮が払われておらず， 種々の問題点

を含んでいるが，便宜的に採用したこの方法による樹材種別の実浪ij含水率の大小順位は， m章で示した

ように，屋内外を問わず午前 9 時の間歓測定の場合， 一般にスギ天然乾燥材 (0.5cm)> プナ天然乾燥材

(2 cm) >スギ天然乾燥材 (2cm)> プナ人工乾燥材 (2cm) であった。この順位から，① 2cm 程度の厚

さの同ーの乾燥前歴を有する両樹種聞の平衡含水率の大小関係としては，プナ材>スギ材であることがわ

かり，②厚さによる大小関係については，薄材>厚材であり，③乾燥前歴による違いとしては，天然乾燥

材>人工乾燥材の順位であろうことが推定される。

葉石らは， 50mmx50mmx5mm の試験片を用いて， 2 種類の空気条件下で，吸・脱湿を往復繰り返

しさせたとき，樹種により乾燥前歴により，それらの材がいかなる平衡含水率になるかを実験した4) 0 

これによれば，乾球温度 20'C ， 関係湿度 76.% の空気条件下 (E.M.C. 14.7.%) において，天然乾燥材

の場合には スギ (14.57;'1>') >プナ (13.94.%) ，また人工乾燥材の場合には，プナ (12.52.%)> スギ (12.39

5めであった。すなわち，同寸法の薄材 (5mm) であれば，スギ天然乾燥材>プナ天然乾燥材>プナ人工
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乾燥材スギ人工乾燥材となっており，本研究結果①の樹種聞の平衡合水率の大小関係と相違している。す

なわち，本研究ではスギおよびプナの 2cm 厚天然乾燥材実測含水率の全国年平均値の差は，百葉箱内で

0.8% (16.5-15.7%)，事務室内で 0.3% (12.4-12.1%) ，住居内で 0.5% (13.6-13.1%) と，いず

れもプナ材の実測含水率の方がスギ材のそれより大きくなっている。とれら 2 つの実験結果のくい遠いの

原因としては，次のことが考えられる。すなわち，薬石らの実験の全乾重量測定においては，プナ材，ス

ギ材ともに 100rv105'C 乾燥器中で約 5 日間乾燥して恒量に達したとしており，薄い小寸法の試験片を長

時間乾燥させたことにより精油分が完全に揮発し，ためにスギの合7]<:2:容が過大に算出されたものと考えら

れる。なお，本試験においてもスギの薄材は厚材より実測含水率は高いという結果が出ている。しかし，

材がさらに厚い場合には，水分lこ対する蒸発抵抗20)26) と同様の性質によって，揮発性物質の合水率に及ぼ

す影響はより少なかったであろう。しかしながら，全乾時閣を一定に設定する場合には，わずかながらも

材の厚さによる水分傾斜が残存する可能性があり，それによる含水率の影響も考慮しなければならない。

②の厚さによる差異の問題は，①でもふれた揮発成分と全乾時間との問題と不可分である。プナ材とス

ギ材を同一時間だけ乾燥して全乾とし合水率を算出したとき，薄材の場合には揮発成分が飛散しやすいた

め，スギにあっては含水率は厚材の場合より過大に算出されよう。本研究では 2 樹種の材で厚さはわずか

ふたとおりしか扱わなかったため，この問題に対してこれ以上の考究は差し控える。③については次の項

(IV-3) で言及する。

このように，含水率の算出にあたっては，材中の揮発成分の存在に対する考慮が必要であることが明ら

かになったが，そのためには，合水率の値が材中の障発成分に左右されないかまたはされにくい方法，た

とえば減圧乾燥法やカール・フィッシャー法など16) の採用も一考に値するであろう。

IV-3. 木材の乾燥前歴と吸脱湿におけるヒステレシス現象について

木材は外周空気の温湿度に対して平衡した含水率をうるが，平衡含水率に達する過程(吸湿により遣し

たか，脱湿により達したか)により，その値は異なる。

したがって，木材の平衡含水率に関する問題について取り組んでいく際には，材の前歴(その材が置か

れていた過去の複雑な環境因子，特に関係湿度との関連)を十分考慮しておかねば，真に平衡含7.1<率の問

題を究明したことにはならない。すなわち，同じ乾燥材であっても，天然乾燥材と人工乾燥材とでは乾燥

の前歴に大きな遠いがある。

前項でも若干ふれたように，木研究において人工乾燥材の実測含水率は天然乾燥材のそれより低し、水準

にあることが明らかになったが，葉石らの実験でも，スギにあっては 2.18%，プナにあっては1.42% の

差がある ζ とが認められている。

このように，天然乾燥材と人工乾燥材とでは吸11見湿のヒステレシスを異にするので，小さな外周空気条

件の変動に対し前者は高く，後者は低い水準で、平衡することになる。これは屋内，屋外ともに同じことで

あるコ

乾燥前歴の遠いによる吸脱湿ヒステレシスの現われかたは，外周空気条件の変動振幅ととくに関係があ

り，薬石らの設定した実験条件のような，たかだか 4rv5% の平衡含水率変動振幅では，天然乾燥材と人

工乾燥材の持つヒステレシス特性が著しく減少してくることはないものと思われる。

すでに示した測定結果から明らかなように，木材の平衡含水率は外周空気条件に対して天然乾燥材と人

工乾燥材とでは異なった値を示すが，地域，使用条件，樹種などによりこれらが一定した数値を示すこと
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はなく，値としては常にある幅を持った変動値で、あることがわかる。

V 要約

本研究で明らかになった主要な点を列挙すれば次のとおりである。

1. 屋外において連続測定によって得られた気候値(平衡合水率)と，既存の気候表から得られた気候

値(平衡含水率)はほぼ等しい。このことは本研究を実施した年度が，ごく標準的な気候を示す年度であ

ったことを意味する (ill-1-1) 。

2. フ守ナ材の実現.~含水率を全国 2 年間平均で見ると，

i) 百葉箱の場合

全国平均値は天然乾燥材 16.5% (範囲 18.1~14.7%) ，人工乾燥材 15.4% (範囲 17.1~13.7%) で，

岩手県が最も高u、(天然乾燥材 18.1%，人工乾燥材 17.1%) 地域であり，東京都が最も低い(同 14.9

%，同 14.2%) 地域となっている (ill-2-1) 。

ii) 事務室の場合

全国平均値は天然乾燥材 12.3% (範囲 15. 0~9. 5%) , 人工乾燥材 11. 0% (範囲 13.3~9.1%) で，

岩手県が最も高く (15.0% , 13.3%) ，北海道が最も低か (9.5% ， 9.1%) 地域である(班ー2-2) 。

iii) 住居の場合

全国平均値は天然乾燥材 13. 6~Þ (範囲 15.3~12.3%) ，人工乾燥材 11.9% (範囲 13.6~10.8%) で，

佐賀県が最も高く (15.3ßb ， 13.6%) ， 最も低いのは天然乾燥材では群馬県 (12.3%) ，人工乾燥材では群

馬県，秋田県 (10.8%) となっている (ill-2-3) 。

3. 実i則合水率は樹材種によりその値が異なり，その111員位は百葉箱内，事務室内，住居内とも同じで，

スギ天然乾燥材 (0.5cm) >プナ天然乾燥材 (2cm) >スギ天然乾燥材 (2cm) >プナ人工乾燥材 (2 cm) 

となっており， これら樹材種の全国 2 年間の平均の比は， 百葉箱内で1. 05: 1.00: 0.95: 0.94 であ

る (ill-2-4) 。

4. プナ材(天然乾燥材，人工乾燥材)の実ìJ!IJ含水率を全国的に月平均値で見ると，最高値を示す月は

百葉箱の場合 7 月，事務室の場合 7 ， 8 月，住居の場合 1 ， 7 月が最も多く，最低値を示す月は 3 位置そ

れぞれ 5， 6 月， 2 , 3 月， 4~6 月が多い (ill-2-1 ， 2 , 3) 。

5. 気候値平衡合水率と笑測含水率との差を全国平均的に見るため， Y 軸に 7 地域の月平均連続玖IJ定気

候値平衡合水率と月平均実視IJ含水率との差を， x 車由に月平均連続測定気候{直平衡合水率をとって数値をプ

ロットすると，両者の関係は近似的に直線式で表わされる (ill-3-3) 。

6. 事務室内の実測合水率は各樹材種とも百葉箱のそれよりは常に低いが，その差は外気温度の大小と

関係があり，年平均外気温の低い地域ほど差は大きく，差の最大は北海道で 6~8%差(年平均気温 5.9

'C)，最小は東京都，島根県の 2.5~4% 差(年平均気温約 15.2'C) である (ill-3-4) 。

おわりに

約2年聞にわたって，気候値および木材の含水率を測定したことにより，木材の平衡含水率lこ関してさ

まざまなことがらが明らがになった。しかし，まだいくつかの研究すべき問題が残されていると思われる。
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これらのおもなものを列記すれば下記のとおりである。

(1 ) 樹種，材の形状の違いによる平衡含水率の差違の究明(特に厚さの問題)。

(2) 屋内での位置，場所と平衡合水率との関係の究明。

(3) 不規則に変動する気象条件と各時点における平衡含水率との関係の究明。

(4) 人工乾燥による平衡含水率低下現象の究明。

(5) わが国における平衡合水率分布図の作成。

(1) に関して，まず樹種の遠いについては，従来，あまり積極的に取り上げられていなかったが，菜石

らの実験で明らかなように，一定振幅をもった空気条件の変動下で若干の差が見られたことは，不規則に

変化する空気条件の下においても，同等もしくはそれ以上の差のあるととを意味する。

本研究では，わずかに 2 樹種 2 形状の材を扱ったにすぎないので，この問題に対して深く言及するに至

らなかった。厚さについては (3) とも関連している。

(2) については，本研究では，各地域によって，暖房の有無，種類，暖房設備から試験材設置位置まで

の距離などがまちまちで，明確な結論をうることができなかった。

3) および (4) に関しては， 人工乾燥にさいしての熱効果による吸着点(あるいは結合エネルギー)

の統計的減少と，水分の吸・脱湿にともなうヒステレシス現象引の究明が，付加的な重要課題となる。その

ためには実験方法においても，気象条件の連続記録測定と，ロードセルなどを用いた試験材重量の連続測

定などの便法が採られるべきである。さらに連続測定による合水率変化を実効湿度または履歴湿度24)的な

手法で解析することによって，気象条件とのより実際的な関係を解明することが必要となろう。

(5) については，木研究で得た結果を十分検討することによって，値に適当な幅をもたせたあらいマッ

ピングは可能である。

このほかにも，速やかに解決すべき重要な問題が多々残されているが，本報告においてはこれらに対す

る早急な解決の重要性を提起するにとどめ，今後の研究成果にまつこととしたい。

なお，本研究の一環として行なった研究の 1 つである室内の位置，使用方法による木材の平衡含水率の

実態調査結果の詳細は，機会を見て発表する予定である。
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The Equilibrium Moisture Content of Wood in Japan 

Shin TERAZAWA and Hiroshi SUMI 

(R駸um�) 

During over 2 years, meteorological observation and measurement of wood moisture contentτ 

were conducted in 15 regions in Japan, and then the actual conditions of these values at the.. 
regions and the places were c1arified. The important results obtained in this research are as. 

follows: 

1. The c1imate values (temp., R.H., E.M.C.) from the continuous record in the shelter' 

were equal approximately to those from the c1imate table offεred by the Agency of Meteoro-. 

logical Observations (Table 4). 

2. From a view point of the mean actual moisture content for 2 years of BUNA wood in. 

Japan, the fo11owing facts can be recognized, that is; 

i) in the shelter: 

Concerning the air-dried wood, the m巴an actual moisture content was 16.5% (range 18.1 ,,-, 

14.7%) , and the ki1n.dried one was 15.4% (range 17.1"-'13.7%). Iwate pref. was the region. 

of the highest M.C. (air.dried wood 18.1%, ki1n-dried wood 17.1%) and T�y� Metro. was. 

the lowest (ditto 14.9%, 14.2%) of Japan (Table 8). 
ii) in the 0侃ce:

Concerning the air.dried wood, the mean actual moisture content was 12.3% (range 15.0 ,,-, 

9.5%) , and the ki1n-dried one was 11.0% (range 13.3"-'9.1%). Iwate pref. was the region 

of the highest M.C. (air-dried wood 15.0%, ki1n-dried wood 13.3%) and Hokkaid� pref. was. 

the lowest (ditto 9.5%, 9.1%) of Japan (Table 8). 

iii) in the dwelling: 

Concerning the air-dried wood, the mean actual moisture content was 13.6% (range 15.3,,-, 

12.3%) , and the ki1n-dried one was 11.9% (range 13.6"-'10.8%). Saga pref. was the region. 

of the highest M.C. (air-dried wood 15.3%, ki1n-dried wood 13.6%) and the lowest air-dried ~ 
wood was Gunma pref. (12.35￥)， the ki1n-dried one was Akita pref., Gunma pref. (10.8%) , 

of Japan (Table 8). 

3. The actual moisture content levels of 4 specimens were evid巴nt1y di任erent each other. 

The moisture grades in 3 places were a11 the same, as air-dried SUGI (0.5 cm) >air-dried. 

BUNA (2cm)>air-dried SUGI (2cm)>ki1n-dried BUNA (2cm) , and those ratio were as. 

1. 05 : 1. 00 : 0.95 : 0.94 in the shelter (Table 7, 8, 9). 
4. As to the monthly mean actual moisture content value of BUNA wood, th巴 months.

showing maximum value were July in the shelt巴r， July, August in the office, and January, 

July in the dwelling. On the other hand the months showing minimum value were May, 

June in the shelter, February, March in the office, and April"-'June in the dwelling (Apｭ

pendix 1,,-,15). 

5. The relation between the moisture di妊erence刺 (the y-axis) and the monthly mean E.M.C・

from continuous climate record (the x-axis) was nearly linear, and when we expressed the: 

Received September 20, 1969 
(1) Formerly: Drying Unit, Wood Processing Section, Wood Technology Division. 

Present1y: Nagoya Niv. of Agr. Prof. Dr. 

(2) Drying Unit, Wood Processing Section, Wood Technology Division. 
キ 1 Monthly mean E.M.C. from continuous c1imate record minus monthly mean actual M.C. ‘ 
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:relations of 4 specimens by empirical equations, they were approximately as follows: 
i) for the air-dried BUNA (2cm) , y=0_6169x-10_58 

ii) for the kiln-dried BUNA (2 cm) , y=O_ 6522x-9_ 98 

iii) for the air-dried SUGI (2 cm) , y=O. 7110x-1L 16 

iv) for the air-dried SUGI (0.5cm) , y=O. 5622x-lO. 33 

there, 10. 8~三z壬 22.0 (Table 12, Fig. 7, 8). 

6. The actuaI moisture content of 4 specimens in the shelter were always higher than 

those in the office and the di任erences between the two places were related with th巴 outdoor

.air temperature. The higher the air temperature was, the Iarger the difference was. Maxiｭ

mum difference was 6~勝 in Hokkaid� pref. (yearly mean temp. 5.90C) and minimum was 

:2.5~4% in T�y� Metro. , Shimane pref. (ditto 15.20C). The curve of the relation opened 

upwards sIightIy and was down to the right (Table 13). 

In addition to the above-mentioned facts, many other important problems remain for investiｭ

,gating in the near future. They are; 

(1) About relation between species, dimension (especiaIIy thickness) of specimen and 

:E.M.C. 

(2) About E.M.C. at various places in room. 

(3) About relation between atmospheric cIimate condition of irregular variation and E.M.C. 

(4) About reducing mechanism of E_M.C. by kiln drying. 

(5) Making up of E.M.C. distribution map in Japan. 

付表: 15地域における含水率および気候値の月平均値一覧表

Appendix: Monthly mean moisture content and climate value in 15 regions of Japan 

;説明 Explanation

1. 間歎測定値は，毎週水曜日午前9 時に測定したものを算術平均して月平均値とした。

The intermittent values show the arithmeticaI means of the data obtained by once a 

week observation (Wednesday, at 9.00 a.mふ

:2_ 連続測定値は，毛髪式自記記録計により連続測定し，温度につu、ては 3 時間ごと，関係湿度につ

いては 6 時間ごとの数値を記録紙から読み取り 1 日の算術平均値として求めた。

The continuous values show arithmeticaI means as the daily mean data obtained by the 

‘ continuous climate record with the hair type thermo-hygrometer. Namely, temperature 

(Temp.) was the value gotten at every three hours and relative humidity (R.H.) was at 

every six hours on the record paper, and the daily mean values were arithmetically obｭ

tained from them. 

:.3_ 試験材の含水率(実測含水率)は間歎測定により求め，これを算術平均して月平均値とした。

The moisture content values ((actuaI) M.C.) of the specimens show the arithmetical 

means of the data obtained by the intermittent observation_ 

-4. 平徐~Î合水率(気候f直平衡含水率)は，問歓測定の場合は 1 回測定の気候値より，連続測定の場合

は日平均気候1直より推定し，これらを算術平均して月平均値とした。

The equiIibrium moisture content values ((estimated) E.M.C.) were estimated from the 

daily mean climate date in the case of th巴 continuous observation and from one climate 

datum in the case of the intermittent observation_ The monthly mean values were arithｭ

meticaIIy obtained from them. 
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Appendix 1 北道海 Hokkaidô

ij「\寸〈 21110月 |11月同 l咋t.13 月 11 月 I~ 月 1 J~ 月 |7flB 月~I~I~I~I~IM=I~I~I~I~IA~ 

語材2υ2 五る孟Aス1frふギZ2dJA天2nUhωJ然九FhS乾普怠ZULd錫GF骨tE材F材trGおf(M r M>

14.0 16.2 17.7 19.1 19.3 19.4 18.4 17.6 15.5 15.4 16.1 17.1 叫h 

11.0 13.7 15.6 17.1 17.4 17.6 16.7 16.0 14.2 14.3 14.8 15.8 

百 12.5 14.3 15.2 15.9 16.1 16.1 15.6 15.1 13.8 14.0 14.5 15.51' 

14.2 17.3 18.5 19.3 19.2 19.2 18.4 17.9 15.9 17.1 16.9 17.5 

業 一

湖l定LiE i 
T1A TR温関e.Hm係.p湿. 度 (OC) 16.0 9.5 3.1 -1.7 -7.5 -6.1 -0.2 5.0 10.1 16. 口 21.5 23.4 

H， 度 (%) 71 80 85 82 79 82 77 71 71 73 73 72 
h本h目. 

E, È平.衡M.C食水率 (%) 13.4 17.2 18.8 18.8 16.8 17.8 14.0 

-，U制Z Sω 
16.0 15.8 14.8 14.0 13.6 

空ヨ定耐副S制自ロ
T， 温度 (OC) 自.2 1.1 -4.9 -8.5 -7.0 -2.0 2.4 11.2 15.4 18.6 21.3 

HES RT関e.Hm係.p湿. 度 (%) 81 84 86 87 86 80 75 68 75 79 85 

E霊， E平.M衡.合c.水率 (%) 16.8 18.6 19.6 20.2 19.4 16.6 15.2 13.4 14.8 15.8 18.6 

一 一
E,/E, 比

0.9E 0.99 1.04 1.20 Ratio 1.0ヲ 1.04 1. 09 0.85 1.00 1.13 1.37 

試 プナ r天ied然B乾UN燥A材 2 cm 13.3 12.1 10.3 8.7 7.2 6.0 7.1 7.7 8.5 12.6f; Air-dried BUNA (%) 9.5 11.1 
験

プナ人工B乾UN燥A材 2 叩
材含Q22 Kiln.dried BUNA (%) 9. � 9.1 8. 7.8 6.8 6.0 7.0 7.7 8.3 9.1 10.0 11.3 

事 スギ目天ed然S乾UG燥I 材 2 曲 11.9 11.1 9.S 8.7 7.4 6.4 7.2 7.7 8.3 9.3 10.7 12.0 Air-dried SUGI (%) 
水 スギ r天ied然S乾U燥材 0.5咽 9. S 率 Air-dried SUGI (%) 12.7 11.6 9.1 7.7 6.8 8.4 8.7 9.4 10.8 11.9 13.2 

す主

E歌測定1書J首“ E u ヨ
T， 温度 (OC) 20.3 23.3 21.3 17.4 16.9 26.1 23.0 23.1 22.6 20.7 23.5 24.6 

室

4u11TR関e.Hm係.p湿. 度 (%) 58 39 37 35 36 24 35 35 40 60 67 69 

a。B ヨ
E, E平.衡M.含C水.率 (%) 10.6 7.4 7.0 6.8 7.2 5.0 6.8 6.8 7.6 11.2 12.2 12.6 

理Eg 
T, ぜt皿自 j民且事2 (OC) 

HEa TR関e.Em係.p根. 度
16.2 13.1 11.7 19.2 20.6 14.8 14.2 17.6 20.2 21.8 23.8 

(%) 50 4.1 34 27 27 40 42 44 55 62 67 

E, E平.M衡￡含水率 (%) 一- 1 9. 5.61 5.61 7.81 8.21 8.21 10.0 11.2 12.21; 

可
一一一一一一

E,/E, 比 1.2 1.αコ 0.781 1. 121 1. 151 1. 211 1.081 0.89 0.92 0.97 
Ratio 

試 Aプ1rナ-dr天ied然B乾UN燥A材 2cm 13.4 14.0 13.4 13.4 13.3 12.1 11.5 11.5 11.9 12.5 13.3 14.1 
(%) 

験
プナ人工B乾U燥NA材 2 四

材サ Klln-dried BUNA (%) 
10.1 10.9 10.6 10.6 10.5 ヲ.7 9.4 9.5 9.8 10.4 11.0 12.0 

含~ Aスirギ-dr天ied然S乾UG燥I 材 2 佃 12.1 12.5 12.0 12.1 12.0 11.2 10.7 10.8 11.2 11.7 12.4 13.01; 
(%) 

住
水

Aスirギ-dr天ied然S乾UG燥I 材 0.(596咽) 率
12.8 13.4 12.8 13.2 12.9 11. 9 11. 5 11.8 12.3 13.1 13.4 14.1 

一一一一ト一一一

E時欄定1J5 包R 

T且'1'温関Re. Hm係-p 度 ("C) 19.4 14.4 13.8 10.6 12.7 17.2 15.1 15.1 16.1 19.1 23.5 24.6 
居

H, 湿度 (%) 63 68 58 57 51 42 40 49 55 66 69 69 

占

H. 

E，且 E平.衡M合.C水.率 (%) 11.4 12.8 10.2 10.8 9.6 7.8 7.8 9_2 10.2 21.4 12.8 12.6 

鎗連123 
盟 T温， RT関温e.Hm係.p湿. 度

(OC) 14.3 11.2 9.0 7.6 10.3 12.4 12.3 16.6 18.8 21. 3 23.4 ‘ 

H. 度 (%) 69 60 56 51 46 46 49 53 62 67 73 寸

E. È平.衡M合.c.水率 (%) 13.2 11.2 10.4 9.6 8.8 8. 日 9.2 9.8 11.2 12.4 13.8 

r-

E./E, 比 1.03 1.10 0.96 1.∞ 1.13 1.13 1.00 0.96 0.90 0.97 1.10 
Ratio 
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9 月|附 111月 |12月間引 2 月 I~ 月 11 月 IJ 月 IJ~ 月 I i月卜十 1~← |12月 M平19e6均a7nl1 | 1968 l 月
Sep. I Oct. I Nov.1 Dec. I Mean I Jan. I Feb. I Mar.1 Apr.1 May I Jun. [ J叫. I Aug.1 Sep. I Oct. I Nov. I Dec. Jan. 

17.2 17.8 18.0 18.8 17.6 18.7 18.3 17.7 16.6 15.0 16.2 16.6 16.1 17.2 16.3 17.0 17.9 17.0 17.9 

16.0 16.7 16.7 17.6 16.2 17.5 17.1 16.5 15.5 14.1 15.3 15.7 15.2 16.3 15.5 16.0 17.0 16.0 17.0 

15.7 16.2 16.3 16.8 15.5 16.7 16.5 16. I 15.3 14.0 14.9 17.3 14.9 15.6 15.0 15.5 16.1 15.5 16.1 

17.8 18.6 18.3 19.2 18.0 19.1 18.5 18.1 17.0 15.4 17.3 17.8 17.4 18.7 17.2 17.4 18.7 17.7 18.5 

16.3 10.6 3. I ーヲ.8 6.9 -12.4 -9.0 0.6 4.4 16.1 14.4 21.2 21.8 14.9 9.0 2.7 -6.8 6.4 -2.0 

78 73 79 87 76 83 88 78 75 64 81 81 75 78 75 84 92 80 9.0 

16.2 14.2 16.8 19.8 15.8 18.0 20.2 17.4 16.8 13.2 17.2 17.8 14.8 16.8 15.0 17.4 22.2 17.2 22.4 

」ーーーーーー

14.0 10.4 3.2 -6.7 6.0 -9.3 7.2 -2.6 5.4 13.9 15.3 20.7 20.8 14.7 8.3 -2.2 -7.4 5.9 

83 85 62 87 79 80 79 80 72 68 76 78 75 79 77 84 87 78 

18.0 19.0 17.6 lヲ.8 17.4 16.8 16.6 16.8 14.6 13.0 15.2 15.4 14.6 16.2 15.0 18.8 20.2 16.2 

ト一一一
1. II 1.34 1.05 1.00 1.10 0.93 0.82 0.97 0.87 0.98 0.88 0.87 0.99 0.96 1.α3 1.08 0.91 0.94 

12.5 11.5 10.7 8.4 9.4 7.6 7.0 7.6 8.4 9.5 1J.8 11.8 10.8 10.3 8.1 9.6 7.6 

11.3 10.6 9.9 8.1 8.8 7.4 6.9 7.5 8.3 9.3 10.41 11.1 11. 1/ 11.3 10.3 9.S 7.8 9.3 7.4 

11.8 11.1 10.3 8.� 9.2 7.8 7.3 7.7 自.4 9.3 10.51 1J.4 1J. 31 11.3 10.5 10.0 8.1 9.5 7.5 

12.9 11.7 10.9 8.4 10.1 8.4 7.8 8.6 9.4 10.5 11.9 12.6 12. 51 12.3 11.1 10.5 8.1 10.3 8.2 

一
20.0 21.0 18.8 19.6 21.7 14.7 22.0 20.S 20.4 21. 3 17.9 23.1 21.2 21.8 19.6 20.6 19.1 

64 46 41 36 46 45 30 34 40 55 67 72 72 1 60 50 44 35 50 35 

12.0 8.6 7. 81 7.2 8.8 9.8 5.8 6.8 7.6 10.2 12.6 13.4 13.81 1J.2 9.2 8. 21 7.C ヲ.6 7.2 

トー一
18.8 18.5 12. 31 13.2 17.9 14. 21 18. 日 15. 11 15.4 19. 11 20.1 24.7 23.9 19.4 17.0 11.2 12.3 17.6 

63 57 42 34 47 42 32 42 45 50 60 65 63 63 53 50 41 51 

l し 2 9.8 8.61 6.8 8.8 8.0 6. 41 8. 01 8.41 9.2 

λ同
11.4 11. 81 9.1 9. 21 8.0 9.4 

トー一一一一一一

0.93 1.14 1 ・ 101 0・ 94 1.αコ 0.8 21 1.1 01 1.11 0.83 1.0 51 1.0 71 1.1 21 1. I~ 0.98 

14.1 13.6 13.3 13."1 12.9 13.3 12.9 12.7 12.2 12.1 13. I 13.5 13.3 14・ 01 以 5 12.9 12.1 13.0 12.3 

12.4 12.0 11.7 11.6 10.8 11.7 11.3 11.2 10.8 10.8 11.7 12.0 11.9 12.5 12.2 11.5 !0.9 11.5 1J.0 

13.1 12.6 12.4 12.2 11.9 12.3 11.9 11.8 11.5 11.5 12.3 12.7 12.4 13. I 12.7 12.1 11.4 12.1 11.5 

14.2 13.4 13.3 13. I1 12.9 13.3 12.9 12.7 12.3 12.3 13.6 13.9 13.7 14.3 13.7 13.0 12.2 13.2 12.5 

19.1 16.8 15.3 10. 41 17. I 7.9 8.9 10.0 15.9 19.2 17.2 23.1 24.0 19.3 15.6 15.7 15.0 16.0 11.5 

68 57 56 51 56 55 50 48 50 56 73 75 70 69 61 52 48 59 55 

12.8 10.4 10.2 9.61 10. 41 10.6 9.4 9.2 9.2 10.2 13.8 14.6 13.2 13.2 1J.2 9.8 8.8 11.2 10.8 

17.8 16.5 1J.9 8.51 14.8 6.8 8.2 10. I 13.5 17.7 18.1 22. 9123.3 18.1 10.9 12.4 11. 11 14.4 

71 67 59 56 58 50 46 41 49 55 64 68 65 70 65 57 51 57 

13.4 12.4 10.8 10. 61 10.9 9.6 8.8 7.8 9.2 10.2 11.8 12. 41 11.8 13.2 12.0 10.6 9. 61 10.6 

一 」一ーーーーー

1.05 1.19 1.06 1.1 01 1.04 0.91 0.94 0.85 1.α3 1.∞ 0.86 0.85 0.89 1.α3 1.07 1.08 1.09 0.95 
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Appendix 2 秋田県Akita:

ii卜\df 1965 11 月 I~月|判 2 月 I~ 月 11 月10月
M5a月y 

8 月 S9e月p. Oct. Nov. I Dec. I Jan. I Feb. I Mar. I Apr. Aug. 

詰事 Z馳孟AプスwL二ギ2ナdd天λ五耐x岡A然F工sS箆E麓田普U「媒sGV燥NZ材A材uoお凶附2k岨m m 

17.7 18.3 18.7 18.7 18.5 18.0 16.8 16.7 16.7 19.6 18.8 18.1 

15.7 16.4 17.0 16.9 16.7 16.3 15.2 15.0 15.1 18.2 17.7 17.2 

百 16.7 17.2 17.6 17.5 17.2 17.0 16.1 15.8 16.0 18.6 18.0 17.5 

19.0 19.9 19.7 19.6 18.8 19.1 18.5 17.5 17.7 20.6 19.4 19.0 

葉 ー一一ート一一一ー

撤間浪IJ去百ω E 
TaE T温関em係p 度 (OC) 12.0 7.1 1.5 -3.9 。 3.0 10.0 12.8 18.5 21.0 25.2 18.2 

H, 湿度 (%) 89 65 79 80 59 90 72 74 71 84 80 82 
時本目 R.H. 

定~ω a 民主題主:7]c率 (%) 20.8 13.8 17.6 18.4 11.2 22.0 15.2 15.2 13.8 18.6 16.2 17.0 
E M 

II 連盟 T，3R関iT量e.Hm係.p湿. 度 (OC) 11.1 4.5 -0.6 -4.0 -2.8 1.3 7.3 12.3 16.8 19.1 23.5 17.2 α3 

続 i H. 度 (%) 81 80 83 80 7ヲ 73 71 71 75 83 82 自5

決定uδ 苫 E. 平衡さ干率 t予~) 18.4 17.2 16.8 14.8 14.2 14.2 14.8 17.2 17.0 17.6 E.M 

E,/E, 比 0.821 1.25 1.05 0.93 1.50 0.67 0.93 0.93 1.07 0.92 1.05 し 04Ratio 

試 プナ r天ied然B乾UN燥A材 2 四 12.6 10.3 9.8 9.6 9.3 9.2 9.3 11.0 11.8 14.6 15.0 14.3 
験

Air~dried BUNA (%) 

プナd人rie工dB乾U燥NA材 2 佃 10.2 8.9 8.7 自.5 8.3 8.3 8.4 9.7 10.3 12.5 13.6 13.0 
材含t=4= 

Kiln.dried BUNA (%) 

事 スギr天ied然S乾UG燥I 材 2 叩 12.6 10.9 10.3 10.1 9.8 9.8 9.7 11.2 12.0 14.5 14.8 14.1 Air.dried SUG1 (%) 
水 ス rギ.dr天ied然S乾UG燥I 材 0.5岨 13.0 10.9 10.5 10.4 10.3 10.2 10.3 12.4 13.0 16.2 15.8 14.9 率 Air.dried SUGr (%) 

ト一一育事

・F測RSi1 = 中A1 TR温関e.Hm係.p湿. 度 19.6 22.0 19.5 ("C) 18.4 18.6 14.8 12.5 13.9 15.3 17.8 15.9 25.5 

H， 度 (%) 54 45 44 46 42 50 52 64 69 80 79 75 
室

ιE'， E平.M衡合・1水率 14.8 (%) 10.0 8.5 8.4 8.8 8.0 9.2 9.8 11.8 12.8 16.8 15.6 定H

ト一一一

v空訟荒-g Zロ2 Tgz T温関Re. Hm係.p湿. 度 ("C) 18.8 17.1 13.2 11.0 11.8 14.4 17.9 18.0 21.0 22.8 26.0 20.9 

H. 度 (%) 62 50 48 46 44 41 43 58 64 74 74 68 

誤定1I 晋δ 
E. E平.衡M含.C.水率 (%) 11.4 9.2 9.2 8.8 8.4 7.8 8.2 10.8 11. 6 14.2 14.2 12.6 

E./E, 上ヒ 1.14 1.08 1.10 1.00 1.05 0.85 0.84 0.92 0.91 0.85 0.91 0.85 Ratio 

試 プナ T天ied然B乾UN燥A材 2 叩 12.8 12. 11 12.4 11.7 11.7 11.4 11.2 11.2 12.1 14.2 14.3 14.0 
験

Air-dried BUNA (%) 

プナ人工B乾UN燥A材 2 佃 9.7 9.2 9.4 9.0 9.0 8.8 8.8 8.9 9.4 11.5 12.5 12.3 
材Q Kiln-dried BUNA (%) 

合冨 ス rギ-dr天ied然S乾UG燥I 材 2 咽 12.5 11. 81 12.1 11.6 11.4 11.3 11.2 11. 41 12.3 13.8 13.9 13.6 
Air-dried SUGr (%) 

住
水 スギ天然S乾UG燥I 材 0.5佃 12.9 12. 41 12.4 12.0 12.0 11.5 11.7 12. 11 12.7 15.1 14.7 14.4 
率 Air.dried SUGI (%) 

卜一一一 卜一一一 「一一一一

T， 温度 ("C) 17.6 13.3 ヲ.6 11.6 13.5 14.2 16.3 20. 61 22. 61 22.3 26.3 20.2 
居 HET関em係p湿. 度

52 55 53 55 64 81 78 75 (%) 66 60 59 54 

""  国s 
R.H. 

E， 平衡合水率 (%) 12.6 11. 21 11.0 10.0 9.6 10.2 10.2 9.81 11. 61 16.6 15.6 14.6 

Q ω E 
E.M.C. 

連 m T. 温度 (OC) 17.4 13.8 9.5 9.1 12.6 13.7 15.4 19. 91 22. 01 23.6 26.8 21.0 

続 i HET関em係p湿. 度
(%) 62 58 61 51 51 50 50 58 65 75 74 70 

測吉 R.H. 

定3 E. 平衡含水率 (%) 11.2 10. 61 11.2 9.6 9.6 9.2 9.2 10. 61 11. 81 14. 21 14.2 13.2 
E.M.C. 

一E.!E, 比 0.89 0.9 51 1.02 0.9 61 1.00 0.90 10. 21 1.08 1.02 0.86 0.9 11 0.90 
Ratio 
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N1 1o月v. || D12配月. 

1966 

「 |ll 必|ほ|叫ef.| 判 ω|ほ|単O10c月t. M平e均an l 月 3 月 4 月 5 月Jan.F2e月b. I Mar. I Apr. I May 

18.6 18.9 19.7 18.3 19.6 18.1 18.2 16.6 15.4 16.1 17.0 17.0 17.5 17.3 17.6 18.8 17.4 

17.6 17.8 18.7 16.9 18.7 17.1 17.5 15.7 14.5 15.3 16.2 16.2 16.7 16.5 16.8 18.0 16.6 

17.8 18.0 18.6 17.3 18.5 17.4 17.7 16.4 15.3 15.8 16.6 16.6 16.9 16.7 17.0 17.9 16.9 

18.1 18.6 19.7 18.9 19.6 17.7 18.2 15.5 14.8 15.7 16.8 16.5 17.3 17.2 17.6 19.3 17.2 

一 トー一一

14.5 5.0 -2.9 10.1 -4.1 -2.7 0.6 9.6 18.3 21.0 24.8 25.1 18.4 10.1 8.2 1.6 10.9 

75 75 57 75 82 83 77 60 61 69 75 73 81 78 76 87 75 

16.4 16.6 11.2 16.0 18.2 18.4 16.E 11.8 l し 2 12.8 14.2 14.6 16.8 16.2 16.4 19.8 15.6 

一一 トー一一一 ト一一一一トーーーー

12.4 4.4 3.2 8;7 -5.0 -3.8 1.2 7.6 14.2 17.9 22.3 23.3 18.4 10.9 4.2 -1.6 9.1 

86 90 90 80 85 81 79 66 64 73 ω 79 77 76 77 82 77 

19.6 22.0 22.0 17 , 2 19.6 17.6 16.8 13.2 12.2 14.0 16.2 15.8 14.8 15.2 16.0 17.8 15.8 

1.20 1.33 1.96 1.08 1.08 0.96 1.00 1.12 1.09 1.09 1.14 1.08 0.88 τ:1τ41τ。 1.01 

14.0 11.6 10.5 11.7 10.0 9.3 e.9! 9・ 0 10.5 11.5 12.8 13.5 13.4 12.7 11. 話 10.1 11.1 

12.7 10.8 9.8 10.5 9.6 8.8 8.5 8.6 9.9 11.0 12.tl 12.6 12.6 12.0 10.6 9.6 10.5 

13.9 11.8 10.9 11.9 10.5 9.8 9.4 9.5 10.1' 11.8 12.9 13.5 13.3 12. t 11.5 10.5 11.4 

14.2 11.8 10.9 12.5 10.7 9.8 9.7 9.9 11.5 12.8 13.8 14.5 14.1 13.2 11.6 10.7 11.9 

ト一一ト一一一

一
ト一一一ト一一一 一 トー一一 ト一一一ト一一一

16.9 1 も.9 12.3 17.3 11.4 14.9 14.5 19.5 19.3 22.0 25.5 25.2 三0.1 13.7 17.4 13.7 18.1 

68 48 43 60 45 38 44 47 57 66 71 73 74 61 48 47 56 

12.6 8.8 8.2 11.4 8.6 7.2 8.4 8.8 10.4 12.2 12.e 14.2 14.0 11.2 8.8 8.8 10.6 

一 ト一一一 トー一一一
17.7 16. も 10.5 17.4 9.4 12.3 14.5 17.7 19.4 22.0 26.1 26.3 21.8 16.9 14.8 11.4 17.7 

68 47 42 56 44 35 41 45 54 61 66 64 65 58 45 43 52 

13.0 8.8 8.2 10.6 8.4 7.0 7.8 8.4 9.8 10.8 11.8 12.6 11.8 10.6 8.6 8.2 9.8 

一一 ト一一一一 ト一一一

1.03 1.00 1.∞ 0.93 0.98 0.97 0.93 0.95 0.94 0.89 0.,92 0.89 0.84 0.95 0.ge 0.93 0.92 

14.2 12.4 12.2 12.6 12.2 11.7 11.8 11.5 11.5 12.2 12.9 13. 13.6 12.9 12.3 12.0 12.3 

12.5 11. ) 11.0 10.4 11.0 10.5 10.7 10.5 10.5 11.1 11.7 12.2 12.3 11.7 11.2 10.9 11.2 

13.8 12.4 12.3 12.4 12.2 11.7 11.8 11.7 11.8 12.4 13.0 13.4 13.6 13.0 12.4 12.1 12.4 

14,8 12.6 12.5 13.0 12.8 12.0 12.3 12.1 12.2 13.1 13.7 14.2 14.4 13.3 12.9 12.6 13.0 

一 ト一一一 ト一一一一

18.6 14.1 9.4 17.5 9.9 12.9 12.6 14.8 20.1 22.8 26.6 26. 20.5 15.5 16.3 11,2 17.5 

68 56 54 62 61 49 49 53 57 67 69 73 74 60 62 56 61 

12.8 10.4 10.2 11.8 11.2 9.2 9.2 9.8 10.4 12.4 12.6 13.8 14.4 10.8 11.6 10.2 11.2 

ト一一一一 ト一一一

17.6 14.7 9.7 17.2 7.8 9.9 11.2 15.1 18.8 21.1 25.4 26.2 21.3 14.9 13.1 10.3 16.3 

66 57 53 60 56 47 55 51 59 65 69 70 69 66 55 53 60 

12.4 10.6 9.8 11.2 10.4 8. t 10.2 9.4 11.0 11.8 12.6 13.0 12.8 12.4 10. 9.8 11.0 

0.97 1.02 0.96 0.95 0.93 0.96 1.11 0.96 1.06 0.95 1.αコ 0.94 0.89 1.15 0.88 0.96 ¥).98 
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Appendix 3 岩手県 lwate 

~I~ 年月位置~I ~-~ 同 11月 |12月間 1 ;，月卜月 I~ 月 I~ 月 I J~ 月 II 月 12419 月~I~I~I~I~IM=I~I~I~IMI~~I~ 

LKAプスEIAr凶ナギdd品x人大nMe物工然d S後B乾UUdシG燥燥NtEA材材材《剖A<229Z6咽佃) 

17.1 17.1 18.4 18.1 17.9 17.7 16.7 16.1 17.6 20.7 21.1 19.1 
試験

14.0 14.7 16.0 16.1 16.0 15.8 14.5 14.7 16.0 19.2 20.0 18.4 
材含 . 

百 水率EEJ Z 15.7 15,8 16.9 16.7 16.6 16.4 15.4 15.2 16.5 19.3 19.9 18.2 

Aスirギ.d天rie然d 5乾U燥GI材 0.5国 19.1 19.6 20.5 19.5 19.4 19.4 17.8 18.0 18.9 21.6 21.4 19.7 
(%) 

一一一一ト一一一
業

測間欧芸苦E 
T. 温度 (OC) 0.3 4.2 8.8 12.9 18.2 2 し 6 22.5 18.8 13.3 7.3 1.3 2.4 

ZiT関em係p湿. 度
(%) 80 71 80 66 51 81 60 67 67 78 90 77 

箱
R.H. 

E. 平衡含水率 (%) 16.8 15.6 18.8 12.6 9.8 17.4 11.8 12.6 12.6 16.8 21.0 15.2 
ぃω 定￡ E.M.C. 

一』UH a3 J 

:i T，湯 RT温関e.Hm係.p湿. 度 (OC) 

J五度 (%) 

ゐ ZET率 (%) 

ト一一一一

E./E. 比
Ratio 

試 プrナ.dr天ied然B乾UN燥A材 2 四 13.9 14.0 14.7 14.9 14.8 14.6 13.4 13.7 14.2 16.1 16.6 15.3 
験

Air.dried BUNA (%) 

プナ人工乾 N燥A材 2 四 10.7 11.1 11.8 12.0 11.9 12.0 10.8 11.1 11.7 13.9 15.0 14.0 
キオ<:.! Kiln.dried BUNA (%) 

事 含::E スギ天然乾燥材 2 叩 12.7 12.8 13.2 13.4 13.2 13.5 12.3 12.6 13.1 14.8 15.1 14.1 
Air.dried 5UGI (必〉

水 スギ天然乾燥材 0.5咽 12.9 14.1 15.0 15. 1 15.1 15.0 13.6 14.1 14.6 17; 1 17.3 15.6 
率 Air.dried 5UC;I (%) 

T吾
間百 T. 温度 10.8 3.2 -0.5 1.8 5.0 11.8 14.3 18.9 21.8 23.4 19.4 (OC) 14.2 

mT関em係p湿. 度
(%) 70 71 77 65 63 75 59 66 68 78 85 74 

室 R.H. 

E. 平衡含水率 (%) 13.4 14.2 16.0 12.6 12.4 15.2 11.6 12.2 12.8 16.6 18.3 14.2 
8 E.M.C. 

思
。

T.温 TR温関e.Hm係.p湿. 度 (・C)

H. 度 (%) 

E. E平.衡M合.C水.率 (%) 

E,/E. 比
Ratio 

試 プナ天d然B乾UN燥A 材 2 叩 14.1 14.4 15. 51 15. 71 15.2 14.7 13.8 13.5 13.5 14. 81 14.7 14.4 
雪量

Air-dried BUNA (%) 

材含υ ::E 
Kプilナn-d人rie工dB乾UN燥A材 (2%四) 10.7 11.7 12. 51 13.0 12.6 12.3 11.6 11.4 11. 3 12. 5 、 12.8 12.6 

ス rギギ-dr天天ied然然S乾乾UG燥燥I 材材。 2 叩 13.1 13.3 14. 11 14. 11 13.7 13.4 12.8 12. 61 12.8 13. 81 13.8 13.5 Air-dried SUGI (%) 

住
7)� 

Aスirギ.dr天ied然S乾UG燥I.(5%咽) 14.7 15.1 15. 91 15. 41 15.3 15.0 14.1 14. 41 14.0 15. 31 15.1 14.8 率

居 間時苦 T， 温度 (OC) 12.8 8.8 2.51 -0.8 1.2 5.9 8. 51 13. 61 18.7 22. 71 23. 51 18.7 

mA TR関e.Hm係.p. 湿度
(%) 74 72 78 74 69 68 61 70 70 76 84 73 

目言 測量白 E且， E平.M衡.含C水.率 (%) 14. 61 14. 21 16. 21 15. 01 13. 21 13~ 21 11. 81 13. 41 13.2 14. 81 17. 61 13.8 E 定同

Tag T温関Re. Hm係.p湿. 度 (OC) 

H. 度 (%) 

定 aE窓会干率 (必)

ト一一一一

E./E, R比atio 
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|||寸6711|||| ll 附10月 11 月 12月平均 l 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 O10c月t. N1 1o月v. D12配月.IM平e均an 
Oct. I NOV.I Dec. I Mean I Jan. I Feb.1 Mar.1 Apr.1 May I Jun. I Jul. 

20.4 18.6 18.3 18.5 18.2 17.2 16.8 16.7 15;3 17.2 18.5 18.4 19.9 17.7 17.3 19.4 17.7 

19.5 17.8 17.5 17.1 17.5 16.6 16.3 16.2 14.ﾇ 16.7 17.8 17.5 19.1 17.2 16.8 18.8 17.1 

19.2 17. ヲ 18.1 17.4 17.7 17.0 16.9 16.7 15.4 16.9 17.8 17.5 18.7 17.3 l 晶.9 18.4 17.3 

20.5 18.3 17.7 19.4 18.4 17.5 17.1 16.9 16.4 18.7 19.8 19.8 20.8 18.3 18.0 20.6 18.5 

12.0 3.8 5. I 9.6 -6. I -2.8 -0.5 8.7 16.( 18.6 22.5 22.4 15.9 10.2 6.7 1.2 9.4 

83 73 63 71 66 63 55 50 69 72 81 79 89 76 75 87 72 

19.2 15.6 12.2 14.8 12.8 12.8 10.4 9.6 13.1 13.8 16.6 17.0 21.4 15.2 17.0 20.0 15.0' 

16.3 15.4 15.1 15.0 15.1 14.8 14.8 14.9 14.0 14. I 14.8 14.9 15.6 14.6 14.7 15.7 14. ゚; 

14.9 14. I 13.9 12.9 13.8 13.6 13.5 13.5 12.9 13.0 13.7 13.8 14.4 13.5 13.6 14.4 13.6 

14.9 14.3 14.0 13.8 13.8 13.6 13.6 13.7 13.2 13.3 13.9 13.9 14.4 13.6 13.6 14.3 13.7 

16.5 15.3 15.1 15.4 15.0 14.7 14.7 14.8: 14.2 14.4 15.4 15.3 15.8 14.6 14.8 16.0 15.0' 

13.3 6.0 -1.5 11.1 -0.6 0.5 1.1 9.8 16.7 19.9 23.9 23.2 17.9 12.5 7.6 3.7 11. 4 

77 71 55 70 72 59 54 62 73 70 79 80 81 67 70 76 70 

15.8 14.4 10.6 13.8 14.6 11.4 10.4 12.2 14.2 13.0 15.8 16. e 17.0 12.6 14.0 15.2 14.0' 

ー一一一一トーー一一 ト一一一一

15.3 15.1 14.9 14.6 14.8 13.9 13.8 13.7 12.1 12.3 13.0 13.( 14.3 13. ヲ 14.2 15.0 13.7 

13.3 13.2 13.1 12.:': 12.8 12.1 12.1 12.0 10.9 11.1 11.7 11.7 12.8 12.5 12.8 13.4 12.2・

14.2 14.1 13.8 13.6 13.5 12.9 12.9 12.8 11.7 11.8 12.4 12.5 13.4 13.1 13.3 13.8 12.8 

15.6 15.1 15.0 14.9 14.8 13.6 13.6 13.5 12.3 12.8 13.4 13.3 14.5 13.9 14.2 14.6 13.7 

12.6 5.6 一 1.8 10.7 -4.1 1.2 1.0 8.7 16.9 19.8 24.1 23.5 16.8 9.7 7.1 2.6 10.4 

78 76 66 72 75 60 62 57 64 67 74 74 81 74 73 74 70 

16.2 15.2 13.0 14.2 15.0 11.6 11.8 10.8 11.8 12.4 14.2 14.2 16.8 14.6 14.2 15.0 13.6 

卜一一一一 トーー ト一一一一 一一一一一ト一一一一 一一一一一一一

「一一ー ヤ一一一一
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Appendix 4 群馬県 Gunma 

生 1------ぐE21乙置�.. 判 l明卜月 l12月 1 ~引 2 月 I~ 月 1445月!日:17 月 I~ 月~1~1~~I~I~I~IM=IA~I~I~I~I~~ 

五五AZス1止品ιr百ギd品五天riedまJ物然S鵠Z覧ULJG骨保viI材J材4〈M窃a32>Z z 阻
17.0 17.2 16.8 16.2 14.4 13.5 15.4 15.6 15.3 17.3 19.6 18.6 

f 
14.1 15.5 15.1 14.6 13.0 12.4 14.2 14.4 14.2 16.4 18.8 17.9 

百 16.1 16.3 16.0 15.5 14.1 13.5 15.0 15.3 15.2 16.7 18.7 17.9 

19.5 19.0 17.6 16.8 14.4 14.0 16.7 17.2 15.8 18.1 21.2 20.0 

ト一一一一
莱

T， 温度 ("C) 22.0 24.3 25.0 20.0 16.3 13.3 7.6 5.3 7.6 10.5 12.5 18.1 

zA TR関e.Hm係.p根. 度 (%) 73 72 52 56 46 41 72 55 52 70 83 81 
箱 .H. 

E, E平.M衡心合水率 (%) 15.8 14.0 9.8 10.6 9.0 8.0 12.6 10.4 9.8 14.0 17.4 16.4 
制h ω 

咽Mgω 3 

手一測疏定冒S g Z回2 

Tgz T関温em係p湿. 度度 (OC) 

H2 R:H: (%) 

E, E平.M衡・含l水率 (%) 

E,/E, 上t
Ratio 

試 プナ天ied然B乾UN燥A材 2 四 13.7 12.7 12.6 11.9 10.9 10.1 10.3 10.7 11.3 12.6 14.4 14.0 
験

Air-dried BUNA (%) 
プ白ナ人工B乾UN燥A材 2 叩 10.8 10.4 10.4 9.9 9.3 8.8 9.0 9.5 9.9 10.9 12.5 12.5 

材υ KiIn.dried BUNA (%) 

事 含::E スギ天ied然S乾UG燥I 材 2 cm 13.2 12.3 12.3 11.7 10.9 10.3 10.4 10.8 1/.4 12.5 14.1 13.8 Air-dried SUGI (%) 
7Jc スギ天然乾G燥I 材 0.5cm 13.9 12.8 12.6 12./ 1/./ 10.6 10.8 11.5 1/.8 13.0 14.9 14.5 
率 Air.dried SUGI (%) 

一 一ー一一一ト一一一一7主

敬測定間宮語i @ E 

T, 温度 (OC) 13.0 10.2 14.3 13.9 18.7 22.9 24.9 25.5 22.3 17.1 15.2 12./ 
Tem係p. 

H， 関湿度 (%) 69 61 55 58 37 41 47 55 53 67 81 猷3

室 R.H. 
E 平衡含*率 (%) 13.6 11.2 10.2 11.0 7.4 8.2 8.8 10.2 9.8 12.4 16.6 16.2 

ω u , E.M.C. 

唱。

連続g 2 T2 T温関em係p湿. 度 (・C)

H, 度 (%) 
誤ll3苫

R.H. 

品平衡さヂ率 (%) 
定 E.M 

E,/E, 比
Ratio 

試 プナ天然乾燥材 2 四 13.2 1/.8 12.1 12.2 11.9 11.1 11. 7 11.7 11.3 12.6 13.8 13.2 
験

Air-dried BUNA (%) 
プナ人工乾燥材 2 四 10.4 9.8 10.0 10.1 9.9 9.4 9.8 9.8 9.6 10.6 11.7 11.4 

材υ KiIn.dried BUNA (%) 

含::E スギ天然乾燥材 2 皿 13. 31 12. 11 12. 41 12.4 12.2 11. 61 12.0 12.1 11.7 12.8 13.9 13.3 
Air-dried SUGI (%) 

住
水 スギ天然乾燥材 0.5岨 13. 61 12.0 12.5 12.5 12.0 11. 31 12.1 12.1 11.5 13.1 14.1 13.7 
率 Air.dried SUGI (%) 

ト一一一一

問苫 T, 温度 (OC) 21. 01 16. 81 13.8 9.6 4.1 5.8 9.7 13. 自 19.1 23.0 26.0 26.4 
居 歎号ω HKT関em係p湿. 度

(%) 59 60 48 47 45 65 58 59 69 74 75 66 

-ー回目ー 定誤ll￡ 包
R.H. 

E， 平衡含水率 (%) 12. 61 10. 81 11.6 9.2 9.0 8.6 12.6 10.8 10. 41 13.0 13.8 14.2 

占
E.M.C. 

ト一一一一一

主醜百
T. 温度 (OC) 

H，aTR関e.Hm係.p湿. 度 (%) 

E. Ê平.M衡.含C水.率 (%) 
定

トーーーー

E./Et 
比

Ratio 
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9 月 |10月 |11 月 112月|鴇|叶 2 月 I~ 月 11 月 I~ 月 1 J~ 月 I J.月 Il 月 I~ 月 |10月 |11 月 112月 1967 

Sep. I Oct. I Nov. I Dec. I Mean I Jan. I Feb. I Mar. I Apr.1 May I Jun. I Jul. I Aug.1 Sep. I Oct. I Nov.1 D田. M平e均an 

19.4 18.1 17.0 15.3 1 色.6 13.8 14.6 14.0 14.5 15.3 15.6 18.4 17.5 19.1 18.3 17.0 16.2 16.2' 

18.6 17.3 16.2 14.5 15.7 13.2 14.2 13.5 14.0 14.8 15.1 17.7 16.9 18.5 17.8 16.4 15.7 15.7' 

18.3 17.3 16.5 15.0 16,0 13.9 14.5 14.1 14.6 14.9 15.4 17.6 16.9 18.2 17.6 16.5 16.0 15.8, 

19.6 18.6 17.2 14.4 17.3 13.5 15.6 14. 15.2 16.5 16.5 19.5 18.9 20.1 19.7. 17.7 16.9 17.0' 

21. 1 16.5 10.6 4.0 14.8 1.0 2.6 5.6 11.7 19.3 22.4 24.4 25.8 20.7 14.3 11.6 6.5 13.8' 

75 75 65 41 63 48 58 41 55 61 65 80 79 84 83 64 61 65 

15.2 15.6 13.4 8.0 12.4 9.4 11.2 9.0 11.6 12.2 12.4 16.8 15. f 18.E 18.2 12.8 11.6 13.2 

一

14.3 13.4 12.5 10.7 12.1 10.0 9.8 10.0 10.4 11.0 11.5 13.5 13.2 14.0 13.6 12.7 12.1 11. 8-

12.8 12.1 11.3 9. 日 10.7 9.3 ヲ.1 9.3 9.7 10.2 10.7 12.3 12.0 12.8 12.5 11.7 11. 10.9・

14.0 13.2 12.4 10.9 12.1 10.3 10.1 10.3 10.6 11.2 11.7 13.3 13.0 13.8 13.3 12.5 12.1 11.9・

14.3 13.7 17.6 10.9 12.5 10.3 10.4 10.6 11.2 11.7 12.2 14.0 13.6 14.3 13.9 12.8 12.4 12.3' 

h一一一一

23.0 18.6 14.0 10.2 17.4 6.7 7.9 12.0 14.0 19.9 23.2 25.1 26.3 22.4 15.6 15.3 9.1 16.ι 

71 66 56 37 58 37 42 40 51 60 63 75 75 77 72 55 51 58 

13.8 12.6 10. , 7. 11.2 7.4 8.2 7.8 9.8 11.0 11.6 14.6 14.6 15.2 13.8 10.2 9.8 11. 2: 

ト一ー一一一トー一一一

13.6 12.9 12.8 12.6 12.4 11.9 11. 7 11.4 10.9 10.9 11.4 12.8 12.7 13.6 12.7 12.5 12.6 12.1 

11.9 11.4 11.4 11.2 10.7 10.6 10.5 10.3 10.0 10.0 10.4 11.6 11.5 12.3 11.6 11.4 11.4 l し 0・

13.6 13.0 13.0 12.7 12.7 12.2 12.1 11.9 11.6 11.5 11.9 13.1 13.0 13.7 12.8 12.7 12.7 12.4 

13.7 13.2 13.0 12.6 12.7 11. 9 12.0 11.5 11.6 11.4 11.9 13. 13.4 14.0 13.0 12.7 12.7 12.5, 

ト一一一一

23.4 17.7 10.1 4.9 15.3 1.1 4.0 6.2 12.7 18.9 24.1 25.5 26.6 22.7 15.5 12.4 5.0 14.ι 

72 66 60 53 62 46 50 44 53 59 59 74 76 76 68 62 5.9 61 

13.6 12.2 11. 21 10.0 11.6 9.0 9.8 8.6 9.8 10.8 10.f 14.2 14.e 14.8 12.8 11.8 11.2 11.6 

トー一一
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Appendix'5 東京都 T�y� 

ωυ 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月iω卜\長119651111オ仏 Oct.Nov.Dec.Jan.Feb.Mar.Apr.May Jun.Jul.Aug.59e月p. 

Lk孟プスhA九ナギaA天人五rLm然F情工d!品乾乾四JJ燥燥VT材A材UELC倒25お四叩0凪
14.5 15.01 14.9 13.7 13.3 14.9 14.81 14・ 71 15.81 17.1 16.0 16.7 

13.6 14.1 14.0 12.9 12.6 14.1 13.9 13.8 14.9 16.2 15.2 15.9 

百 13.7 14.2 14.1 13.1 12.7 14.1 14.0 14.0 14.8 16.1 15.1 15.5 

Air.dried SUGr (%) 14.8 16.2 16.0 14.0 14.1 16.3 15.'2 15.2 16.4 18.4 16.9 17.1 

葉

1測定2Ji E 

TA , T温関em係p湿. 度 C'C) 23.8 24.8 27.6 23.4 19.0 14.2 8.0 6.7 8.5 10.4 15.8 18.1 

Hl 度 (%) 67 57 66 49 57 60 59 57 66 80 73 69 
箱 R.H. 

E且1 È平.M衡.含C.水率 (%) 12.6 10.8 13.8 9.2 10.6 11.6 11.2 11.6 12.0 16.4 13.8 13.2 

.~ω 3 

述統g 2 Ta 温度 ('C) 17.1 13.2 6.9 4.0 7.3 9.2 13.4 17.1 20.2 24.4 26.61 22.9 
H2T関em係p湿. 度

(%) 69 68 66 61 62 60 68 71 81 84 79 83 

i定則3苫
R.H. 

E，諸 E平.衡M含.C水率 (%) 13.2 13.4 13.2 l し 8 12.2 11.8 13.4 14.2 17.2 17.8 15.8 18.2 

Ea/E, 比 1.05 1.24 0.96 12.81 1.15 1.02 し 20 1.22 12.0 1.09 リi 1・ 38Ratio 

試 プナ天d然B乾:UN燥A材 2 国 12.2 9.4 8.5 9.9 10.2 11.1 12.8 13.8 12.7 13.3 
験

Air.dried BUNA (%) 

プナd人rie工dB乾UN燥A材 2叩 9.9 10.1 9.0 8.6 8.0 9.1 9.4 9.9 11.4 12.6 11.7 12.3 
材含E24 2 

Kiln.dried BUNA (%) 

事 ス rギギ.dr天天ied然然S乾乾UG燥燥I 材材。 2 岨 12.0 12.2 10.7 9.8 9.1 10.0 10.2 11.0 12.6 13.4 12.4 13.0 Air.dried SUGr (%) 
7)C ス r天ied然S乾UG燥I .5田 12.4 12.7 11.0 10.1 ヲ.6 11.1 11.4 12.0 13.5 14.1 13.4 13.9 率 Air:.dried SUGr (%) 

務
間苫 Tl 温度 ('C) 12.4 23.3 25.1 27.5' 23.0 18.0 14.8 12.8 12.9 12.4 17.1 17.5 
歌昔ω 目u1TR関e.Hm係.p湿. 度 (%) 71 62 58 47 46 70 65 61 67 76 72 71 

室 測ロ担
E, Ê平.衡M.含C水率 13.2 (%) 13.4 12.0 10.8 8.8 8.8 13.8 12.0 11.4 12.2 14.4 13.2 

8 定円

担。

迷続宮2 T. ~主度 ('C) 18.4 15.5 12.9 10.3 12.5 14.2 17.3 19.5 21.6 26.1 28.6 24.9 

的関m係p湿. 度
(%) 66 64 53 48 51 59 61 59 71 72 67 71 

測定.。5 
R.H. 

ゐ平衡計率 (%) 12.2 11.8 9.8 9.0 9.8 10.8 11.2 10.8 13.2 13.2 12.2 13.4 
E.M 

E,/El 比 0.98 0.91 1.02 1.11 0.78 0.93 0.95 1.08 0.92 0.92 1.02 
Ratio 

試 プ ナ rt天人ieied然工dBB乾乾UUNN燥燥AA 材材 2 田 13.1 13.6 13.7 13.8 13.4 13.6 13.5 12.9 13.5 14.5 14.1 14.7 
験

Air.dried BUNA (%) 

Kプilナn.d人rie工d 2 岨 11.0 10.7 10.9 10.5 10.8 10.7 10.4 11.0 12.1 12~ 1 12.6 
材含E24 ヨ (%) 

10.2 

ス rギ.dr天ied然S乾UG燥I 材 2 咽 12.3 12.7 12.e 12.9 12.5 12.7 12.7 12.3 12.8 13.7 13.4 13.8 Air.dried SUGr (%) 

住
水 ス rギ.d天rie然dS乾UG燥I 材 0.5岨 13.3 14.0 14.4 14.5 13.9 14.3 13.9 13.2 13.8 14. 91 14.6 14.9 率 Air.dried SUGr (%) 

一間E
T1 T温関em係p湿. 度 ( ・C) 18.0 15.3 10.5 8.1 9.1 12.6 16.0 19.3 23. 91 25. 41 27.4 22.8 

居

誤歌1j場福a z d 

Hl・度(%) 65 73 74 66 65 73 71 65 67 63 56 77 

・=回口同
R.H. 

a 平衡走水率 (%)・ 12.6 12.0 14.2 13.6 12.6 12.8 11.8 10.2 12.0 14.8 13.8 14.2 
ω 註 定同 E.M 

一一一ト一一 ト一一一 卜一一一白

続連2 盟 T. 温度 ('C) 19.4 14. 91 10. 71 8.2 10.7 13. 41 16.8 21.4 22. 61 26. 11 27.6 24.5 

品 TEeEm p湿. 度(刻
69 65 64 65 70 68 69 62 69 77 71 74 

測定宮3 • É平.衡M含.C.水率 (必) 12.8 12. 01 12. 01 12.4 13.4 12. 81 13.0 11. 21 12. 81 14. 81 13.2 14.2 

ト一一一

E./E, R比atio 1.02 1. ∞ 0.85 0.91 1.06 1.αコ 1.10 1.IC 1.07 1.00 0.96 I.OC 
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奴 |ω| ほ|説|;114t| 記 11:.1 認|日.k|中7.1M.lukltz
15.4 14.5 13.4 15.0 13.0 13.7 13.9 14.2 13.9 14.4 15.9 15.5 16.3 16.0 15.0 15.1 14.7 

14.7 13.8 12.8 14.2 12.5 13.1 13.3 13.6 13.5 13.9 15.4 14.9 15.6 15.4 14.4 14.6 14.2 

14.5 13.8 13.0 14.2 12.6 13.1 13.5 13.7 13.5 13.9 15.1 14.7 15.4 15.2 14.2 14.4 14.1 

15.9 14.2 12.8 15.5 12.7 13.7 13.7 14.2 14.9 15.2 17.3 16.4 17.1 17.6 15.8 16.4 15.4 

トー一

19.5 10.6 5.2 16.2 3.2 5.3 6. E 14.4 2O.~ 24.6 26.4 27.9 23.8 14. ヲ 12.5 10.8 15.9 

70 67 45 63 , 50 54 49 48 65 64 80 75 75 80 69 71 65 

14.8 13.4 8.8 12.2 9.8 10.2 10.8 9.2 12.2 11.6 17.2 14.2 14.6 17.6 13.4 14.4 12.8 

トー一一一

18.3 12.0 5.9 15.1 3.3 3.8 8.5 13.9 19.8 22.7 26.4 27.5 22.2 16.4 11.6 6.8 15.2 

77 68 57 71 63 66 62 68 67 76 83 78 83 73 74 68 72 

16.0 13.4 10.8 14.4 12.8 13.8 12.2 13.8 12.8 14.8 17.4 15.6 17.8 14.8 15.2 13.4 14.6 

ト一一一一

1.08 1.00 1.23 1.18 1.31 1.35 1.13 し 50 1.05 1.28 1.01 1.10 1.22 0.84 1.13 6.93 1.14 

12.5 11.6 9.1 11.2 8.2 8.3 8.9 9.9 10.8 11.0 12.1 11.8 12.6 12.6 11.5 10.7 

11.6 10.9 8.8 10.4 8.0 8.1 8.E 9.6 10.4 10.5 11.5 11.2 12.0 12.1 11.0 10.3 

12.3 11.6 ヲ.7 11.3 8.8 8.7 9.2 10.0 10.9 11.0 12.C 11.6 12.4 12.4 11.4 10.8 

12.9 11.9 9.6 12.0 8.8 9.2 9.E 10.9 11.7 11.7 12.e 12.5 13.2 13.3 12.0 11.5 

20.0 12.6 11.1 17.9 10.3 12.1 11.5 15.5 21. 24.5 26.9 28.1 23.9 15.8 13.3 18.5 

67 60 46 62 48 47 47 52 ω 63 74 75 76 75 69 62 

12.2 11.2 8.6 11.8 9.( 日.e 9.0 9.6 IO.E 11.2 14.2 15.2 15. < 14.6 13. 11.8 

20.4 15.7 13.2 18.7 11.5 12.4 14.7 17.0 22.1 24.6 28.5 29.8 24.( 18.5 15.4 19.9 

65 57 40 60 39 45 45 51 54 59 66 66 74 67 62 57 

12.0 10.6 7.8 11.2 7.1 8.6 8.6 • 9.4 9.8 10.6 11.8 11.8 14.4 12.6 10.e 10.6 

0.98 0.95 0.91 0.95 0.87 0.98 0.90 0.98 0.91 0.95 0.83 0.78 0.96 0.86 0.82 0.90 

13.7 13.9 14.2 13.8 14.( 13.6 13.5 13.1 12.1 12.5 13.7 13.8 14.2 13.9 13.8 13.9 13.5 

11.9 12.1 12.4 11.5 12.3 11.9 11.8 11.5 10.8 11.2 12.2 12.2 12.6 12.7 12.3 12.4 12.0 

12.9 13.2 13.4 13.0 13.2 12.9 13.0 12.5 11.8 12.2 13.2 13.2 13.6 13.4 13.2 13.3 13.0 

13.6 14.1 14.3 14.2 14.1 13.7 13.6 13.1 12.4 12.7 14.1 14.2 14.5 14:6 14.2 14.2 13.8 

20.9 13.2 8.1 17.2 7.4 7.4 8.7 15.2 21.8 24.7 26.1 27.2 24.0 16.9 13.1 10.0 16.9 

65 73 58 67 59 55 55 55 62 64 78 75 75 76 68 68 66 

12.2 14.8 11.2 12.8 11.2 10.4 10.6 10.2 11.2 11.6 15.2 14.2 14.8 14.8 13.0 12.8 12.6 

一 一 一
20.2 14.9 8.9 17.9 6.8 8.3 12.3 17.4 22.5 24.9 27.2 28.7 23.8 18.7 14.6 10.5 18.0 

67 68 71 69 71 71 62 60 59 65 72 71 75 72 72 70 68 

12.4 12.8 13.8 13.2 14.0 14.2 11.8 11.2 10.8 11.8 13.6 13.2 14.4 13.8 14.C 13. 13.0 

一一一『ト一一一 ト一一ー ヤ一一一一

1.02 0.86 1.23 1.03 1.25 1.37 1.11 1.10 0.96 1.02 0.89 0.93 0.97 0.93 1.08 1.05 '1.03 
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Appendix 6 山梨県 Yamanashi 

12 「\\ゐく
蚤Il. 

7首 111 月 I ~月 110月 |11 月
Jul. I Aug. I Sep. I Oct. I Nov. 12月|河 lFEDec. J Jan. 

EA左AプススUM1irr 辺ナギギddd天天dR人r陪dhf然d工然dSSS穏乾B乾UUUA健G燥燥NIE材As材材s<9CgUf(<22>対Mお但m M >3 

16.0 15.8 15.9 15.9 15;9 14.8 13.5 14.3 13.9 

13.6 14_1 14.5 14.6 14.7 13.7 12.7 13.3 13.0 

百 15.9 15.7 15.8 15.9 16.0 15.1 14.3 14.8 14.6 

17.4 16.4 16.0 16.0. 16.4 14.4 13.2 14.6 13.6 

一薬

間敬湖語百i T. 旦 T温関em係p 度 ('C) 21.7 16.3 8.8 2.0 0.4 1.8 4.9 25.5 26.3 

ぬ 湿度 (%) 76 75 72 73 74 56 55 61 54 
1'~ 

R.H. 

E, E平.M衡￡合水率 (%) 14.8 14.2 13.6 14.8 15.4 10.8 10.6 11.6 11.2 

Jω Z 
定￡

出

申H 温度 ('C) ぴ3

H.温 TR関e.Hm係.p湿. 度 (%) 

EzZ11宝村 (%) 

E,/E, 比
Ratio 

試 プナ天然乾燥材 2 咽 13.5 13.0 12.9 12.1 11.~ 10.0 9.4 9.1 9.1 
験

Air-dried BUNA (%) 
プナ人工B乾UN燥A材 2 佃 10.8 10.9 11.0 10.5 9.8 9.0 8.6 8.4 8.5 材Q Kiln-dried BUNA (%) 

事 含冨 スギ天d然S乾UG燥I 材 2 四 13.4 13.0 12.9 12.3 11.6 10.6 10.1 9.7 10.0 Air-dried SUGI (%) 
水 スギ天然乾G燥I材 0.5国 13.9 13.4 12.8 12.1 11.1 9.9 9.3 9.3 9.2 率 Air-dried SUGI (%) 

務
間百 T, 温度 ('C) 26.3 23.7 18.8 16.6 14.4 13.0 15.0 14.4 25.3 
歌岩" HT関em係p.湿度

(%) 77 76 67 62 54 45 44 42 39 
室 ì~q 制担E 

, R.H. 
E 平衡含水率 (%) 15.2 14.6 12.2 11.4 10.0 8.6 8.4 .8.0 7.6 定」ヨ , E.M心

E 
一巴。

事
市L2 TR温関e.Hm係.p湿. 度 ('C) 

H， 度 (%) 

E, Ê平.衡M心含水率 (%) 

←一一
E,/E, 上ヒ

Ratio 

試 プナ天然乾燥材 2 咽 14.3 13.7 13.9 14.1 13.9 13.3 12.4 12.9 12.7 
験

Air-dried BUNA (%) 
プナ人工乾燥材 2 叩 11.7 11.7 12.1 12.4 12.2 11.7 11.2 11.5 11.4 

材υ Kiln-dried BUNA (%) 
含:;;; スギ天然乾燥材 2 咽 14.1 13.7 13.9 14.1 14.0 13.6 13.1 13.4 13.2 

Air-dried SUGI (%) 

住
水 スギ天然乾燥材 0.5国 14.8 14.0 13.7 14.2 13.9 13.2 12.1 13.0 12.5 
率 Air-dried SUGI (%) 

間百 T， 温度 ('C) 25.4 26.5 22.1 15.7 8.5 0.8 -0.9 0.3 4.1 
居歌号ω mT関em係p湿. 度

(%) 78 75 71 75 71 56 58 67 58 

=営=課llE担 EER平.衡H.含水率
(%> 15.4 14.2 13.4 14.6 13.8 10.9 11.0 12.8 11.0 

E.M.C. 

T.温 T温R関e.Em係.p湿. 度 (・C)

H, 度 (%) 
R 

E, E平.衡M合.C.水率 (%) 

E./El R比atio 
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l
 -

白
川
直

'
b
y
J
 

15|ω| 月
町3

M
 

月
払

2
R
 

抑J川
乱

'
A
-
i
y
E
J
 

13.9 13.4 13.4 15.4 15.5 15.3 16.3 15.3 15.7 14.7 13.7 12.9 13.2 

13.0 12.6 12.6 14.3 14.'4 14.3 15.2 14.3 14.7 13.7 13.0 12.3 12.8 

14.6 14.0 14.0 15.6 15.6 15.4 16.1 15.4 15.7 15.0 14.4 13.8 14.2 

13.9 13.6 〆 13.5 15.9 16.4 15.7 17.5 16.1 16.6 15.1 13.8 13.3 14.0 

一 一
11.8 19.4 18.2 24.5 26.2 22.2 14.3 9.7 1.2 12.9 0.4 1.4 8.8 

54 61 57 79 78 78 83 73 84 68 69 64 57 

10.8 12.0 10.8 15.8 15.8 16.0 18.2 14.4 18. 自 13.8 13.8 12.2 11.2 

一 一

9.8 9.8 10.0 12.1 11.9 11.5 10.8 10.6 10.5 9.7 8.9 9.2 

9.0 9.1 9.3 10.8 10. 10.7 10.4 9.9 9.7 9.6 9.0 8.4 8.6 

10.4 10.5 10.7 12.3 12.0 12.1 11.8 11.3 l し O 11.0 10.4 9.8 10.0 

9.9 10.1 10.4 12.6 12.2 12.1 11.8 10.9 10.8 10.7 9.8 9. 9.7 

一
16.2 20.8 24.3 25.7 27.3 24.2 17.4 18.0 10.2 18.9 10.4 11.1 13.2 

46 54 56 73 72 66 65 55 56 56 47 46 50 . 
9.0 8.6 9.8 10.4 13.8 13.6 12.0 12.2 10.0 10.4 10.4 8.8 9.4 

一

一

12.7 12.1 11.9 13.4 13.3 13.3 13.9 13.4 13.7 13.0 12.5 11. 12.2 

11.3 10.9 10.8 12.0 11.8 12.0 12.4 12.1 12.4 11.7 11.4 10.8 11. 1 

13.2 12.7 12.5 13.7 13.4 13.6 13.9 13.6 13.8 13.3 13.0 12.5 12.8 

12.6 12.2 12.1 13.6 13.5 13.3 14.1 13.7 13.9 13.1 12.4 12.2 12.6 

11.1 18.3 23.1 25.1 26.1 22.7 14.5 ヲ.1 1.7 12.9 -0.2 -0.5 7.9 

56 、 64 59 76 78 :15 80 74 75 68 62 62 60 

10.8 12.2 10.8 14.4 1'5.2 14.6 16.6 14.4 15.0 13.2 11.8 11.8 11.6 

一

一

1967 
12月 l 平均
Dec. I Mean 

11月
Nov. 

10月
Oct. 

8 月 I 9 月
Aug. I Sep. 
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Appendix 7 岐阜県 Gifu 

iiト\ゐ〈 ヲ月 l 月 2 月 3 月 4 月 6 月 7 月 8 月l「|||叶 |||!llSep-1O0c月t.N11o月v.Dl2e月c.Jan.Feb.Mar.Apr.M5a月y I Jun. I Jul. I Aug.1 

草 AELAププスIBHhr ギナナ九dMd天天人五rzE盟Md然Fd然工mSS乾乾乾B白JUN燥JG燥燥NA作1材A材材品0(〈C2h男同5M但め司但>
17.6 17.5 18.0 19.7 20.0 18.6 18.6 16.7 15.7 16.7 17.7 17.2 

15.3 15.6 16.0 17.8 18.2 17.6 16.9 15.1 14.2 15.2 16.2 15.8 

百 16.4 16.4 16.7 17.8 18.1 17.2 17. I 15.9 15.1 15.9 16.6 16.2 

19.4 19.7 18.5 21.1 21.0 19.0 20.2 17.8 17.1 17.9 18.5 18.0 

業

測定間宮量￡ T ,I T温関em係p湿. 度 (OC) 16.7 9.8 10.7 16.0 -2.5 -0.6 3.1 8.6 10.4 17.8 22.4 24.0 

H， 度 (%) 84 87 63 88 92 76 76 71 74 76 75 73 
箱 R.H. 

E, È平.Mi街.食C水率 (%) 18.2 19.6 11.8 22.2 22.2 15.8 15.8 14.8 14.6 15.6 14.4 13.8 

ーJぴ制h ω ω 司3 

T雪諸 TR関温e.Hm係.p湿. 度 (OC) 10.0 7.1 -0.2 -3.0 -0.4 2.6 ヲ.0 13.1 17.6 21.6 23. I 

H， 度 (%) 80 81 87 86 80 77 69 72 81 84 78 

E，温 E平.M衡.含C.水率 (%) 16.6 17.2 20.2 19.4 17.2 15.81 13.6 

一一一

E,/E, 比
0.85 1.46 0.91 0.87 1. 09 1.001 0.92 0.971 1.08' 1.241 1.20 Ratio 

試 フ.ナ r天ied然B乾UN燥A 材 2 叩 14.3 13.6 13.7 13.1 13.3 12.3 12.0 13.8 Air.dried BUNA (%) 
験

プナd人rie工d B乾UN燥A材 2 cm 

材含t=ヰ= 
Kiln.dried BUNA (%) 11.2 10.9 11.2 10.6 10.8 10.51 10.4 10.2 10.1 10.8' 11.6 11.6 

事 スギr天ied然S乾UG燥I 材 2 四 13.5 12.9 12.8 12.3 12.3 11.91 11.7 11.6 11.7 12.61 13.5 13.3 Air.dried SUGI (%) 
水 スギ r天ied然S乾U燥材 0.5叩
率 Air.dried SUGI (%) 14.6 13.8 13.3 12.7 12.7 12.3 12.1 11.9 12.3 13.3 14.4 14.2 

手先

測定間恵三問百B 4 

T31RiT2昆e1.Hm係. p. 度 (OC) 17.6 11.6 16.7 16.8 12.3 15.3 17.3 16.7 13.2 18.8 23.0 24.4 

H, 湿度 (%) 78 75 57 59 58 55 54 59 67 72 73 75 
室

E且， E平.衡M.含C.水率
。lËωJ 

(%) 15.6 14.8 10.6 10.8 11.0 10.2 9.8 11.4 12.6 14.2 13.8 14.4 

3 
f昆度 (OC) 12.5 T2Te 10.9 9.1 6.7 7.4 11.0 15.1 15.8 20.2 23.9 25.6 

H， 関 m係p湿. 度
(%) 67 58 63 62 57 53 52 59 67 68 65 R.H. 

E, E平.MfEI;合cyk率 (%) 12.6 10.8 11.8 11.8 10.8 9.8 9.6 10.8 12.4 12.6 11.8 

~ 一E,/E, R比atio 1.02 1.09 1.07 1.06 1.00 0.84 0.86 0.87 0.91 0.82 

試 プナ天d然B乾UN燥A 材 2 咽 14.0 13.5 14.0 15.3 16.2 15.8 15.2 13.9 12.6 13.2 14.0 13.7 
験

Air.dried BUNA (%) 

プナd人ri 工B乾UN燥A材 2 叩
材含υ ~ Kiln.dried BUNA (%) 11.2 11.0 11.3 12.4 13.4 13.2 12.8 11.9 10.8 11.6 12.0 11. 9 

スギr天ied然S乾UG燥I 材 2 岨 13.5 13.0 13.5 14.4 15.1 14.8 14.3 13.5 12.5 13.1 13.6 13.4 Air.dried SUGI (%) 

住
7)<. スギ天 d然S乾UG燥I 材 0.5叩
率 Air.dried SUGI (%) 13.9 13.4 13.9 14.9 15.7 15.5 14.7 13.7 12.8 13.5 14.6 13.9 

ト一一一一

m調T232-E a E 
TzA T温関Re. Hm係.p湿. 度 (OC) 17.6 11.5 12.6 4.8 2.3 3.2 5.2 8.5 12.3 18.6 22.4 24.3 

居
H， 度

~ω E国民~ 
(%) 79 77 65 77 76 70 72 72 67 73 75 72 

E, È平.M衡含.C.水率 (%) 16.4 15.2 12.2 15.6 15.4 13.4 14.6 14.2 12.6 14.4 14.4 13.4 

事
T，話 TR温関e.Hm係.p湿. 度 (OC) 15.1 11.8 6.3 3.3 5.1 7.2 12.9 16.9 20.5 24.0 25.6 

H， 度 (%) 64 68 75 78 70 64 57 59 67 69 67 

E， 平M衡.含C.水率 (%) 11.8 12.8 E. 
一一一一一一一一一

E,/E, 比 0.78 1.05 0.951 1.041 1.001 0.841 0.751 0.861 0.861 0.891 0.9 
Ratio 

ー



わが国における木材の平衡含水率に関する研究(寺沢・鷲見) - 65 ー

山~I吋利品同;21ω11~.1認 I J~~ I 沼 |;4 ドtkt いz|副議
17.8 18.6 18.7 19.0 17.9 18.8 18.2 17.4 17.7 15.1 15.4 i7.4 17.( 18.3 18.6 18.0 18.5 17.5 

16.5 17.2 17.3 17.6 16.5 17.4 16.8 16.0 16.3 13.9 14.4 16.2 15. � 17.1 17.5 16.8 17.3 16.3 

16.7 17.4 17.4 17.6 16.8 17.5 17.1 16.6 16.8 14.7 15.0 16.6 16.2 17.3 17.6 17.1 17.5 16.7 

18.0 19.5 19.7 19.3 18.8 19.3 18.8 18.0 18.7 15.9 16.6 18.2 17.7 19.2 19.8 18.8 19.5 18.4 

一 一1ヲ.5 13.5 4.8 -2.2 9.9 -3.4 一 1.9 -0.9 8.3 16.6 17.9 22.6 24.1 16.4 10.1 7.1 0.6 9.8 

72 83 88 80 78 74 81 78 80 67 74 80 76 86 89 79 87 79 

13.8 18.8 20.8 17.4 16.6 15.6 16.8 16.6 17.8 13.8 15.2 16.2 14.8 19. C 20.8 18.6 19.8. 17.2 

一 トーー一

18.5 12.2 4.8 一1. 6 9.8 -3.4 -2.6 2.4 9.1 15.5 17.7 22.8 23.1 18.3 10.9 6.3 -3.2 ヲ.7

87 87 82 80 80 79 77 75 78 67 78 82 82 85 85 77 83 79 

19.8 19.81 17.4 16.8 17.21 16.81 15.81 15.2 16.61 13.21 15.8 17.2 17.01 19.2 18.8 

丙
16.8 

一一一一 一一

14.3 0.97 1.041 1.081 0.941 0.9 21 0.931 0.961 1.04 1.06 1.151 1.01 0.90 0.86 0.98 

14.2 14.5 13.6 13.1 13.3 13.4 13.0 11.6 11.8 13.7 13.3 14.3 14.5 13.3 13.0 13.1 

12.0 12.3 11.7 11.2 11.1 11.4 11.2 10.9 11.0 10.3 10.7 11.9 11.7 12.5 12.7 11.8 11.6 11.5 

13.6 13.9 12.9 12.2 12.6 12.4 12.2 11.9 12.1 11.5 11.8 13.2 13.0 13.8 13.8 12.7 12.3 1'2.6 

14.0 14.7 13.3 12.5 13.1 12.8 12.6 12.1 12.5 11.7 12.4 13.9 13.9 14.6 14.8 13.2 12.8 13.1 

18.9 14.4 16.4 14.3 17.1 9.7 10.5 12.7 17.2 17.4 19.1 22.9 23.9 17.5 14.4 17.0 16.0 16.5 

75 79 59 59 65 66 55 53 57 63 67 77 77 79 75 57 58 65 

14.4 16.2 10.8 10.8 12.6 12.8 10.2 9.8 10.4 11.8 12.6 15.0 15.2 16.0 14.8 10.6 10.6 12.6 

20.5 14.0 12.3 8.3 15.1 5.6 7.4 11.2 15.3 18.9 20.9 25.1 25.1 20.8 15.3 14.6 8. 01 15.7 

69 72 60 55 62 57 66 52 53 52 58 66 65 73 68 52 54 60 

13.0 13.2 11.2 10.2 

二日:
9.8 9.8 

二件l:
11.8 14.8 12.8 9.8 10. 01 11.2 

0.90 0.81 1.04 0.94 1.00 0.94 0.81 0.78 0.93 0.86 0.92 0.9 41 0.89 

14. 0, 14.1 14.3 15.1 14・ 3 1 14・ 3 14.3 14.1 13.9 12.0 12.0 13.6 13.2 14.0 14.0 13.9 14.0 13.6 

12.1 12.2 12.4 13.0 12.3 12.4 12.5 12.3 12.1 10.7 10.8 12.0 11.8 12.5 12.4 12.4 12.4 12.0 

13.6 13.6 13.9 14.5 13.8 14.0 14.0 13.8 13.6 12.3 12.2 13.5 13.1 13.8 13.7 13.7 13.8 13.5 

13.8 14.1 14.4 14.9 14.3 14.3 14.6 14.1 14.1 12.2 12.5 13.9 13.8 14. 51 14.5 14.3 14.3 13.9 

20.0 15.1 7.7 1.3 11.7 1.1 0.4 1.8 9.6 16.8. 19.3 23.0 24.3 15. 81 11.8 9.2 3.4 11.4 

69 73 73 72 72 72 73 70 68 62 65 77 72 77 77 67 73 71 

12.8 14.2 14.2 14.0 14.0 14.2 14.6 13.8 13.0 11.6 12.2 15.0 13.6 15. 01 15.2 13.0 14.4 13.8 

22.1 15.9 1:).0 4.9 14.0 4.2 2.8 6.3 12.2 19.2 21.8 25.6 26.1 21. 61 14.7 10.9 6.8 14.4 

68 69 67 67 67 60 65 6G 61 52 59 66 68 73 71 62 64 63 

12.8 13.2 12.6 12.8 12.6 11.2 12.4 11.2 11.6 9.6 10.8 12.2 12.6 14. 01 13.6 11.6 12.2 11.8 

1.∞ 0.93 0.89 0.91 0.90 0.79 0.85 0.81 0.89 0.83 0.89 0.81 0.93 0.9 31 0.89 0.8ヲ 0.85 0.86 



-66 ー 林業試験場研究報告第 227 号

Appendix 8 福井県 Fukui 

望 gト\寸2く位E
置

判 10月 |11 月 I~月|吋 2 月 I~ 月 11 月 I~ 月 1 J~ 月 1 ;，月 111 月_I~IN~I~I~I~I.~IA~I~I~I~I~~ 

ZL魁Mプ汀JJhr 読ナdddZ天d人r伺hdま九工然dS鵠時紘B酬UUG燥NE材A材材…(~、6品〈2〉Mお目圃>
16.8 16.2 17.1 17.9 18.7 18.5 16.9 15.8 15.0 16.2 16.4 14.7 

試験
14.0 14.5 15.2 15.9 16.7 16.5 15.1 14.3 13.7 14.8 15.0 13.6 材含 . 

百 水率υ ::;J 15.5 15.3 16.0 16.5 17.1 16.9 15.8 15.0 14.5 15.5 15.7 14.1 

18.9 17.2 18.2 18.9 19.6 19.0 17.1 16.7 16.9 17.8 17.7 15.4 

トーーー一 トーー一1正ー
Tl 温度 COC) 3.0 3.6 自.9 12.1 15.1 21.0 26.3 28.7 20.6 16.5 12.6 5.4 

T関em係p湿. 度
(%) 78 72 75 84 79 83 66 67 71 77 70 67 1, Hl R.:i�: 

M本自-

E1 平槙i含水率 C%) 19.8 16.8 18.2 12.8 13.6 13.8 16.2 12.8 12.4 15.8 14.2 15.4 
ーh ω 定」ヨ E.M.C. 

』ω 

連統百2 T.温 TR関温e.Hm係.p湿. 度 COC) rfJ 

H， 夜 C%) 
iJtlJ� 

E. 平衡含水率定3ロ
E.M.C. (%) 

E,/El 比
Ratio 

試 プナ天然乾燥材 2佃 14.3 13.7 14.2 13.1 13.4 13.2 13.4 13.8 13.6 14.8 15.1 13.8 
験

Air.dried BUNA C%) 
ヅナ人工乾燥材 2田 11.5 11.5 11.9 11.0 11.4 11.1 11.3 11.7 11.5 12.3 13.0 12.0 材υ Kiln.dried BUNA C%) 

事 合::;J スギ天然乾燥材 2 佃 14.0 13.6 14.0 12.9 13.3 13.0 13.3 13.6 13.5 14.3 14, 9 13.7 Air・dried SUGr (%) 
水 スギ天然乾燥材 0.5団 15.1 14.5 14.9 13.2 13.5 13.5 13.8 14.3 14.1 15.1 15.7 14.3 率 Air.dried SUGr (%) 

T事
間苫 温度 17.3 15.6 12.4 13.6 11.4 11.3 11.7 15.3 20.5 24.5 27.6 COC) 21.5 

歓号ω 
Tl Te 
H1 関 m係p湿. 度 C%) 75 72 73 67 62 68 66 73 70 76 77 70 

室 決IJ 詰 R.H. 

定・2
E 平衡含水率 C%) 14.6 13.8 14.4 12.6 11.4 12.8 12.2 14.2 13.2 14, 8 14.8 12.8 

包 1 E.M.C. 

。巴
T~ T温関er係np 度 (・C)

品 湿度 C%) R.H. 

お平{島I2水率
E.M C%) 

一一一一一十一一一一

E./El 
比

Ratio 

試 プナ天然乾燥材 2 国 14.2 13.8 15.0 15.9 16.9 16. 守 15.8 14.2 13.1 13.6 14.0 12.9 
験

Air.dried BUNA (%) 
プナ人工乾燥材 2 四 11.3 11.6 12.5 13.4 14.7 14.9 14.2 12.8 1l.7 12.2 12.5 11.6 

材υ Kiln.dried BUNA (%) 

合::;J スギ天然乾燥材 2 叩 13.8 13.5 14.6 15.2 15.8 15.6 14.9 13.8 13.1 13.5 13.8 12.8 
Air.dried SUGr (%) 

住水 スギ天然乾燥材 0.5国 14.9 14.6 15.7 16.3 17.0 16. 81 15.9 14.6 14.1 14.3 14.7 13.7 
率 Air.dried SUGr (%) 

間苫 T 温度 (.C) 21.4 17.2 13.6 6.2 3.2 4.3 8.8 13.1 15.6 22.0 26.6 29.1 

居宮 歎測王主 11T関em係p湿. 度
(%) 74 71 74 82 79 81 72 66 67 71 72 66 

R.H. 

El 平衡含水率 (%) 14.0 13.4 14.8 17. 16.6 17. 21 13.8 12.6 12.4 13. 41 13.4 11. 81. 
E.M.C. 

告

T. 温度 (・C)
H2T関em係p湿. 度

(%) 
R.H. 

E, Ê平.衡M含.C.水率 (%) 

トー一一

E,/El 比
Ratio 
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認|ん|ほ|師向lJ2131 認 KILt12ui 143.| ぽ lU51 ほ|説
16.4 16.3 16.9 17.6 16.6 18.9 17.8 16.4 16.5 14.5 14.0 16.3 15.5 15.9 15.7 16.0 18.1 16.3 

15.2 15.0 15.6 16.2 15.1 17.4 16.4 15.1 15.3 13.5 13.2 15.2 14.6 15.0 14.8 15.0 17.0 15.2 

15.6 15.3 15.8 16.3 15.6 17.1 16.5 15.4 15.6 14.1 13.6 15.4 14.9 15.2 15.0 15.2 16.7 15.4 

17.8 16.9 18.2 17.9 17.6 19.9 18.3 17.1 17.4 15.4 15.2 16.8 16.8 17.2 17.1 17.0 19.1 17.3 

ト一一一

22.0 18.8 9.1 3.1 14.3 2.4 3.5 4.4 12.3 20.7 22.0 26.7 27.9 19.8 15.4 12.1 4.5 14.3 

76 71 84 78 74 87 84 74 69 63 72 72 74 83 78 82 94 78 

14.8 14.4 18.4 17.0 15.2 21.8 19.2 15.8 13.8 12.8 14.2 13.6 14.2 17.8 17.2 17.8 24.8 16.8 

ト一一

14.3 14.4 14.4 13.4 14.0 13.5 12.9 12.6 14.0 13.4 12.9 14.5 13.7 13.7 13.6 13.9 13.7 13.5 

12.5 12.6 12.7 11.8 12.0 11.9 11.4 11 , 2 12.3 11.9 11.5 12.8 12.2 12.3 12.2 12.5 12.3 12.0 

14.1 14.2 14.2 13.3 13.8 13.3 12.8 12.6 13.8 13.4 13.0 14.2 13.6 13.6 13.4 13;7 13.6 13.4 

14.8 14.8 14.8 13.3 14.3 13.5 12.9 12.7 14.1 13.8 13.5 14.7 14.2 14.( 13.9 14.2 14.0 13.8 

ト一一一

22.2 19.0 12.0 11.1 16.7 7.6 9.2 1I.2 13.7 18.2 22.2 24.7 27.3 20.7 16.5 13.3 ヲ.5 16.2 

78 74 74 57 70 61 60 56 68 71 68 84 75 79 73 72 69 70 

15.2 14.6 14.6 10.6 13.4 11.8 1l.2 10.4 13.0! 13.8 12.6 17.8 14.2 16.6 14.8 13.8 13.6 13.6 

ト一一一

一

13.9 14.2 14.9 16.2 14.7 17.2 16.8 15.0 14.6 12.6 I I. 9 13.6 13.3 13.6 13.8 14.3 15.6 14.4 

12.5 12.9 13.5 14.8 13.2 15.8 15.5 14.2 13.5 11.7 11.0 12.6 12.3 12.7 12.9 13.3 14.6 13.3 

13.7 14.0 14.4 15.4 14.2 15.9 15.5 14.3 14.0 12.5 12.0 13.5 13.2 13.6 13.6 14.0 15.0 13.9 

14.6 14.8 15.4 16.1 15.2 16.9 16.4 14.9 ,4.9 13.1 12.7 14.2 14.2 14.2 14.4 15.0 15.9 14.7 

一 一
23.9 19.7 11.1 5.1 15.2 2.2 4.9 6.9 12.5 20.8 22.9 26.9 28.0 20.6 16.4 13.1 5.7 15.1 

74 74 8; 80 74 85 79 70 71 65 67 72 73 81 78 78 88 76 

13.8 14.2 16.6 16.6 14.4 18.8 16.4 13.6 13. 自 12.2 12.4 13.6 13.6 16.4 16.6 15.8 20.6 15.2 
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Appendix 9 奈良県 Nara 

if\く22!と 13411月 I~月 |l~13 月 11 月 I~ 月 I~ 月 1 ~月|叫7.Oct. 1 Nov.1 Dec. 1 Jan. 1 Feb. 1 Mar. 1 Apr.1 May 1 Jun. 1 Jul. 

試骨童率U 話 zL孟Aスιaι品zギdrゐ天ZtM;然fFE溜乾EEUL燥mG邑骨I材F材raZf<sZz Mm >

17.1 17.7 17.6 17.0 16.8 17.1 16.7 15.6 16.4 16.1 16.6 17.11 

15.2 15.8 15.7 15.3 15.1 15.4 15.1 14.2 14.9 14.7 15.2 15.8 

百 16.0 16.6 16.7 16.3 15.9 16.4 16.0 15.0 15.3 15.3 15.8 16.3 

17.5 18.0 17.6 17.7 17.3 17.5 17.1 15.8 16.9 16.6 16.7 16.8 

十二世箱、z

測問散定さ五E E 
T1A TR温関e.Hm係.p湿. 度 (OC) 17.3 12.7 8.0 2.9 6.5 7.4 13.3 17.6 21.0 27.7 28.5 ぉ.71
H， 度 (%) 73 68 70 79 68 74 68 65 77 67 72 69 

午白
心1':， E平.衡M.含C.水率 (%) 14.8 13.8 15.2 17.8 13.2 15.4 13.2 12.2 17.2 12.2 13.8 12.8 

Z Uω 3 

視官

T 2 T温関em係p湿. 度 (OC) 14.3 11.7 4.9 2.2 5.8 9.1 12.8 16.3 21.1 25.7 27.1 22.4 

H， 度 (%) 79 83 74 70 74 76 76 76 自1 82 79 81 
R.H. 

E，話 E平.MiEi￡含水率 (%) 15.8 18.8 15.6 14.6 15.2 15.8 15.6 15.2 16.8 17.6 15.8 
定

E./E, R比atio 1.07 1.36 1.03 0.82 1.15 1.03 1.18 1.25 0.98 1.44 1.14 1.3 

試 AKププiirl ナナn-d-dr天人rieied然工dBB乾乾UUNN燥燥AA 材材 2 回 11.4 11.7 11.0 10.4 10.0 10.5 10.6 11.2 12.2 12.7 13.1 12.4 

験
(%) 

材Q Kilナn.d人rie工d (2Mcm ) 9.8 10.0 9.6 9.3 9.0 9.4 9.5 10.0 10.8 11.2 11.5 11.0 

事 合::E Aスirギ.dri天ed然S乾UG燥I 材 2 cm 11.2 11.4 10.8 10.3 10.1 10.4 10.4 11.1 11.9 12, 4 12.7 12.1 
(%) 

水 スギ r天ied然S乾UG燥I 材 0.5cm 11.5 11.7 11.1 10. ヲ 10.4 11.0 11.0 11.5 12.5 12.8 13.2 12.2 
率 Air.dried SUGI (%) 

務

間a湖定k同百g E 包ー T 1 TR温関e.Hr係n. p 度 (OC) 21.4 18.1 14.9 14.3 15.8 16.4 18.3 19.3 22.5 27.1 28.6 24.5 

H, 湿度 (%) 55 53 49 51 46 52 53 59 70 68 72 64 

室
E, E平.衡M含.C水.率 (%) 10.0 9.8 9.2 9.6 8.8 9.6 10.2 10.8 13.0 12.4 13.2 11.6 

巴。，ωJ 

連続g 2 T, 温度 (OC) 20.2 15.8 16.4 15.6 16.4 16.4 18.7 20.3 23.3 27.1 28.7 

4uZ2TR関e.Hm係.p湿. 度 (男6) 56 60 50 46 48 50 52 58 69 69 72 69 

測E苫。.) ι1':. Ê平.衡M.含i二水率 (,%) 10.2 11.2 9.4 8.8 9.0 9.6 9.6 10.6 12.8 12.6 13.2 12. 
定

E,/E, 比 1.02 1.14 1.02 0.92 
Ratio 

1.02 1. 00 0.94 O. ヲ81 0.98 1.02 1.00 

試 プナ天然乾燥材 2 佃 13.4 13.9 14.1 13.7 13.7 13.9 13.6 13.2 13.5 13. 

号世
Air-dried BUNA (%) 
プナ人工乾燥材 2 皿 11.3 11.2 11.4 11.2 10.8' 11.1 11.0 11.3 11. 

材含υ 冨 Kiln-dried BUNA (%) 
10.9 11.3 11.4 

スギ天然乾燥材 2 咽 12.5 13.0 13.1 12.8 12.7 13.( 12:7 12.3: 12.6 12.5 12.6 12・ 91
Air-dried SUGI (%) 

住
7]( スギ天然乾燥材 0.5咽 13.4 13.8 14.1 13.8 13.9 14.3 13.6 13.2 13.5 13.5 13.9 13.6 
率 Air-dried SUGI (%) 

T， 温度 ("C) 18.4 15.1 9.7 4.6 7.1 10.0 13.4' 18.2 21.8 28.1 28.7 24.3 

居 fZIT関em係p湿. 度
(%) 70 63 69 64 63 73 68 72 67 66 63 69 

.国E 
R.H. 

E, Ê平.衡M合.C水.率 (%) 12.2 11.8 13.6 13.6 11.8 13.2 11.8 

τ;:;卜
12.6 14.2 12.6 

占

話" 3  

T. 温度 (OC) 18.5 14.3 8.5 5.6 8.3 10.4 15.2 23.4 27.8 28.7 25.0 

EET関em係p.湿度
(%) 62 65 63 60 59 63 61 61 70 68 71 71 

R.H. 

a 平槙!?率 (%) 11.4 12.0 

司竺L下::
11.2 11.2 13.0 12. 41 13.2 13.2 

定 E.M 

E./E, 上ヒ 0.93 1.02 0.82 0.95 0.95 0.94 0.98 0.93 1.05 
Ratio 
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ほ lU3|判制;:作et.|ω11:.1 起 12.|;utlfui142latluk.13i
17.1 16.91 16.9 16.7 16.1 16.4 16.3 16.3 14.7 13.7 16.6 17.2 16.9 16.5 16.1 

15.8 15.71 15.6 15.2 14.9 15.2 15.3 15.1 13.7 12.9 15.6! 14.9 15.6 16.2 15.9 15.7 15.1 

16.3 16.1 16.0 15.9 15.4 15.6 15.7 15.6 14.3 13.4 15.9 15.1 15.8 16.3 16.0 15.8 15.4 

17.5 17.2 16.5 17.0 15.8 16.3 16.4 16.4 14.9 14.2 16.8 16.4 16.9 17.6 16.8 16.6 16.3 

18.2 11.2 4.5 15.2 2.8 4.6 7.3 13.1 21.2 22.1 24.9 27.6 20.9 16.1 13.9 9.7 15.4 

81 76 62 7;: 67 69 65 62 60 65 84 79 81 84 83 66 72 

17.2 15.8 11.6 14.4 13.2 13.8 12.8 13.0 12.2 13.4 18.2 15.2 16.6 18.0 17.6 13.2 14.8 

15.7 9.4 4.5 14.3 3.0 3.3 6.0 12.4 25.6 26.7 20.7 13.8 10.1 4.1 13.8 

83 80 78 78 74 77 77 74 69 1 74 88 82 83 87 84 73 79 

17.6 16.8 16.2 16.2 15.2 16.0 16.2 15.0 13.2! 14.6 19.4 16.8 18;8 20.2 18.4 14.0 16.6 

1.02 1.06 1.4C 1.13 1.15 1.16 1.27 1.15 1081109|107 1.11 1.13 1.12 1.05 1.06 1.12 

11.8 11.1 10.5 11.4 9.9 9.7 10.0 11.1 11.1 11.1 13. 12.5 12.1 11.9 11.4 10.8 11.2 

10.6 10.1 9.6 10.2 9.2 9.C 9.3 10.3 10.2 10.1 11. 9 11.4 11.2 11.0 10.7 10.1 10.4 

11.5 10.9 10.4 11.2 10.C 9.8 10.C 11.0 11.0 10.9 12.6 12.0 11.8 11.6 11.2 10.7 11.0 

12.1 11. 3 10.4 11.6 10.1 10.1 10.4 11.5 11.4 11.3 13.3 12.7 12.1 12.2 11.6 11.1 11.5 

21.3 17.5 18.4 20.3 14.1 15.5 16.4 16.7 22.( 24. < 26.1 27.7 23.9 19.E 19.1 18.3 20.3 

68 54 41 58 40 43 46 59 57 60 77 77 67 66 61 52 59 

12.8 9.8 7.8 10.8 7. e 8.2 8.8 II.C 10.6 11.2 14.8 15.2 12.2 12.( 11. 9.6 11.0 

20.9 17.1 16.6 20.6 15. t 17.0 17.( 17.6 21. 24. 27. C 28.8 24.3 19.4 17.1 17.1 20.6 

62 55 46 58 42 43 48 57 57 59 75 70 68 65 63 52 58 

11.2 10.2 8.6 JO.8 8.( 8.2 9. C 10.6 10.4 10.1 14.4 12.8 13. < 12.( 11.6 9.6 10.8 

0.88 1.04 1.IC 1.00 1.0 1.α 1.02 0.96 0.98 0.91 0.91 0.84 1.07 I.OC 1.04 1.∞ 0.98 

13.6 J3.6 J3.9 13.6 13.7 13.7 13.5 13.5 12.4 11.7 13.5 13.0 13.3 13.5 13.5 13.3 13.2 

11.6 J 1. 6 11.8 11.3 11. 11.6 11.5 11.5 10.7 10.2 11.7 11.3 11.5 11. ! 11.8 11.7 11.4 

12.7 12.7 12.9 12.7 12. 12.7 12.7 12.7 Jl.8 11.3 12.7 12.2 12.5 12.7 12.7 12.4 12.4 

13.7 13.7 14.C 13.7 13. 13.5 13.5 13.3 12.5 11.S 13.6 13.1 13.2 13.6 13.4 13.1 13.2 

ト一一一 ト一一一一 「一一一一

19.3 13.3 8.2 16.4 5. 6.8 8.8 14.5 21.5 23. 26.2 "28.2 23.1 18.1 16. 9.6 16.8 

75 68 64 68 65 62 61 66 59 64 78 77 71 73 66 69 68 

14.8 12.8 12.2 13.0 12. 11.6 11.4 13.0 11. C 12. 15. 15.( 13.2 13.8 12.4 13.2 12.8 

lヲ.4 14.4 8.9 17.3 6.: 7.3 11.1 16.5 22.6 25.6 29.1 30.3 24.6 19.1 15.1 7.4 17.9 

66 64 63 65 59 61 60 65 56 5ヲ 74 66 70 69 67 66 64 

12.2 11.8 11.8 12.0 11.( 11.4 11.0 12.2 10.2 10.8 13.8 11.8 13.( 13.( 12. 12.8 12.0 

一
0.82 0.92 0.97 0.92 0.9C O. ヲ8 0.96 0.94 0.93 0.8S 0.91 0.79 0.91 0.94 1.α 0.97 0.94 
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App回dix 10 広島県 Hiroshima 

is卜\寸〈 1967 
月2 月 3 月 4 月 5 月 6 

Feb. Mar. Apr. May Jun. 

Z弘A五玉えiJふrギd3孟品天r量d五然S2若'時U捻EJG根t1材P材材〈厄otEt2お>Z L哩Z 

17.7 17.4 16.9 15.8 14.9 
試験

16.6 16.4 15.9 14.9 14.2 材含 . 

百 事冨 17.0 16.6 16.4 15.3 14.6 

19.3 18.5 17.6 16.1 15.6 

!4'1 

語
Tl 1:1温関em係p湿. 度 (・C) 13.1 21.1 22.5 4.6 5.1 

Hl 度 (%) 88 92 69 65 69 
箱 R.H. 

E.且 E平.M衡.含A二水率 (%) 20.2 22.4 14.8 12.0 13.8 

-a m 8 L‘J • 

目前..-モ a ロ T. 温度 (OC) 2.9 6.8 12.6 18.3 21.7 
HET関em係p湿. 度

(%) 76 80 78 75 76 

源定ll〈吉3 
R.H. 

E. 平衡含水率 (%) 15.4 17.2 17.8 15.2 15.2 E.M.C. 

E,/El R比atio 0.76 0. ,77 1.20 1.27 1.10 

試 プナ天然乾燥材 2岨 12.8 12.6 13.0 12.5 11.7 
験

Air.dried BUNA (%) 
プナ人工乾燥材 2岨 10.9 10.8 11.2 10.8 10.2 

材含E湾4 Kiln.dried BUNA (%) 

事
スギ天然乾燥材 2 四 11.8 11.7 12.1 11.7 11.0 Air.dried SUGI (%) 

水 スギ天然乾燥材 0..5岨 13.0 12.9 13.4 12.7 11.8 
率 Air.dried SUGI (%) 

務

題
市" 温度 (・C) 13.9 20.4 22.3 15.6 13.4 

4uZ1 T関em係p湿. 度
(形) 55 65 66 67 69 

室 R.H. 
El 平衡含水率 (%) 10.2 12.4 13.0 12.4 12.8 

E.M.C. 

連 m 市'. 温度 (・C) 10.8 6.3 15.5 20.5 24.4 

続 i HET関em係p湿. 度
(%) 60 73 64 60 62 

測定C宮3 
R.H. 

E. 平衡含水率 (%) 11.8 11.8 12.0 11.0 11.2 
E.M.C. 

E,/El 比 1.16 0.95 0.92 0.89 0.88 
Rati。

試 KAププiirlnナナ-d-dr天人riei ed 然工dBB乾乾UUNN燥燥AA 材材 2 咽 14.1 13.7 13.6 12.6 12.2 
験

(%) 

(296α) n 11.6 10.9 10.6 材 12.1 11.8 

合υ冨 スギ天ied然S乾UG燥I 材 2 国 13.2 12.9 12.8 12.1 11.7 Air.dried SUGI (%) 

住
水 Aスirギ.dr天ied然S乾UG燥I 材 0.(596岨) 14.2 13.6 13.7 12.7 12.3 率

歎関3 E Tl 関R温Te.H皿係. p 度 (OC) 9.2 11.2 14.4 20.2 22.1 
居

Hl 湿度 67 66 71 (%) 80 64 

2 
測量ロ El 平衡計率 (%) 16.2 12.2 12.8 12.2 13.6 定同 E.M 

T. 温度 25.0 (・C) 10.9 14.0 17.4 21.7 
Hh T関e田係p湿. 度

(%) 69 63 62 57 60 

誤13 R.H. 
E. 平衡合水率 (%) 12.0 11.6 11.4 10.4 10.8 

定 E.M.C. 

E./El 比 0.74 0.95 0.89 0.85 0.79 Ratio 
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7 月 I 8 月 I 9 月 I 10 月 I 11 月 I 12 月 平問均
lA略 lh|ωI "Nw・|民c.M回n

17.7 I 15.7 I 15.1 I 15.4 I 17.4 I 17.5 I 16.5 

16.7 I 15.0 I 14.4 I 14.6 I 16.6 I 16.6 I 15.6 

16.8 I 15.2 I 14.6 I 14.8 I 16.5 I 16.5 I 15.9 

19.0 I 16.3 I 14.8 I 15.5 I 19.0 I 18.5 I 17.3 

25.7 I 28.3 I 23.4 I 17.7 I 11.6 I 4.3 I 16.1 

n I ~ I � ro I ~ I ~ I n 

15.4 I 14.2 I 12.6 I 13.2 I 18.8 I 17.8 I 16.0 

25.6 I 27.4 I 23.2 I 15.4 I 10.6 I 3.0 I 15.2 

82 I 79 I 72 I 75 I 81 I 79 I 78 

17.2 I 15.8 I 13.6 I 14.8 I 17.4 I 16.616.2  

1.12 I 1.11 I 1.081 .12  I 0.930.931.01  

13.5 I 12.2 I 12.1 I 12.5 I 13.3 I 13.6 12.7 

12.0 I 10.8 I 10.8 I 11.0 I 11.8 I 12.1 I 11.1 

12.4 I 11.4 I 11.3 I 11.5 I 12.2 I 12.4 I 11.8 

13.8 I 12.4 I 12.1 I 12.7 I 13.6 I 13.7 I 12.9 

25.7 I 28.1 I 22.2 I 16.2 I 11.3 I 4.5 I 17.6 

83 I 74 I 71 I 75 I 76 I 77 I 71 

17.0 I 14.0 I 13.6 I 14.8 I 15.2 I 15.8 13.8 

27.5 1 29.7 1 25.4 1 17.3 1 12.0 1 5.7 1 17.7 

68 I 64 I 61 I 66 . I 69 I 65 I 65 

12.6 I 11.4 I 10.8 I 12.2 I 13.2 I 12.2 I 11.8 

0.74 I 0.81 I 0.79 I 0.82 I 0.870.77  I O. 自6

13.4 I 12.6 I 12.4 I 12.4 I 13.1 I 13.3 I 13.0 

11.7 I 11.1 I 10.9 I 10.9 I 11.5 I 11.8 I 11.4 

12.7 I 12.1 I 11.8 I 11.7 I 12.4 I 12.6 I 12.4 

13.3 I 12.7 I 12.2 I 12.4 I 13.0 I 13.1 I 13.0 

26.0 I 28.0 I 23.6 I 18.3 I 13.2 I 7.5 I 17.6 

81 I 75 I 72 I 70 I 74 I 71 I 72 

16.0 I 14.2 I 13.4 I 13.2 I 14.6 I 13.8 I 13.8 

28.4 I 30.6 I 27.0 I 19.4 I 14.0 I 7.4 19.6 

~ I ~ I W I ~ I ~ I ro I M 

12.6 I 11.4 I 10.6 I 11.4 I 13.0 I 13.6 I 11.8 

0.79 I 0.80~~ I ~M I ~æ I ~~0.86 



-72 ー 林業試験場研究報告第 227 号

Appendix 11 鳥取県 Tottori 

~メfERtに当ーp 日R --------ゐ〈 !務卜月 1 i中 I i.月 I~ 月 11 月 I~ 月 I J~ 月 1748 月 I~ 月~I~I~I~I~IM~I~I~I~!~I~~I_ 

玉A五品ヌ1Jrf主工ギdd主ム古剖天JJJAaFRSZ普E紘四bLJf官燥tpF材本国寸o;dC2a沼z 四
14.5 15.9 16.3 17.0 16.ヲ 16.2 15.4 15.2 15.9 16.1 14.9 16.9 

試験
11.7 13.6 14.3 15.1 14.8 14.6 13.8 13.7 14.5 14.7 13.7 15.8 

材含 . 

百 7率ktzJ z 13.1 14.2 14.6 15.0 14.7 14.7 14.1 14.0 14.6 14.8 13.8 15.5 

15.5 17.0 17.1 18.2 17.3 17.2 15.7 16.1 17.0 16.7 14.7 17.4 

ト一一一
~ 

問a測定k自同1当4E -月
T， 温度 14.0 15.7 20.4 26.7 29.7 23.6 ('C) 16.3 12.2 5.7 2.4 3.8 9.4 

Tem係p. 
H. 関湿度 (%) 77 78 84 91 87 85 69 76 87 80 76 75 

本"~目 R.H. 

E, È平.M衡.含C水.率 (%) 15.2 17.0 19.2 23.4 20.0 18.6 13.8 15.6 19.4 16.0 14.6 14.6 
h ω 

<4U制ω 1 
一一一ート一一一

謹f定5i 宮 T，通 RT温|立el.Hm係.p混. 度 ('C) 

J五度 (%) 

E金. E平.M{島i￡含水率 (%) 

E,/E, Rtat tio 

試 プナ天ied然B乾UN燥A材 2 由 13.0 13.6 12.7 12.8 12.4 12.7 12.6 12.9 13.5 13.7 13.1 13.5 
自主

Air.dried BUNA (%) 
ブナ人工乾N燥A材 2 四 9.7 10.6 9.9 10.1 9.8 10.0 10.0 10.2 10.9 1l.4 11.1 11.5 

材合EE4 Z 
Kiln.dried BUNA (%) 

事
スギ天然乾燥材 2 佃 11.8 12.5 11.8 11.8 11.5 11.8 11.8 12.0 12.5 12.8 12.3 12.6 
Air.dried SUGI (%) 

7)( スギ天然乾燥材 0.5岨 13.3 13.7 12.8 13.0 12.6 13.0 12.7 13.1 13.6 

日|三
13.5 

率 Air.dried SUGI (%) 

務

話湖i 白
T, 温度 23.0 ('C) 13.5 12.5 12.0 8.0 9.2 12.6 13.5 16.1 20.4 

Hti T関Re.Hm係.p湿. 度 (%) 93 87 84 91 89 85 80 79 85 85 84 76 
室

E, 平衡含水率 17.8 17.8 14.8 (%) 22.8 19.6 17.8 21.6 21.2 18.4 16.8 16.2 18.2 

巴。l'l
定円 E.M.C. 

さ定3 

T, 温度 ('C) 

H2aTR関e.Hm係.p湿. 度 (%) 

E，温 E平.{M曲}.C水率 (%) 

E,/E, 比
Ratio 

試 プナ天d然B乾UN燥A 材 2 咽 12.8 14.0 15.1 15.9 15.9 15.3 14.0 13.2 13.4 13.3 12.8 13.5 Air.dried BUNA (必)
自主

プナd人ri 工B乾UN燥A材 2 田 11.8 材υ Kiln.dried BUNA (%) 9.6 10.6 11.8 13.1 13.2 13.0 12.1 11.3 11.4 11.4 11.0 

合::E スギ天d然S乾UG燥I 材 2 国 12.3 13.3 14.1 14.7 14.6 14.2 13.4 12.7 12.9 12.9 12.5 13.1 Air.dried SUGI (%) 

住
71く スギ r天ied然S乾UG燥I 材 0.5団 13.0 13.3 13.2 12.7 13.5 率 Air.dried SUGI (%) 12.4 13.5 14.6 15.3 15.1 14.7 13.7 

卜一一一

間E T1T温e 度 ('C) 12.9 8.3 5.4 6.5 10.0 11.5 16.2 21.6 26.4 28.3 21.5 
居 歎昔 H， 関 m係p湿. 度

(%) 86 86 92 88 87 81 81 80 78 81 83 

・ー<国ロ同 測詰ロ R.H. 

E，且 E平.衡M含.C.水率 (%) 19.0 19. 21 22.2 20.2 20.0 16.8 16.8 15.8 15.2 15.8 17.4 
ω 言 定円

ト一一一白 連
T2 T.温関em係p湿. 度 ('C) 

続 i H. 度 (%) 
誤132 

R.H. 

E, È平.M衡含.C.水率 (%) 定

E,/E, 比
Ratio 

. 
、ー



わが国における木材の平衡含水率に関する研究(寺沢・鷲見) -73 -

ll l l % 611%7|  
|||||||||lq67  

10月 11 月 12月 l 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 10月 11 月 12月
Oct. I Nov. I Dec. 1M平e均an I ]an. I Feb. Mar. Apr.May Jun.Jul.Aug.59e月p. I Oct. I Nov.1 Dec. 1M平e均an 

16.4 16.6 17.3 16.2 17.4 17.3 16.3 16.2 15.4 14.9 16.5 15.0 16.3 16.2 16.1 15.6 16.1 

15.2 15.4 16.2 14.8 16.3 16.1 15.1 15.1 14.3 13.8 15.5 14.1 15.4 15.2 15.1 14.7 15.1 

15.0 15.2 15.6 14.8 15.5 15.6 15.0 14.9 14.4 13.9 15.2 14.0 15.1 14.8 14.9 14.5 14.8. 

16.4 17.2 17.7 16.8 17.8 17.6 16.3 16.7 15.7 15.2 16.7 14.8 17.2 17.0 16.6 15.9 16.5 

19.4 10.7 4.6 15.0 1.3 4.3 8.1 14.5 21.5 22.6 26.5 29.2 21.9 17.2 12.7 5.4 15.4 

77 85 82 81 83 85 71 66 72 71 79 75 82 82 77 75 77 

15.2 19.0 19.8 17.6 10.6 20.2 14.2 13.C 15.4 13.8 16.2 14.2 17.6 17.2 16.8 15.8 16.2: 

13.3 13.4 13.0 13.1 13.2 12.9 12.8 13.3 13.0 12.7 13.9 12.5 13.0 13.0 13.2 12.4 13.0 

11.4 11.5 11.1 10.8 11.3 11.1 11.0 11.4 11.2 10.9 12.0 11.0 11.6 11.5 11.7 11.1 11.3. 

12.5 12.5 12.1 12.2 12.2 12.0 12.0 12.4 12.2 12.( 12.9 11.8 12.4 12.2 12.4 11.9 12.2 

13.4 13.4 13.0 13.2 13.2 12.8 12.8 13.3 13.1 12.8 13.7 12.6 13.2 13.4 13.5 12.7 13.1 

19.8 12.5 11.3 16.7 9.7 13.1 11.2 14.7 19.8 21.8 26.7 2ヲ.【 22.3 17.8 14.2 7.1 17.3 

8C 84 71 82 70 70 71 78 74 77 77 76 80 76 72 66 74 

16.4 18.4 13.8 17.6 13.4 13.2 13.8 16.2 14.8 15.2 14.8 14.4 16.6 14.8 13.8 12.4 14.6. 

13.9 14.1 14.7 14.2 15.0 14.9 14.3 14.3 13.0 12.3 13.4 12.4 13.1 13.2 13.4 13.2 13.5 

12.2 12.3 12.8 12.1 13.2 13.0 12.5 12.6 11.4 10.8 11.9 11.0 11.7 11.8 12.0 11.9 12.0' 

13.4 13.6 14.0 13.5 14.2 14.0 13.6 13.7 12.6 12.0 13.0 12.1 12.8 12.8 13.0 12.9 13.1 

13.6 13.9 14.4 13.9 14.6 14.3 13.8 14.0 12.8 12.3 13.1 12.1 13.1 13.3 13.5 13.3 13.4 

ト一一一一

19.3 10.9 4.5 15.2 3.9 6.7 8.5 12.3 20.9 23.7 27.4 28.7 21.9 17.6 14.0 6.8 16.0・

86 87 88 84 84 88 85 87 75 77 83 81 82 86 86 89 84 

18.8 19.4 20.2 18.2 18.6 20.2 18.8 19.8 14.6 14.8 16.8 15.8 16.8 18.6 19.0 20.8 17.8' 

ト一一一←
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Appendix 12 島根県 Shimane 

組定位ll 』当~I一-------下年Date月
l音色 I「 ||19661 11111  11  

10月 11 月 12月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月
Oct. ll'iov'l Dec. I Jan: 1 Felﾌ.1 Má~.1 ﾅp;.1 ~Ý 1 J-;';;: 1. ﾍul. 1 Åu~.1 Se;. 

プナ天d然BU乾N燥A材 2 佃 15.3 16.3 15.5 15.6 15.9 16.1 15.6 15.5 16.5 17.2 16.5 17.4 試 Air.dried BUNA (%) 

験材u プナd人rie工d 乾U燥NA材 2 叩 12.8 14.0 13.6 13.7 14.0 14.3 13.8 13.7 15.0 15.8 15.2 16.1 Kiln.dried BUNA (%) 

百 立舎K足 スギ天然乾燥材 2 岨
14.3 15.3 14.9 14.9 15.1 15.1 15.0 14.8 15.8 16.4 15.7 16.5 Air.dried SUGI (%) 

率 Aスirギ・d天rie然dS乾U燥GI材 0.5四 16.5 (%) 16.9 16.1 16.6 17.5 16.8 16.6 16.5 18.2 18.1 16.8 18.2 

葉
間百 T， 事度 (OC) 

29.6 22.5 
17.5 13.4 7.2 3.7 6.2 10.8 12.9 16.6 20.4 26.4 

歓SE mEem係p湿. 度 (%) 67 65 63 69 79 62 64 67 81 74 73 76 箱 測量 H. 

EzZ盟主干率 (%) 12.6 12.4 12.2 14.8 18.0 11.8 13.6 12.8 17.2 14.2 13.6 14.6 
ー# ‘ω ー

定.s

且ω 連盟
T2 T温eHm係.p湿. 度 (・C) 14.1 12.4 7.8 4.3 7.2 10.0 13.3 17.5 20.9 24.9 27.8 22.3 CFJ 

統 3 H. 関度 (%) 81 77 76 68 78 72 71 70 79 77 76 77 IP.Y 苫 R. 

定3 E. E平.M衡￡含水率 (%) 16.2 15.8 15. 81 13.4 16.4 13. 自 14.0 13.6 15.8 15.0 14.4 16.6 

E./E, R比atio 1.29 1.27 1.30 0.91 0.91 1.1 71 1.03 1.06 0.92 1.06 1.06 1.14 

試 プナ 天da然エdBB乾乾UUNN燥燥AA 材材 2 佃 13.3 13.8 12.7 12.5 12.0 12.4 12.2 12.8 13.4 14.0 13.6 14.0 
験

Air-dried BUNA (%) 
プナ 2 咽

10.0 10.0 9.8 10.4 11.0 11.8 11.7 12.1 材~ Kiln-d人ried BUNA (%) 10.2 10.8 10.2 9.7 

事 合冨 スギ天d然S乾UG燥I 材 2 叩 12.6 13. 11 12.4 12.2 11.9 12.2 12.1 12.6 13.1 13.5 13.1 13.4 Air-dried SUGI (%) 

* スギ天然乾G燥I 材 0.5叩 13.8 14. 31 13. i 12.9 12.7 13.0 12.9 13.5 14.1 14.6 14.2 14.4 率 Air-dried SUGI (%) 

T畢
間百也3 T， 温度 COC) 18.6 16. 31 16.7 20.7 16.1 17.3 21.5 26.7 29. 61 23.0 15.1 17.4 

歎3 mTlZlem係p湿. 度
(%) 67 64 52 49 52 40 59 66 74 74 75 73 室 i゚11 “ 包ロ

R.H. 
E， 平i島i含水率 (%) 12.2 11.8 9.6 9.2 9.6 9.0 11.2 12.2 14. 21 14.2 14. 21 13.6 υ ω 定H E.M.C. 

。巴
連 g T. 温度 (OC) 15. 51 12.9 10.4 13.4 15.7 17.5 20.2 22. 91 26.4 29. 71 23.9 
続 2 HgT関em係p湿. 度

(%) 64 56 51 52 50 56 58 67 70 72 71 
測3宮 R.H. 

E. 平衡合水率 (%) 9.6 9.6 9.2 10.0 10. 61 12. 21 12.8 13. 21 13.2 定 E.M.C. 

E./E, 比
1.021 1.08 1.04 1.00 1.02 Ratio 0.8 91 0.8 71 O. 861 0.90 0.9 31 0.97 

試 プナr天ied然B乾U 燥材 2 叩
験

Air-dried BUNA (%) 
プナ人工B乾U燥NA材 2 cm 

材υ Kiln-dried BUNA (%) 

合E量 ス ギ r天ied然然S乾乾UG燥燥I 材材 2 四Air-dried SUGI (必)

住
7)¥ ス rギ-dr天ied然S乾UG燥I 0.5叩
率 Air-dried SUGI (必)

~ 

巧問E Tl T温関em係p 度 (.C) 
活

H, 湿度 (%) 

・-出回同GBE J 

摂II~ R.H. 

定」q2J E.且 E平.衡M含.C.水率 (%) 

Q 
連 ω

T. 温関Tem係p湿. 度 (..C) 

統，A-'E 同ヨ。 H. 度 (%) 
測“ R.H. 
g 

E. E平.M槙i.含C.水率 (%) 定υ

E./E, 比
Ratio 
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ほ lU5|副議 1967il||  11111111967  
l 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 11 月
Jan. I Feb. I Mar. I Apr. I May Jun.Jul.Aug.Sep.O10c月t.Nov.D12e月c.IM平e均an 

16.6 16.7 16.4 16.3 16.7 17.2 16.6 17.0 16.1 16.1 17.2 16.3 16.9 16.4 16.6 16.C 16.6 

15.4 15.6 15.3 14.8 15.7 16.0 15.5 15.8 15.0 15.1 16.1 15.3 15.9 15.3 15.6 15.1 15. " 

15.8 16.0 15.7 15.6 15.9 16.3 15.9 16.3 15.5 15.5 16.3 15.6 16.1 15.6 15.8 15.3 15.8. 

17.1 17.9 16.4 17.2 17.6 17.7 17.5 17.1 16.4 16.9 17.5 16.7 17.5 16.9 16.9 16.0 17.1 

17.9 9.6 5.1 15.1 2.0 7.8 7.9 12.6 22.C 22.2 26.4 29.1 21.3 17.3 13.5 7.1 15.8. 

79 82 76 74 80 55 74 70 53 71 79 73 78 77 74 73 71 

17.4 17.6 15.8 15.2 17.2 10.6 15.2 15.0 9.8 14.2 16.2 13.8 15.8 15.6 14.8 14.6 14.4 

16.9 11.5 5.8 15.2 4.9 4.7 8.3 13.3 17.9 20.5 24.5 27.2 22.6 15.6 11.1 4.6 14.6, 

72 71 71 74 70 73 72 71 68 73 76 73 74 72 71 65 72 

14.0 14.0 14.0 14.6 13.8 14.6 14.2 14.0 13.2 13.8 14.8 13.6 14.0 13.8 14.0 12.6 13. S: 

一
0.80 0.80 0.89 0.96 0.80 1.38 0.93 0.93 1.35 0.97 0.91 0.99 口.89 0.88 0.95 0.81 0.96 

13.9 13.6 13.0 13.1 13.1 13.0 12.7 13.4 13.1 12.9 14.1 13.3 13.4 13.2 13.5 12.6 13.2 

12.0 11.8 11.4 11.0 11.5 11.3 11.1 11,6 11.4 11.3 12.4 11.8 11.9 11.8 12.1 11.3 11.6. 

13.0 13.1 13.0 12.8 12.7 12.6 12.4 12.9 12.7 12.6 13.6 12. 日 13.0 12.7 13.1 12.4 12.8 

14.4 13.9 13.3 13.7 13.5 13.3 13.2 13.4 13.3 13.5 14:5 13.7 13.8 13.6 13.9 13.0 13.6 

19.0 16.5 12.5 19.6 12.7 16.1 15. 17.9 22.2 23.3 26.6 29.4 22.3 18.8 16.1 15.9 19.8 

73 66 56 64 49 53 53 57 57 67 78 71 72 70 68 54 62 

14.2 12.2 10.2 12.0 9.2 9.8 9.f 11.6 10.2 12.6 15.4 13.0 13.8 13.2 12.8 9.8 11.8 

18.1 16.0 9.1 18.6 9.6 12.0 15.0 17.3 21.5 23.7 27.7 29.7 24.5 18.8 14. 11.4 18.8. 

70 68 61 62 56 56 54 58 50 47 62 59 58 58 60 49 56 

13.2 12.8 11.4 11.4 10.4 10.4 9.8 11.0 10.0 10.6 11.2 10.4 10.4 10.4 II.C 9.2 10.4 

0.93 1.05 1.12 0.95 1.13 1.06 1.αコ 0.95 0.9f 0.84 0.73 0.80 0.75 0.79 0.8� 0.9 0.88 
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Appendix 13 徳島県 Tokushima 

ji卜\ぐ〈 l「 111%61!10月 11 月 12月 l 月 2 月 3 月 6 月 7 月
Oct. I Nov. I Dec. I ]an. I Feb. I Mar. Apr.1 May ]un. ]ul. Aug.1 Sep. 

Z五AtスJiJr1zギLdAtz天MJ-rm飲hUS艶普ZUSELJ毘G官燥tI材F材材〈酎、初A2おZ m 

14.9 16.0 16.1 16.0 15.7 16.5 16.0 15.6 17.1 17.1 17.2 17.8 
試験

11.9 13.7 14.1 14.0 13.9 14.9 14.3 14.0 15.6 15.8 16.2 16.6 
材合 . 

百 水率tEJ Z 14.4 lb.4 15.6 15.4 15.2 15.9 15.6 15.3 16.7 16.6 17.3 18.5 

17.2 17.5 17.5 17.4 17.8 18.4 17.4 16.7 18. S 18.1 18.2 18.5 

~~ 
T， 温度 (OC) l し O 16.8 21.8 26.5 27.7 22.3 16.7 13.1 6.2 4.7 6.3 12.5 

H1T121 em係p湿. 度
(%) 77 72 69 62 77 割。 74 68 77 74 82 82 

山本H R.R. 

El E平.M衡.合I水率 (%) 15.6 13.8 15.8 11.8 16.0 18.2 14.6 12.6 15.8 13.8 16.4 16.8 

」日“ h ω U コ

子紐事g 口 T， 民度 (OC) 
αコ

H， 関 m係p湿. 度
(%) 

R.H. 

E2 E平.MiRi.合水率 (%) 

E,JE, 比
Ratio 

試 プナ天d然B乾UN燥A材 2 叩 12.9 13.7 12.7 12.1 11.2 12.8 12.8 12.8 13.8 13.9 14.0 14.0 
Air-dried BUNA (%) 

験 プナ人工B乾UN燥A材 2 cm 10.2 9.8 9.4 10.5 10.5 10.5 11.4 12.1 12.3 12.4 

材含Q22 Kiln-dried BUNA (%) 9.8 10.6 

事 スギ天d然S乾UG燥I 材 2 cm 11.9 12.5 11.9 11.5 10.9 12.1 12.1 12.C 12.9 13.1 13.2 13.1 Air・dried SUGI (%) 
7k スギ天然乾燥材 0.5cm

13.1 13.4 12.5 12.1 11.6 13.5 13.2 12.9 14. C 13.7 14.2 13.6 
率 Air-dried SUGI (%) 

事間百 T， i温 度 ("C) 18.1 14.4 9.2 7.S 7.7 12.C 12.9 16.8 21.6 25.5 27.5 22.9 

時洲定五包 1 Ttr  
H, ~r 湿度 (%) 73 68 70 64 68 82 79 73 79 83 85 79 

室 E1R5F.H衡.合ノk率
(%) 14.2 13.2 13.6 12.6 13.2 18.2 16.2 13.8 16.4 17.0 17.8 16.0 

tω~ I :iE,!:l I~' E.M.C. 

。'担 述 gj I T, i凪 度 (OC) 

4事Sdi 品 T関酬係p温度 (%>
E2ZR.EH. T率 (%) 

E,/El 比
Ratio 

M: プナ天然乾燥材 2 cm 
12.9 13.7 14.0 13.7 13.3 14.0 13.6 13.2 13.6 13.4 13.5 13.9 

勝、
Air-dried BUNA (%) 
プナ人工乾燥材 2cm 11.1 11.0 10.8 11. 3 11.1 10.9 11.2 11.3 11.4 11.9 

キオ Kiln-dried BUNA (%) 10.0 10.6 

合υ:E スギ天然乾燥材 2 叩
12.6 13.1 13.4 13.2 12.9 13.5 13.2 12.9 13.3 13.1 13.1 13.5 

Air-dried SUGI (%) 

住
水 スギ天然乾燥材 0.5岨

13.1 13.6 13. 91 13.5 13.3 14.3 13.6 13.3 13.7 13.3 13.6 13.7 
率 Air.dried SUGI (%) 

卜一一一一 一

z淵定iJ包ヨ
Tl ~鼠度 (OC) 18.7 14.6 9.0 7.1 7.4 11. 7 12.6 17.1 21.7 25.6 27.3 23.3 

民 HIT関em係p湿. 度
(%) 72 80 77 70 77 81 83 78 72 67 66 64 

コ同= 国ロ
R.R. 

El 平衡含水率 (%) 13.8 12.8 13. 01 12. 21 14.2 17. 21 15. 21 13. 21 15. 41 16. 21 17. 21 15.8 

1Q G= J 

E.M.C. 
ト一一一 一一一一一ト一一一一

i測S苫i 
T， 温度 (OC) 

EETR関e.Em係.p湿. 度 (%) 

E.温 E平.衡M含.C.水率 (%) 
定

ト一一一

E,/El 比
Ratio 
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1111%611%  
llll1111111967  

10月 11 月 12月 M平伺均XE l 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 12月
Oct. I Nov. I Dec. I Mean I Jan. Feb.Mar.Apr.May Jun.Jul.Aug.Sep.O10c月t.N11o月.v.1 Dec. 1M平e均an 

17.1 17.0 16.3 16.6 15.6 15.6 15.8 16.5 16.4 14.6 17.1 15.8 16.1 16.7 16.4 16.0 16.1 

¥6.1 16.0 15.3 15.2 1 弘 7 14.7 14.8 15.6 14.6 13.8 16.2 15.0 15.3 15.8 15.7 15.3 15.1 

17.2 16.5 15.9 16.3 15.3 15.3 15.4 16.0 15.2 14.3 16.5 15.2 15.4 15.9 15.7 15.5 15.5 

18.9 17.9 16.4 17.9 16.0 15.9 16.6 16.6 16.1 14.8 18.0 16.2 16.8 17.8 17.0 16.2 16.5 

ト一一一 一一一一一トーー一一

18.4 10.8 5.5 15. 3.4 6.2 10.1 13.3 20.5 22.6 25.9 27.7 22.8 16.8 13.0 5.2 15.6 

86 86 71 77 78 77 76 76 73 71 87 78 83 85 79 88 79 

20.8 20.2 13.8 15.8 16.4 17.2 15.2 15.4 14.8 13.6 19.0 15.8 17.6 18.8 16.2 20.6 16.8 

13.7 13.7 10.7 13.1 IO.I 9.7 10.2 11. ヲ 12.0 11.5 13.1 12.4 12.3 12.6 12.4 10.7 11. 6 

12.2 12.2 9.7 11.1 9.4 ヲ.1 9.6 11. 2 11.0 10.7 12.1 11.5 1 I. 5 11.8 11.5 10.1 10.8 

12.9 12.9 10.4 12.3 9.9 9.5 10.0 11.4 ,11.6 1 I. 3 12.6 12.0 11.9 12.2 1 I. 9 10.5 11. 2 

14.0 14.0 10.7 13.1 10.5 9.7 10.2 12.1 12.0 11.9 13.4 12.6 12.2 12.9 12.4 ヲ.4 11. 6 

トー一一一 卜一一一

19.0 12.1 9.5 16.3 7.2 7.6 11.7 13.6 20.1 23.1 26.1 27.4 23.8 17.1 14.0 7.8 16.6 

83 80 65 77 70 70 66 73 73 71 90 79 81 82 75 73 75 

18.2 16.8 12.2 15.8 14.6 14.0 12.6 14.6 14.2 13.6 20.8 15.6 16.4 17.6 14.8 14.8 15.2 

ト一一一 一一一一十一一一

13.9 13.6 13.3 13.2 13.3 13.8 12.9 12.3 13.8 13.0 13.0 13.4 13.5 13.3 13.2 

11.8! 11.9 12.0 11.4 11.6 11.8 11.6 12.0 11.3 10.8 12.0 11.4 11.5 1 I. 8 11.9 11.8 11.6 

13.4 13.4 13.3 13.2 13.1 12. ヲ 13.0 13.4 12.7 12.3 13.4 12.7 12.8 13.1 13.1 13.0 13.0 

13.9 14.0 13.9 13.7 13.4 13.2 13.1 13.7 12.6 12.2 13.9 13.0 13.2 13.8 13.4 12.7 13.2 

19.1 12.1 8.9 16.2 5.6 7.8 10.4 13.8 20.2 23.1 26.5 27.4 24.0 17.3 14.9 7.8 16.6 

、， 83 81 70 76 71 80 74 75 73 73 87 80 76 日 l 75 77 77 

18.0 17.2 13.8 15.4 13.8 18.0 14.4 15.2 14.2 14.8 20.2 16.0 14.8 16.8 14.8 15.6 15.8 

ト一一一一
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Appendix 14 佐賀県 Saga 

ii卜\寸竺L 認可 11 月 I~月 1966 
I 月 2 月 3 月 445 月 1 J~ 月 7 月

Oct. I Nov.1 Dec. Jan. Feb. Mar. Apr. J May I Jun. J叫. Aug.1 Sep. 

L関ふぷプhJ認ナて送店d人dfe車工d糊藷舗舵BUJ燥NF材A材材守￡官2<2Z前団咽
14.8 16.6 16.7 16.1 16.5 16.8 16.1 15.4 16.3 17.1 16.4 15.9 

試験
12.6 14.8 15.1 14.6 14.9 15.3 14.8 14.2 15.2 16.1 15.6 15.1 

材含 . 

百 水率t22 A 14.0 15.6 15.7 15.1 15.5 15.7 15.2 14.6 15.6 16.3 15.7 15.0 

17.4 19.5 18.7 17.1 18.5 18.8 17.1 16.4 18.3 18.0 17.8 16.5 

葉

2剖.1
Tl 温度 C.C) 16.7 15.2 6.1 3.8 4.9 12.6 13.8 18.0 22.5 26.6 28.6 23.3 

H1T関em係p湿. 度
C%) 81 73 83 79 82 85 73 65 79 82 83 74 

箱 R.H. 

El 平衡含水率 C%) 16.8 14.6 19.6 17.4 20.0 19.8 14.2 12.2 16.4 16.8 16.8 14.2 
~ 定」ヨ E.M.C. 

ト一一一

~ T.温 TR温関e.Hm係.p湿. 度 (・C)

H. 度 C%) 

E, È平.衡M.含C水率 C%) 

トー一一

E,/El R比atio 
試 プrナ.dr天ied然BU乾N燥A材 2 叩 13.0 13.9 12.6 11.6 11. 2 11.8 12.3 13.0 13.2 14.2 13.6 13.0 Air.dried BUNA C形)
験

プIナn.d人rie工dB乾UN燥A材 2 国 9.8 10.2 10.7 10.9 12.2 11.9 11.6 
材含Q EZ 

Kiln.dried BUNA C%) 10.0 10.8 10.2 9.5 9.4 

事 Aススirギギ.dr天天ied然然S乾乾UG燥燥I 材材。 2 咽 12.8 13.5 12.5 11.6 11.5 11.9 12.3 12.9 13.0 13.8 13.3 12.7 
.(596皿) 水

Air.dried 然SUGI C%) 13.4 14.1 12.7 11.5 11.6 12.2 12.7 13.2 13.5 14.5 13.9 13.1 率
トーーー務

歎測間.苫さ量ω T11T温e 度 22.9 C.C) 16.8 15.4 12.7 13.0 11. 51 15.0 15.1 17.6 22.4 26.5 28.2 

Hl R関.Hm係.p湿. 度 C%) 73 73 61 57 56 59 68 76 78 83 84 73 
室

定・2 EIZET率 C%) 14.2 14.2 11.4 10.8 10. 21 11.0 13.2 14.8 15. 81 17.2 17.4 13.8 

巴。8 ー トー一一一

言
T， 温度 C.C) 

HBdTR関e.Hm係.D 湿度
C%) 

aZEF率 C%) 

一E,/El 比
Rati。

試 プナ・.dr天ied然B屯乾JN燥A材 2 団 14.6 15.6 15.3 15.2 15.4 15.4 15.3 15.1 15.5 16.3 15.8 15.6 Air.dried BUNA C%) 
験 プナ人工乾燥材 2 団

11.5 12.8 12.8 12.7 12.9 13.1 12.9 12.9 13.2 14.3 14.1 14.0 
材υ Kiln.dried BUNA C%) 

含:::;; スギ天然乾燥材 2 岨
13.8 14.5 14.3 14.2 14.3 14.5 14.4 14.2 14.6 15.4 15.1 14.8 Air.dried SUGI C形)

住
水 スギ天然S乾UG燥I 材 0.5岨 15.0 16.0 15.7 15.7 15.7 16.0 15.6 15.3 15.8 16.4 16.0 15'.5 
率 Air.dried SUGI C.%) 

Tl 温度 C.C) 15.8 14.0 7.3 4.6 5.0 11. 51 12.5 16.2 20.9 25.5 27. 31 21.2 
居 mT関em係p湿. 度

C%) 80 75 72 83 84 85 80 82 78 72 74 75 
R.H. 

塁 El 平衡合水率
E.M.C. t予~) 17.0 15.6 14.2 1ι6 15.2 16. 61 15. 01 13. 81 17.2 17.4 17. 81 16.0 

ト一一一一

品勾a 車ZF殿i姐fP醤博度度 (・C)

(%) 

(.%) 

ト一一一

E./El Ra比,tio 
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4446448月|イ 10月 lM|14話10月 |11 月 I~月 平均 l 月
Oct. I Nov. I Dec. Meanl J8O. Feb.1 Mar. Apr.1 May I J阻. I J叫. I Aug. I Sep. I Oct. I Nov. 1 D配.

16.7 16.5 10.7 16.4 16.6 17.0 16. 16. 15.3 13.8 17.1 16.0 14.9 14.6 16.3 16.5 15.9 

16.0 15.6 15.8 15.3 15.7 16.2 15.5 15.3 14.5 13.2 16.5 15.4 14.2 14.0 15.6 15.8 15.2 

15.9 15.6 15.8 15.5 15.8 16.1 15.6 15.2 14.6 13.3 16.1 15.2 14.0 13.7 15.2 15.4 15.0 

18.2 17.2 17.6 17.6 17.6 18.6 17.2 16.4 15.6 14.3 17.9 16.8 14.9 15.1 17.6 17.8 16.7 

ト一一一

18.2 10.7 3.8 15.6 0.2 6.1 7.8 14.1 21.3 25.2 26.1 28.3 24.6 18.7 12.7 5.6 15.9' 

85 75 85 79 91 93 82 72 68 63 83 82 66 71 84 84 78 

19.0 15.2 19.2 16.8 22.2 23.8 17.8 14.4 12.8 11.8 18.0 16.6 12.0 13.6 18.2 19.0 16.6 

ト一一一一

ート 一

13.4 13.3 11.8 12.7 11.7 11.8 11.8 12.6 12.5 11.5 14.0 13.1 12.5 12.3 13.1 12.3 12.4 

11.9 11.8 10.6 10.9 10.6 10.7 10.6 11.3 11.2 10.5 12.5 11.9 11.4 11.2 12.0 11.3 11.3 

13.2 12.9 11.8 12.6 11.7 11.8 11.7 12.4 12.3 11.5 13.5 12.8 12.2 12.1 12.7 12.0 12.2 

13.6 13.2 11.7 12.9 11.9 12.1 11.8 12.4 12.4 11.7 13.8 13.1 12.4 12.3 12.9 12.2 12.4 

ト一一一一ー

19.2 13.8 15.9 18.4 13.5 16.2 15.1 15.7 20.7 24.4 26.8 27.8 24.1 18.7 13.9 15.9 19.4 

75 68 51 69 54 ω 53 66 69 68 81 82 68 69 76 62 67 

14.6 13.2 9.6 13.4 10.0 11.0 10.0 12.6 12.1 12.8 16.8 16.6 12.6 13.0 15.2 13.2 13.0 

トーーーー

15.9 15.3 15.6 15.5 15.6 15.6 15.4 15.5 14.8 13.4 16.1 15.4 14.9 14.1 15.0 14.9 15.1 

14.2 13.8 14.1 13.5 14.0 14.1 13.9 13.9 13.4 12.4 14.4 14.1 13.7 13.0 13.9 13.8 13.7 

15.1 14.6 14.8 14.7 14.8 15.C 14.7 14.7 14.1 13.1 15.1 14.7 14.2 13.6 14.4 14.3 14.4 

16.0 15.1 15.4 15.7 15.6 15.7 15.3 15.0 14.3 13.4 15.8 15.4 14.7 14.2 15.3 14.8 15.0 

17.5 9.7 4.5 14.7 1.3 6.1 6.6 12.1 18.6 23.3 25.8 27.3 22.1 18.C 11.7 5.8 14.9 

82 71 74 78 77 77 84 78 79 71 84 84 74 66 79 81 78 

17.2 13.8 14.8 15.8 15.8 15.6 18.2 15.8 15.8 13.8 17.6 17.6 14.2 12.4 15.8 16.8 15.8 

ャー一ーーーー
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Appendix 15 鹿児島県 Kagoshima 

ii卜\ぐ〈認可 11月 |12月 I ~判明 I~ 月 /1 月/~月/ J~ 月/;，月 11 月 I42~I~~I~I~I~IM=IA~I~I~I~IA~ 

iEAAプスkスLhE1r r2ギナギむdd天E人天t耐Mef然d工然協汁a田乾紘B紘IU燥4印GV録燥NIHA材材〈MaZ開刷字2〉sZ 哩団岨
13.7 16.3 16.8 16.2 16.2 15.8 16.2 15.1 16.7 16.5 16.7 15.1 

試験
11.0 14.1 15.1 14.7 14.6 14.5 15.0 14.1 15.8 16.0 16.4 14.5 

材合 . 

百 水υ ::E 12.7 15.0 15.5 15.0 15. I 14.7 15.2 15.0 15.6 15.5 15.6 14.0 

率 15.2 18.7 19.0 17.8 18.4 17.1 17.3 17.0 18.7 16.8 17.6 15.2 

業

E測定耳E E 

T1 ~温関er係np 度 (.C) 16.9 19.4 23.6 28.9 29.4 25.9 19.9 15.8 8.2 6.3 8.4 11. 4 

H1 湿度 (%) 74 79 85 78 79 74 78 82 87 81 日5 76 
箱

R.H. 

E1 平衡含水率 (形) 14.8 16.6 19.2 16.8 17.0 16.8 16.8 18.6 20.6 16.4 18.2 14.6 
“ ぃω 

E.M.C. 

-Z GJ 

週絞2i5 自
T. 温度 (.C) 

α3 

HE4 TR関四.H係n.p湿. 度 (%) 
.H 

E. Ê平.M衡.合C.水率 (%) 

E./El 
上七

Ratio 

試 プナ r天ied然B乾UN燥A材 2 岨 12.6 14.3 14.2 13.8 13.8 13.9 14.1 13.3 14.4 14./ 14./ 13.4 
E貢

Air.dried BUNA (%) 

プナ人工B乾UN燥A材 2 団 11.7 11.4 11. 5 11. 8 11.3 12.3 12.4 12.5 12.0 材υ Kiln.dried BUNA (%) 9.6 11.3 11.4 

事 合冨 スギT天ied然S乾UG燥I 材 2 cm 11.9 13.4 13.3 13.0 13.0 13./ 13.3 12.7 13.6 13.4 13.4 12.8 Air.dried SUGI (%) 
水 スギ天然S乾U燥材 0.5岨 13.0 14.9 14.6 14.3 14.3 14.2 14.3 13.3 14.9 14.1 14.3 13.6 
率 Air.dried SUGI (%) 

一←務

同届側定左右局E i 
T1 温度 19.3 23.2 29.2 29.8 25.8 (.C) 20.4 16.5 12.7 10.3 10.3 14.6 17.2 
H1T関em係p湿. 度

(%) 72 76 68 69 69 75 76 82 87 81 81 76 
室 R.H. 

El 平衡合水率 (%> 14.6 15.2 13.0 13.6 13.2 15.8 15.4 16.8 19.2 16.0 16.2 14.8 
ω υ E.M.C. 

一一。思
T， 温度 (.C) 

HET関em係p湿. 度
(%>

R.H. 

島， E平.M衡.含C.水率 (%) 

E,/El 比
Ratio 

試 プナ天然乾燥材 2 四
12.2 13.5 14.0 13.6 13.5 13.7 14.1 13.3 ‘ 14.5 14.5 14.5 13.6 

験
Air.dried BUNA (%) 
プナ人工乾燥材 2 佃

11.8 11.6 11.5 11.8 12.2 11.7 12.8 13.1 13.2 12.4 

合材E2A2 
Kiln.dried BUNA (労)

9.7 11. 1 

スギ天然乾燥材 2 佃 11.5 12.3 12.9 12.6 12.5 12.7 13.0 12.4 13.4 13.4 13.4 12.6 
Air.dried SUGI (%) 

住
水 スギ天然乾燥材 0.5団 12.5 14.2 14.7 14.3 14.2 14.2 14.4 13.3 15.1 14.6 14.9 
率 Air.dried SUGI (%) 

ト一一一

F飢司定司Ei S 副
Tl 温度 (.C) 19.5 16.9 9.6 7.2 8.9 13.4 17.0 19.1 23.5 28.7 29.3 

Temp. 居
Hl 関係湿度 (%) 77 81 76 76 77 81 85 83 86 78 ! 78 76 

,g 国 R.H. 

El 平衡含水率 (%) 15. 61 15.2 16. 41 17.0 15.2 16.0 15. 61 16.6 18.8 17.2 18.2 15.4 

占
E.M.C. 

一

出
T.温 T温関em係p湿. 度度 (.C) 

HER.H. (%) 

E. E平.衡M含・l水率 (%) 

E./E, 比
Ratio 
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日.hklti同Jethzlz 同lMhh141lat|辺住3.1説
15.7 16.0 16.1 16.0 15.8 15.7 15.7 16.4 16.1 15.1 17.1 15.5 14.2 15.0 16.0 15.9 15.6 

15.2 15.4 15.6 15.2 15.3 15.1 15.1 15.8 15.6 14.6 16.8 15.2 13.7 14.5 15.5 15.4 15.2 

14.6 14.8 14.9 15.0 14.7 14.7 14.6 15.2 14.9 14.1 15.8 14.6 13.4 14.0 14.8 14.8 14.6 

16.7 17.2 17.2 17.3 17.1 16.7 16.5 16.9 16.7 15.9 18.7 16.3 14.2 15.3 17.3 16.8 16.5 

20.4 13.6 8.1 17.7 2.5 7.9 10.6 17.5 23.3 25.7 27.9 30.2 25.6 21.3 15.2 l し 4 18.3 

84 73 78 80 83 71 68 69 66 70 80 70 69 67 78 77 72 

19.6 14.2 16.8 17.2 17.8 14.2 13.2 13.2 12.2 14.2 16.2 12.8 13.2 12.8 16.4 16.2 14.4 

13.5 13.7 14.1 13.9 14.0 13.8 13.8 14.3 13.8 13.0 14.7 13.3 12.3 13.3 13.7 13.6 13.6 

二12.1 12.2 12.8 12.0 12.5 12.3 12.3 12.9 12.5 11.7 13.3 12.0 11.2 12.0 12.4 12.4 12.3 

-13.0 13.0 13.4 13. 1 13.3 13.1 13.2 13.6 13.1 12.5 14.1 12.7 11.9 12.7 13.0 12.9 13.0 

13. ヲ 14.0 14.5 14.1 14.6 14.2 14.0 14.6 14.0 13.4 15.2 13.6 12.7 13.6 13.8 13.9 14.0 

21.4 14.3 10.4 18.8 5.9 10.8 11.8 18.8 24.3 26.0 28.1 30.7 27.1 21.6 15.9 14.1 19.6 

79 67 72 76 75 70 64 67 65 67 80 70 63 66 71 68 69 

15.8 12.6 14.0 15.2 15.2 13.6 12.2 12.6 11.8 13.2 16.6 12.6 11.4 12.6 13.8 13.0 13.2 

13.7 13.8 13.9 13.9 13.4 13.5 13.4 14.4 14.11 13.3 14.8 13.0 13.3 13.2 13.5 

12.6 12.7 12.9 12.4 12.4 12.4 12.3 13.3 12.9 12.3 13.6 12.4 11.4 12.0 12.3 12.2 12.5 

12.8 12.9 13.1 12.9 12.6 12.6 12.6 13.4 13.1 12.4 13.7 12.5 11.5 12.0 12.3 12.9 12.6 

14.2 14.2 14.2 14.3 14.0 13.9 13.7 14.7 14.4 13.6 15.3 13.9 12.5 13.4 13.5 13.2 13.8 

20.1 13.8 8.7 17.9 4.6 9.8 10.2 17.3 23.7 25.6 28.1 29.9 26.8 22.1 15.8 10. 11 18.7 

83 74 70 79 75 70 67 70 70 71 81 73 67 64 73 56 70 

17.8 14. 41 13.6 16.2 15.2 13.6 12.8 13.4 12.8 13.6 16.0 13.6 12.2 12.2 14.2 10. 61 13.4 

卜一一

一 卜一一一 一一一ート一一一


